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1.建設業の役割

1-1.安全安心な社会への貢献

超高層建築物を支えるナック
ル・パイルの実現

安全・安心な建物の提供

節付き杭工法「ナックル・パイルおよびナックル・ウォール工法」において、既評定の適用
範囲の上限値を向上し、国内最大級の杭の支持力170MN（メガニュートン）が発揮できる
ナックル・パイルの一般評定を一般財団法人日本建築センターから新たに取得。将来建
設が想定される500m超の建築物にも適用可能に。

大林組 ○ ●
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20211223_1.h
tml

1-1-1.国土強靭化

防災・減災、国土強靭化に向
けたダム再生

既設のダムを運用しながら
ダムの洪水調節機能を向
上させる

局地的な豪雨が頻発する中、ダムの洪水調節機能が改めて見直されており、既設のダム
を運用しながらダムの機能を向上させる「ダム再生」が注目されている。
鹿島は、ダム再開発工事に必要な多くの技術開発を行い、それを束ねる総合力を発揮し
てダム再生工事に取り組んでいる。

鹿島建設 ○ ●
https://www.kajima.
co.jp/tech/c_special
/dam/index.html

地震対策技術、災害シミュ
レーション技術「maXim」

防災計画の検討などに活
用できる技術

当社は、連鎖的な発生が想定される地震や火災や津波など複数の災害の予測やその際
の避難行動の解析結果を統合し、VR（仮想現実）による事前体験を可能とする災害事象
の統合VRシステム 「maⅩim/マキシム(商標登録出願済み)」を開発した。「maXim」は、建
物のBIMデータを活用し、各災害事象の解析結果を3次元モデル内に時間経過に沿って
統合化。それをドーム型スクリーンやVRゴーグル等のＶＲデバイスで可視化する。これに
より誰でも容易に、複雑な災害事象をリアルに把握した上で防災計画の検討などが行え
るようになった。

複数の災害と避難行動の
VR統合可視化

竹中工務店 ● ●
https://www.takena
ka.co.jp/news/2017
/03/04/index.html

地震モニタリングシステム
「ユレかんち」

地震時の建物の揺れを測定
し、建物の健全性を判定する

戸田建設オリジナルの「ユレかんちセンサ」を利用し、地震時の建物の揺れを測定し、建物の健全
性を判定するシステム。
「ユレかんちセンサ」は地震時建物の動きを加速度データとして感知し、それをインターネット回線で
クラウドサーバーに送り、サーバー内で建物震度として計算し、過去の被災度データとの比較で建
物の安全性を判定する。ユーザーはPCやスマートフォンを用いて、その情報を取得することが出来
る。

戸田建設 ●
地震モニタリングシ
ステム「ユレかんち」
（戸田建設）

https://www.maeda.
co.jp/csr/feature2/

https://www.arcc.jp
/

建設業の使命としての災害
復旧

災害発生時に一刻も早い
復旧を目指す

・豪雨に伴い発生した大規模な浸水被害に対する堤防緊急復旧工事
・自治体との災害協定

建設会社､自治
体

● ●
https://www.kajima.
co.jp/news/digest/f
eb_2020/feature/ind
ex.html

SDGｓ17の目標

●前田建設工業コンセッション事業
インフラサービスの運営を通じ
た地域活性化

少子高齢化・人口減少による、国・地方自治体の財政悪化とインフラの老朽化とそれに伴う維持・
更新費の確保、自治体の技術職員不足などの課題に対する解決方法の一つ。
コンセッション事業を行うことで、施設の長寿命化や集約・複合化、最新技術の導入による高効率化
などを推進している。愛知県有料道路運営事業等では、「愛知道路コンセッション株式会社」を設立
し2016年10月より、国内初の有料道路コンセッション事業として愛知県道路公社が運営する有料道
路の維持管理・運営業務、地域活性化に繋がる様々な施策を実施。

○ ○

https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20211223_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20211223_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20211223_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20211223_1.html
https://www.kajima.co.jp/tech/c_special/dam/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/c_special/dam/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/c_special/dam/index.html
https://www.takenaka.co.jp/news/2017/03/04/index.html
https://www.takenaka.co.jp/news/2017/03/04/index.html
https://www.takenaka.co.jp/news/2017/03/04/index.html
https://www.toda.co.jp/tech/construction/monitoring.html
https://www.toda.co.jp/tech/construction/monitoring.html
https://www.toda.co.jp/tech/construction/monitoring.html
https://www.maeda.co.jp/csr/feature2/
https://www.maeda.co.jp/csr/feature2/
https://www.maeda.co.jp/csr/feature2/
https://www.arcc.jp/
https://www.arcc.jp/
https://www.kajima.co.jp/news/digest/feb_2020/feature/index.html
https://www.kajima.co.jp/news/digest/feb_2020/feature/index.html
https://www.kajima.co.jp/news/digest/feb_2020/feature/index.html
https://www.kajima.co.jp/news/digest/feb_2020/feature/index.html
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SDGｓ17の目標

ハード・ソフトの両面でお客
様のBCPを支援

企業、そして社会が直面す
る適切なBCP（事業継続計
画）構築という課題に対応

災害リスクを可視化し、災害への備えを行い、避難・復旧の対応を安全かつ迅速に――。
ハード・ソフトの両面で高度な知見を持つ、鹿島にしかできない支援策を提供する。

鹿島建設 ●
https://www.kajima.
co.jp/sustainability/
sdgs/index-j.html

DUCMM工法（鋼管立坑から
の直接発進・到達工法）

被災した地中管路の復旧、
付替え等において鋼管立
坑によるシールド・推進工
事に適用することで、工期
短縮、コスト縮減

シールド・推進工事の鋼管立坑において、切羽安定の地盤改良を必要とせずに直接発進
または到達することが可能な工法である。

錢高組 ●
http://library.jsce.or.
jp/jsce/open/00035
/2012/67-06/67-
06-0176.pdf

地震・津波等の災害に対す
るリスク低減の施策

公共土木施設の耐震化や
津波対策等の推進、危険
密集市街地の解消

緊急輸送道路上の橋梁の耐震化や河川堤防・湾岸堤防棟の整備、避難場所（公園・広
場）の整備による密集市街地の安全性向上。

国土交通省 ● ○
https://www.mlit.go.j
p/report/press/con
tent/001406365.pdf

雨水流出抑制効果とヒートア
イランド現象緩和効果をもつ
舗装「ハイドロペイブライト」

雨水流出抑制とヒートアイ
ランド現象緩和

透水性舗装と湿潤舗装を組み合わせることで、豪雨被害とヒートアイランド現象の2つの
社会課題解決に貢献する多機能舗装「ハイドロペイブライト」を開発。

大林組､大林道
路

○ ● ○
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20220902_1.h
tml

既存宅地の住まいながら液
状化対策工法

東日本大震災で発生した
住宅地の深刻な液状化被
害に対する恒久対策を通
し、国民の安全・安心の確
保に寄与

既存宅地に居住した状態で、粘性土層があっても効果が期待できる液状化対策工法を世
界で初めて開発。宅地境界のみを地盤改良壁で囲むだけで液状化対策が可能なもので
あり、効果の評価手法と狭所での施工法を開発した。(浦安市での適用実績有）

竹中土木 ● ○ ○
https://www.takena
ka-
doboku.co.jp/techno
logy/smartcolumn/

総合的な津波防災計画の提
案

高精度な津波防災計画の
策定に貢献

「津波浸水シミュレーション」「地理情報システム（GIS）」「避難シミュレーション」などを用い
て、ハード・ソフト両面にわたる総合的な津波防災計画を提案。

五洋建設 〇 ●
https://www.penta-
ocean.co.jp/busines
s/solution/sol_03/in
dex.html

1-1-2.インフラ保全・長寿命化

橋梁リニューアル統合管理
システム「OBRIS」（オブリス）

道路橋リニューアルの生産
性・施工品質向上

高速道路橋の大規模リニューアルプロジェクトにおいて、既設構造物の出来形測量から
新設構造物の設計、プレキャスト部材（床版と壁高欄）の製作、現場施工、維持管理まで
のデータを一元的に活用することで、各フェーズでの業務を効率化するクラウド型統合管
理システムを開発。
OBRIS -D(Design：設計統合システム)、P(Production：製作統合システム)、C
（Construction：施工統合システム）、M（Maintenance：維持管理統合システム）の4つのシ
ステムで構成され、設計や施工に必要なデータが連携されることで、各フェーズにおける
手作業の自動化による省力化や、デジタルツインを用いた施工シミュレーションの導入な
どを実現し、生産性の向上だけでなく不具合の未然防止や高品質の確保に寄与。

大林組 ○ ●
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20221111_1.h
tml

宅地境界を改良壁で囲む新しい

https://www.kajima.co.jp/sustainability/sdgs/index-j.html
https://www.kajima.co.jp/sustainability/sdgs/index-j.html
https://www.kajima.co.jp/sustainability/sdgs/index-j.html
http://library.jsce.or.jp/jsce/open/00035/2012/67-06/67-06-0176.pdf
http://library.jsce.or.jp/jsce/open/00035/2012/67-06/67-06-0176.pdf
http://library.jsce.or.jp/jsce/open/00035/2012/67-06/67-06-0176.pdf
http://library.jsce.or.jp/jsce/open/00035/2012/67-06/67-06-0176.pdf
https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001406365.pdf
https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001406365.pdf
https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001406365.pdf
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220902_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220902_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220902_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220902_1.html
https://www.takenaka-doboku.co.jp/technology/smartcolumn/
https://www.takenaka-doboku.co.jp/technology/smartcolumn/
https://www.takenaka-doboku.co.jp/technology/smartcolumn/
https://www.takenaka-doboku.co.jp/technology/smartcolumn/
https://www.penta-ocean.co.jp/business/solution/sol_03/index.html
https://www.penta-ocean.co.jp/business/solution/sol_03/index.html
https://www.penta-ocean.co.jp/business/solution/sol_03/index.html
https://www.penta-ocean.co.jp/business/solution/sol_03/index.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221111_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221111_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221111_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221111_1.html
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SDGｓ17の目標

スティフクリート
道路橋リニューアル工事に
おける交通規制期間の短
縮と耐久性の向上

道路橋リニューアル工事における交通規制期間の短縮と耐久性の向上を目的として
UHPFRC「スティフクリート」を開発。超高強度材料の採用により薄層での補強が可能とな
り、長期耐久性にも優れる。さらに、早期強度の発現性能と早期硬化時間の制御性能に
より、早期に交通開放が可能に。橋面に勾配がある橋梁への適用も可能。

大林組、大林道
路、UBE三菱セメ
ント

○ ●
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20210921_1.h
tml

道路橋リニューアル
「スマート床版更新（SDR）シ
ステム®」

安価で高速施工を可能に、
ソーシャルロスを大幅に低
減

「工程短縮」や、専用の床版撤去・架設機による「安全施工」により、交通規制等による
ソーシャルロスの大幅な低減を可能とする道路橋の床版更新システム。

鹿島建設 ●
https://www.kajima.
co.jp/tech/c_renew
al/bridge_renewal/in
dex.html#!body_01

高速道路リニューアルプロ
ジェクトを支える工法開発

高速道路の長期保全
高速道路の大規模更新工事の生産性向上技術として、「床版クールカット工法」や「走行
台車付きダブルワイヤーソー工法」を開発。従来工法と比べて大幅に床版の撤去作業に
要する時間の短縮が可能。

清水建設 ●
https://www.shimzt
echnonews.com/hot
Topics/news/2022/
2022-06.html

建物を使い続けるための制
震改修　超大型TMD「D3SKY
（Dual-direction Dynamic 
Damper of Simple Kajima 
stYle）®」

多くの超高層ビルは制震
性能不足や、長周期地震
動による大きく、長い揺れ
の不安を抱えており、この
問題を解決

超高層ビルの屋上に巨大な❝振り子型のおもり❞を設置することで建物全体の揺れを抑
える技術。

鹿島建設 ●
https://www.kajima.
co.jp/sustainability/
sdgs/index-j.html

ラディッシュアンカー工法（地
盤を迅速に補強し、土砂災
害に対する防災力を強化）

従来のアンカー体に比べ、
太くて短いアンカー体を用
いて地盤を強化・補強する
工法

本工法適用で法面を急勾配化できることによる空間の有効利用が可能になる。切り取り
補強土留壁工、斜面・のり面補強工などの本体工事の他、アースアンカー代替工法として
掘削土留め工などの仮設工事、盛土のり面の急勾配化にも活用できる。地盤全体の安定
性の向上を図ることができることから、降雨や地震に対しても高い補強効果が期待でき
る。

東急建設 ●
https://www.tokyu-
cnst.co.jp/technolog
y/1664.html

ニューマチックケーソン工法
高耐震性の地中構造物の
構築

躯体剛性が高く、鉛直方向・水平方向の荷重に対し高い支持機構を有する構造物。
ｵﾘｴﾝﾀﾙ白石､大
豊建設

●
https://www.orsc.co
.jp/tec/newm_v2/nc
on02.html#04

インフラ長寿命化の技術開
発

インフラの長寿命化
・ダム機能の向上や長寿命化を図る再生技術
・橋の架け替え・補修技術

鹿島建設､清水
建設､IHI

● ●
https://www.kajima.
co.jp/tech/c_dam/r
enewal/index.html

https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20210921_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20210921_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20210921_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20210921_1.html
https://www.kajima.co.jp/tech/c_renewal/bridge_renewal/index.html#!body_01
https://www.kajima.co.jp/tech/c_renewal/bridge_renewal/index.html#!body_01
https://www.kajima.co.jp/tech/c_renewal/bridge_renewal/index.html#!body_01
https://www.kajima.co.jp/tech/c_renewal/bridge_renewal/index.html#!body_01
https://www.shimztechnonews.com/hotTopics/news/2022/2022-06.html
https://www.shimztechnonews.com/hotTopics/news/2022/2022-06.html
https://www.shimztechnonews.com/hotTopics/news/2022/2022-06.html
https://www.shimztechnonews.com/hotTopics/news/2022/2022-06.html
https://www.kajima.co.jp/sustainability/sdgs/index-j.html
https://www.kajima.co.jp/sustainability/sdgs/index-j.html
https://www.kajima.co.jp/sustainability/sdgs/index-j.html
https://www.tokyu-cnst.co.jp/technology/1664.html
https://www.tokyu-cnst.co.jp/technology/1664.html
https://www.tokyu-cnst.co.jp/technology/1664.html
https://www.orsc.co.jp/tec/newm_v2/ncon02.html#04
https://www.orsc.co.jp/tec/newm_v2/ncon02.html#04
https://www.orsc.co.jp/tec/newm_v2/ncon02.html#04
https://www.kajima.co.jp/tech/c_dam/renewal/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/c_dam/renewal/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/c_dam/renewal/index.html
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SDGｓ17の目標

トンネル覆工コンクリート補
修・補強工事用システム足
場「フラップリフト」

トンネルの補修・補強工事
における交通規制期間の
短縮

トンネル1スパン分（10.5m）の半断面の作業床を確保できるトラック積載型システム足場
「フラップリフト」を開発。本足場は大型トラック（15t積）に搭載の上搬入し、トラック荷台上
で足場を展開できる。トラックの荷台上に設置することで、速やかな足場の展開・格納や
搬入・搬出が可能となり、夜間の1車線規制の作業にも容易に対応が可能。足場は、油圧
装置により補修場所にあわせて最適な高さ・位置に調整できるため、作業効率が大幅に
向上する。

大林組 ○ ●
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20211004_1.h
tml

地盤改良施工管理システム
「OGIMS」（オージムス）

地盤情報の可視化と施工
情報とのリアルタイム連携
による改良地盤の品質向
上および施工管理の省力
化

空港・港湾施設などの地盤改良工事において、改良地盤の品質向上および施工管理の
省力化が可能となる地盤改良施工管理システムを開発。
削孔検層地盤推定技術、3次元可視化技術、施工状況連携技術の3つの技術で構成。地
盤改良工事を行いながら、改良範囲の地盤性状をより正確に推定し、地盤変位量などの
施工状況をリアルタイムに管理するとともに、3次元モデルを用いて地盤情報などを可視
化。

大林組 ○ ●
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20221118_1.h
tml

コンクリート中空床版橋架け
替え工法「HOLLOWAL」（ホ
ローワル）

交通規制期間の短縮

すべての部材を工場で製作するプレキャストセグメントを利用したコンクリート中空床版橋
架け替え工法。従来工法に比べ、交通規制期間を約半分に短縮することが可能で、幅員
分割施工にも対応した新しいコンクリート中空床版橋架け替え工法「HOLLOWAL」を開
発。

大林組 ○ ●
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20221018_1.h
tml

コンクリート橋のPC桁拡幅工
法「PCワイダー」

車線規制期間の短縮によ
る道路利用者への負担低
減、工事車両数の縮減に
よるCO2排出量削減

コンクリート橋の拡幅工事で、PC鋼材やコンクリートの数量低減により拡幅部分の重量を
従来の60％にできる新しい工法「PCワイダー」を開発。

大林組 ○ ● ○
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20220930_2.h
tml

光ファイバによる構造モニタ
リング

光ファイバ神経網による
痛みの分かる構造物の実
現に向けて

インフラ構造物に光ファイバを網目のように張り巡らせ、半永久的に計測できる特長を活
かし、あたかも生物の神経網のように、痛みの分かる構造物を実現する。

鹿島建設 ○ ●
https://www.kajima.
co.jp/tech/katri/tec
hnology/results/fea
ture_001/index.html

熊本復興のシンボル　
新阿蘇大橋

九州交通の要となる震災
で崩落した熊本・阿蘇大橋
の復旧工事

徹底した合理化施工と多彩な技術・工夫によって、標準工期に比べて1年4カ月短縮して
の早期供用を実現した新阿蘇大橋。本橋梁の開通により、地震で寸断されていた熊本市
内と南阿蘇村とを結ぶ主要アクセスルートはすべてつながった。熊本復興のシンボルとし
て、九州観光の要となる南阿蘇地域へのルート回復により、市民生活の利便性の向上、
さらなる観光の活性化が期待される。

大成建設 ○ ○ ● https://www.taisei.c
o.jp/aso/

建築とまちのレジリエンスの
向上

災害対策・支援メニュー拡
充と適用

近年相次ぐ自然災害や感染症、さらに将来の南海トラフ巨大地震発生や気候変動などに
対してレジリエントな建築・まちの実現が社会の課題となっている。当社は様々な災害対
策技術の開発・普及に取り組んできたが、2020年改めて感染症対策・水害対策・ライフラ
イン途絶対策など強化すべき領域を定め、2021年は対策技術の開発・整備に着手し現在
開発を継続している。また、これらの技術を活用し、お客様や地域のレジリエンス向上に
貢献するため、コンサルティングなどソフト面の支援を強化しており、オンラインでの防災
教育KPI 支援や各種訓練の支援などを実施した。

竹中工務店 ● ●

https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20211004_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20211004_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20211004_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20211004_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221118_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221118_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221118_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221118_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221018_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221018_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221018_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221018_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220930_2.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220930_2.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220930_2.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220930_2.html
https://www.kajima.co.jp/tech/katri/technology/results/feature_001/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/katri/technology/results/feature_001/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/katri/technology/results/feature_001/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/katri/technology/results/feature_001/index.html
https://www.taisei.co.jp/aso/
https://www.taisei.co.jp/aso/
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31日）

SDGｓ17の目標

プレキャスト床版の新たな接
合方法「すいすいC&T工法
TM」を開発

大規模インフラ更新事業に
おける老朽化した高速道
路橋といった床版の取替
工事における床版接合の
作業工程20%程度短縮、工
事費15%程度の低減、優れ
た耐久性能の実現

独自の継手構造を用いることで、プレキャスト床版の現地接合を容易にする。 戸田建設 ●

プレキャスト床版の
新たな接合方法「す
いすいC＆T工法
TM」を開発（戸田建
設）

砕・転圧盛土工法

ため池に堆積した底泥土
を、当該ため池の堤体の改
修あるいは補強のための
盛土材として有効活用する
盛土工法

本工法は底泥土を材料として築堤土を製造するため、築堤土購入と底泥土処分の必要
がない。単なる改良と異なり、”初期固化－養生－解砕”というプロセスにより、強度・遮水
性・変形性など当該事業と設計基準が要求する品質に合わせて設計･適合できる。築堤
土の有無、底泥土処分などに左右されず、事業制約条件を予めクリアし改修を速やかに
実行できる。

　 ﾌｼﾞﾀ 　 　 　 　 ● 　 ● 　 　 　 　 　 　
https://www.fujita.c
o.jp/solution-
technology/3174/

ハイリフト無濁浚渫工法
ダム取水口近傍で発電を
止めることなく堆砂除去

ダム湖の水質を汚濁させることなく、底に溜まった土砂（堆砂）を20ｍ以上の吸い上げ高さ
（揚程）で除去可能。本工法は高性能な真空発生装置と、泥土を搬送するために独自開
発した中継ポンプユニット「高濃度攪拌ポンプ」を搭載し、真空吸引のみでは不可能とされ
ていた水上10ｍ以上の揚程でも効率よく堆砂を除去でき、作業にともなう水質汚濁の発
生を抑えた浚渫工法である。

　 ﾌｼﾞﾀ 　 　 　 　 ● 　 ● 　 　 　 　 　 　
https://www.fujita.c
o.jp/solution-
technology/11811/

高度解析技術による建物の
安全性の検証

建築とまちのレジリエンス
の向上

東北地方太平洋沖地震などの大地震を契機として、原子力施設や官公庁・病院などの重
要施設は、巨大地震等に対する厳格な安全性が社会から求められるようになっている。
当社は、業界トップ性能のスーパーコンピューターと解析ソフトをフル活用し、広範囲の地
盤と複数の建物の挙動が同時に説明できる高精度な解析技術を保有し、数多くのお客様
の課題解決や許認可取得に貢献している。

地盤と複数建物の連性解析

竹中工務店 ○ ●
https://www.takena
ka.co.jp/enviro/es_r
eport/pdf/2022/all.
pdf

BCP・地震リスク対策
建築とまちのレジリエンス
の向上

近年、地震が頻発していることからBCPにおける地震リスク対策が重視されている。庁
舎、病院、研究施設などの重要機能の維持に有効な免震技術について、当社は多様なソ
リューションを提供している。例えば、重要な部屋だけを免震化する費用対効果の高い
「部屋免震システム」や、日常の維持管理から地震後の健全度推定機能までカバーした
「免震建物の総合モニタリングシステム」など、お客様のニーズに応じたソリューションを
提供している。

部屋免震システム

竹中工務店 ○ ●
https://www.takena
ka.co.jp/enviro/es_r
eport/pdf/2022/all.
pdf

無線式LANボートを使った桟
橋調査診断システム

遠隔操作により、狭隘な桟
橋下面を安全かつ効率的
に調査・診断し、維持管理
の効率化に貢献

桟橋下面に無線式LANボート（i-Boat）を航行させ、狭隘な箇所でも安全かつ効率的に調
査を行うことができる。
搭載したカメラにより劣化状況を撮影、画像を3次元化することでひび割れや剥離などの
欠陥位置を正確に把握し、専用ソフトを用いて、劣化度の診断を自動で行うことができる。

五洋建設

○

（
安

心

安

全

な

労

働

環

境

）

○ ●
https://www.penta-
ocean.co.jp/news/2
018/180116.html

国内初の恒久的砂輸送シス
テム構築
（ジェットポンプ式サンドバイ
パス工法）

港湾の砂堆積と砂浜侵食
の２つの課題を、恒久的な
砂輸送システムで解決

堆積海岸域の砂を固定式ジェットポンプで吸い込み、配管を通して侵食海岸域へスラリー
輸送することで、侵食された海岸を復元させる。
従来は、ダンプ等で砂を輸送していたことと比較して、騒音・排ガス等の環境悪化、渋滞
等の問題が抑制できる。

五洋建設、静岡
県

○ ○ ●
https://www.penta-
ocean.co.jp/busines
s/project/pj_story/2
014/19.html

https://www.toda.co.jp/news/2021/20210330_002916.html
https://www.toda.co.jp/news/2021/20210330_002916.html
https://www.toda.co.jp/news/2021/20210330_002916.html
https://www.toda.co.jp/news/2021/20210330_002916.html
https://www.toda.co.jp/news/2021/20210330_002916.html
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/3174/
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/3174/
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/3174/
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/11811/
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/11811/
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/11811/
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.penta-ocean.co.jp/news/2018/180116.html
https://www.penta-ocean.co.jp/news/2018/180116.html
https://www.penta-ocean.co.jp/news/2018/180116.html
https://www.penta-ocean.co.jp/business/project/pj_story/2014/19.html
https://www.penta-ocean.co.jp/business/project/pj_story/2014/19.html
https://www.penta-ocean.co.jp/business/project/pj_story/2014/19.html
https://www.penta-ocean.co.jp/business/project/pj_story/2014/19.html
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31日）

SDGｓ17の目標

新設の高速道路本線橋に超
高耐久橋梁（Dura-Bridge®）
を採用

橋梁構造物のメンテナンス
フリーの実現

高速道路橋は、凍結防止剤の散布や沿岸部の飛来塩分により、鋼材の腐食による劣化
が課題となっている。超高耐久橋梁（Dura-Bridge）は、設計基準強度80N/mm2の高強度
繊維補強コンクリートを使用することにより、鉄筋の配置をなくし、PC鋼材に替えてアラミド
FRPロッドを使用してプレストレスを導入することで、腐食劣化の可能性を排除した。

NEXCO西日本
三井住友建設

○ ●
https://www.smcon.
co.jp/service/dura-
bridge/

ソフトコアリングC+
RC土木構造物をやさしく高
精度に診断します

「ソフトコアリングC+」は、建築で実績のある直径Φ25mmの小径コアを用いたコンクリート
強度調査法「ソフトコアリング」をさらに発展させて、土木構造物への適用と、コンクリート
圧縮強度に加え、塩化物イオン量、中性化深さの測定まで可能とする診断技術である。
・コア径がΦ25mmと小さく過密配筋部材からも採取できる。
・従来のΦ100mmコアに比べて構造物に与える損傷を小さくできる。
・軽量小型マシンで容易にコアを採取することができ、かつ採取跡の補修も容易。
・同一のコアで圧縮強度・塩化物イオン量・中性化深さを同時に調査できる。

錢高組 ○ ●
https://www.zenitak
a.co.jp/tech/tech21
.html

1-1-3.自然災害時の緊急復旧

顧客や行政機関等との災害
協定の締結

災害時に社会活動が早期
に再開できるように、非常
時に支援できる体制を構築

日建連会員各社 ● ○
日本建設業連合会　
関東支部　災害協定
の写し

遠隔操縦ロボット「ロボＱＳ」

災害復旧に早期対応でき
る、汎用の油圧ショベルに
現地で装着可能な遠隔操
縦装置

災害復旧の無人化施工を実現する遠隔操縦ロボットとして1999年に「ロボＱ」は開発さ
れ、コンパクトに分割して搬送可能な機器を、現地にある一般の建設機械に装着するだけ
で、無人化施工することが可能としている。改良された「ロボＱＳ」では、「操作レバーがワ
ンタッチ装着」「故障モニタリング、フェールセーフ機能の拡充」「メンテナンス性、安全性向
上」「組み立て時間の短縮」など改良が加えられ安全性、緊急時の機動性が更に向上し
た。

　
ﾌｼﾞﾀ･九州地方整
備局･IHI

○ ○ 　 ● 　 　 　 　 　 　
https://www.fujita.c
o.jp/solution-
technology/3031/

従来のφ10cmコア(左)と小径コア

https://www.smcon.co.jp/service/dura-bridge/
https://www.smcon.co.jp/service/dura-bridge/
https://www.smcon.co.jp/service/dura-bridge/
https://www.zenitaka.co.jp/tech/tech21.html
https://www.zenitaka.co.jp/tech/tech21.html
https://www.zenitaka.co.jp/tech/tech21.html
https://www.nikkenren.com/about/kantou/contract.html
https://www.nikkenren.com/about/kantou/contract.html
https://www.nikkenren.com/about/kantou/contract.html
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/3031/
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/3031/
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/3031/
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URL、文献名、出典
（閲覧日：2022年3月

31日）

1.建設業の役割

1-2.持続可能な社会への貢献 

RE100プロジェクト 2025年までに再エネ100％
世界で影響力のある企業が、事業で使用する電力の再生可能エネルギー100％化にコ
ミットする協働イニシアチブである。

戸田建設､安藤･
ハザマ､熊谷組､
東急建設､西松
建設､ｲﾝﾌﾛﾆｱ･
ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ

○ ○ ○ ●
環境省_環境省
RE100の取組 
(env.go.jp)

二酸化炭素を地下に埋め戻
す二酸化炭素地中貯留技術

二酸化炭素（CO2）の地下
深部への安全な貯留技術
を確立し、気候変動リスク
から地球を守る

二酸化炭素地中貯留技術CCS（Carbon dioxide Capture and Storage）は、工場・発電所等
の排気ガスから二酸化炭素を分離・回収し、地中に封じ込める（圧入する）総合技術であ
る。大成建設は、超並列スーパーコンピュータを使い地中のCO2挙動を高速で数値解析
する技術を開発、米国の炭素隔離地域パートナーシップWESTCARBなど国内外の実証事
業への参画等を通じ、安全なCO2地中貯留の実現に向けた技術開発とその実用化に向
けた取り組みを進めている。

大成建設 ○ ○ ○ ●
https://www.taisei.c
o.jp/ss/tech/C0100
.html

再生可能エネルギー事業
再生可能エネルギー発電
による持続可能な社会の
実現への貢献

当社は、岐阜県高山市奥飛騨温泉郷において、地元の奥飛騨宝温泉協同組合（本部：岐
阜県高山市、代表理事：田中君明）と協働し、「TAKENAKA奥飛騨地熱発電所」として
50kWの地熱発電事業を開始した。地熱発電とは、地熱を用いて行う発電のことで、この事
業では地熱として既存の温泉井を活用している。2021年3月から発電を開始し、年間の発
電電力量は約500MWh（一般家庭の約100戸分の年間使用電力量に相当）を予定。発電し
た電力は、再生可能エネルギー特別措置法の固定価格買取制度を適用し、中部電力パ
ワーグリッド株式会社に売電するとともに、エネルギーの地産地消を目指して一部を同施
設内にある組合の温泉供給設備でも活用する。

TAKENAKA奥飛騨地熱発電所

竹中工務店
奥飛騨宝温泉協
同組合

● ○ ○ ○
https://www.takena
ka.co.jp/news/2021
/04/03/

1-2-1.ZEB

環境（ゼロエネ・脱炭素）・社
会に配慮した建築とサービ
スの展開

ZEB・エネルギーマネジメン
トの推進

脱炭素社会に貢献するZEB、エネルギーマネジメントシステムの拡大を推進している。
2021年2月に竣工した中央大学の「FOREST GATEWAY CHUO」では、建物の特徴である
大きなアトリウムを最先端の環境シミュレーションを利用して計画し、居住域空調や自然
通風等により、快適性と省エネ性を両立した。自然換気や昼光利用、太陽光発電等、自
然エネルギーの効果的な活用により、エネルギー消費量を基準値より52％削減し、ZEB-
Ready（省エネルギーにより、エネルギー消費量を標準の50％以下とした建物）を達成し
た。

FOREST GATEWAY CHUO

竹中工務店 ● ○
https://www.takena
ka.co.jp/enviro/es_r
eport/pdf/2022/all.
pdf

「ZEB」：Net Zero Energy 
Building（ネット・ゼロ・エネル
ギー・ビル）の略称

建物で消費する年間の一
次エネルギーの収支をゼロ
にすることを目指した建物

年間の一次エネルギー消費量が正味ゼロまたはマイナスの建築物
➀基準一次エネルギー消費量から50%以上の削減（再生可能エネルギーを除く）
➁基準一次エネルギー消費量から100%以上の削減（再生可能エネルギーを含む）

環境省､建設会
社

● ○ ○ ○

ZEBの定義 | 環境省
「ZEB PORTAL - 
ネット・ゼロ・エネル
ギー・ビル（ゼブ）
ポータル」 
(env.go.jp)

木造の仮設現場事務所とし
て日本初となるZEB認証を取
得

脱炭素社会の実現
木材部品をユニット化することで木造の仮設事務所を実現し、太陽光パネルによる創エネ
ルギーと、高断熱高気密の内装仕様と、高効率な設備機器導入による省エネルギーで、
日本初となるZEB認証（netZEB）を取得。

大林組 ○ ○ ●
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20230124_2.h
tml

SDGｓ17の目標

https://www.env.go.jp/earth/re100.html
https://www.env.go.jp/earth/re100.html
https://www.env.go.jp/earth/re100.html
https://www.taisei.co.jp/ss/tech/C0100.html
https://www.taisei.co.jp/ss/tech/C0100.html
https://www.taisei.co.jp/ss/tech/C0100.html
https://www.takenaka.co.jp/news/2021/04/03/
https://www.takenaka.co.jp/news/2021/04/03/
https://www.takenaka.co.jp/news/2021/04/03/
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
http://www.env.go.jp/earth/zeb/detail/01.html
http://www.env.go.jp/earth/zeb/detail/01.html
http://www.env.go.jp/earth/zeb/detail/01.html
http://www.env.go.jp/earth/zeb/detail/01.html
http://www.env.go.jp/earth/zeb/detail/01.html
http://www.env.go.jp/earth/zeb/detail/01.html
https://www.obayashi.co.jp/obytri/facility/techno-station/environment/
https://www.obayashi.co.jp/obytri/facility/techno-station/environment/
https://www.obayashi.co.jp/obytri/facility/techno-station/environment/
https://www.obayashi.co.jp/obytri/facility/techno-station/environment/
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31日）

SDGｓ17の目標

ZEB（ゼロ・エネルギー・ビ
ル）

広い視点で捉えたZEBの
普及

ZEBの実現に向けた4つのアプローチにより幅広い環境技術に取り組み、お客様のSDGs
などに対応する環境経営に貢献する。

鹿島建設 ● ●
https://www.kajima.
co.jp/tech/energy_s
ave/index.html

テナントオフィスビルをZEB
化したJS博多渡辺ビル

建物ZEB化と快適性の向
上の両立により新たなオ
フィスビルの価値を創出

ＪＳ博多渡辺ビルは、エネルギーコスト低減だけではなく、中で働く人の快適性の向上も両
立することで、働く人の健康増進、快適な職場環境を提供できる新たなオフィスビルの価
値を創出するものである。大成建設では、様々なＺＥＢ化新技術と在来技術のベストマッチ
ングを図り、市場性のあるＺＥＢ化新技術の普及展開を進めている。

大成建設 ○ ○ ● ○
https://www.taisei-
techsolu.jp/solution
/se_zeb/

グリーンオフィス棟の建設
省エネルギーに加えてCO2
排出量の削減等によりカー
ボンマイナス※3を目指す

新しい働き方への対応なども考慮した室内環境を実現。タスクアンビエント空調、自然換
気、AI制御などの多くの省エネルギー技術や先端技術と、太陽光発電、地中熱利用など
の再生可能エネルギーの採用により『ZEB』の認証を取得。内外装にはCO2の吸収・固定
化による削減効果が期待できる緑化や木質材料を採用、新たに拡張したビオトープなど
の外構も含めて、施設の改修・運用・廃棄まのでライフサイクルにおけるCO2収支をマイ
ナスとすることを目指す。

戸田建設 ●
カーボンマイナスを
目指して技術を結集
した グリーンオフィ
ス棟（戸田建設）

「W　ZEB」：ダブル・ゼブ
ＺＥＢリーディング企業を目
指した取り組み

新築だけでなく、改修のＺＥＢ化にも対応するダブルのＺＥＢ。カーボンニュートラル実現に
は、新築だけでなく、改修のZEB化が必要不可欠と考え、自社物件での実績に基づく蓄積
データを活用している。自社物件による改修ZEB化の実例として、断熱や日射遮蔽等の外
皮性能の向上により熱負担を削減した上で、空調の再設計を実施し、ZEB　Readyを実現
した。

前田建設工業 ● ○ ○
https://www.maeda.
co.jp/tech_service/
detail/w_zeb.html

地中熱利用システム
ヒートポンプの熱源として、
空気熱の代わりに地中熱
を利用

地中熱利用システムのひとつであるクローズドループ方式は、地中に埋設したチューブ等
で構成された地中熱交換器に不凍液等を循環させ、ヒートポンプで熱交換して利用するこ
とで、外気温に影響されずに安定した機器能力を得ることができる。

三井住友建設 ● ○
https://www.smcon.
co.jp/service/geoth
ermal/

屋根散水システム
水の蒸発冷却効果を利用
して、夏場の熱環境を改善
する涼房システム

屋根に散水し蒸発冷却効果を利用して屋根の温度を下げるシステム。温度を下げること
で、屋根からの熱負荷と放射熱がなくなり、少ないエネルギーで室内の熱環境を改善す
る。

三井住友建設 ○ ○ ●
https://www.smcon.
co.jp/service/yanes
annsui/

AI（人工知能）を活用した安
全注意喚起システムの開発
と導入

作業内容に即した災害事
例抽出、KY活動のマンネリ
化防止

本システムは、iPad(※)の画面より基本項目を入力して、実施予定の作業や工事において
自社の過去に発生した災害事例をクラウド上のデータベースから検索するもので、AI技術
によって状況の類似性のスコアリングから起こりうる災害事例が複数抽出されるもの。
(※) iPadは、米国Apple,Inc.の登録商標

三井住友建設 ●
https://www.smcon.
co.jp/topics/2021/0
5311300/

https://www.kajima.co.jp/tech/energy_save/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/energy_save/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/energy_save/index.html
https://www.taisei-techsolu.jp/solution/se_zeb/
https://www.taisei-techsolu.jp/solution/se_zeb/
https://www.taisei-techsolu.jp/solution/se_zeb/
https://www.toda.co.jp/tsukubalabo/greenoffice.html
https://www.toda.co.jp/tsukubalabo/greenoffice.html
https://www.toda.co.jp/tsukubalabo/greenoffice.html
https://www.toda.co.jp/tsukubalabo/greenoffice.html
https://www.maeda.co.jp/tech_service/detail/w_zeb.html
https://www.maeda.co.jp/tech_service/detail/w_zeb.html
https://www.maeda.co.jp/tech_service/detail/w_zeb.html
https://www.smcon.co.jp/service/geothermal/
https://www.smcon.co.jp/service/geothermal/
https://www.smcon.co.jp/service/geothermal/
https://www.smcon.co.jp/service/yanesannsui/
https://www.smcon.co.jp/service/yanesannsui/
https://www.smcon.co.jp/service/yanesannsui/
https://www.smcon.co.jp/topics/2021/05311300/
https://www.smcon.co.jp/topics/2021/05311300/
https://www.smcon.co.jp/topics/2021/05311300/
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31日）

SDGｓ17の目標

サステナブル・リノベーション
2050年カーボンニュートラ
ル達成に寄与、ZEBの普及

2050年カーボンニュートラル達成には、新築だけでなく改修工事による建物のZEB化が不
可欠である。2021年3月、（国研）産業総合研究所つくば西事業所内のゼロエミッション国
際共同研究センター改修・更新工事において「西-4A棟」のZEB化を達成。

清水建設 〇 〇 〇 ●
https://www.shimz.c
o.jp/topics/constru
ction/item24/index.
html

工場と事務所で使う電力を
全て再生可能エネルギーで
まかなう「再エネ100%工場」
の新設（室蘭製作所）

再生可能エネルギーの活
用促進、2050年カーボン
ニュートラル実現のため

工場と事務所で使う電力を全て再生可能エネルギーでまかなう。
太陽光発電を主力に、燃料電池を用いて水素発電を行う。また、水素は副生水素に加
え、太陽光発電の電力から水電解装置を用いて製造したグリーン水素も利用する。
事務所棟は、断熱性を高めるなど省エネ性能を高めるとともに、使用電力を全て再エネで
まかなうことでBELSのZEB認証を取得した。

五洋建設 ● 〇 〇
https://www.penta-
ocean.co.jp/news/2
022/221006.html

現場事務所のZEB化
「Nearly ZEB」の認証取得

再生可能エネルギーの活
用促進、2050年カーボン
ニュートラル実現のため

現場事務所のZEB化に取り組んでいる。
当事例の現場事務所では、寒冷地（北海道）であることを考慮して、ユニットハウスの断熱
強化に加え、樹脂サッシの採用により更なる断熱性を向上。
LEDや人感センサーの設置による照明負荷低減、寒冷地用の高効率空調機器導入など
を組み合わせて、エネルギー削減率58％を実現した。
また太陽光発電（12kW）を設置し、現場事務所の使用電力の22%をまかなうことで、省エネ
と創エネをあわせて80%のエネルギー削減率を達成した。

五洋建設 ● 〇 〇
https://www.penta-
ocean.co.jp/news/2
022/220531.html

室内温熱環境の快適性シ
ミュレーション

室内の快適性を考慮した
ZEB化を提案

一般的にZEB建物は、①負荷抑制（高断熱化、日射遮蔽等）、②自然エネルギー利用（地
中熱利用等）、③設備システムの高効率化等の省エネ技術を組み合わせて、建物のエネ
ルギー消費量を算定し設計するが、当社では、更に、室内の温熱環境（温冷感指標（ＰＭ
Ｖ））をシミュレートすることで、快適性を考慮したZEB化を提案している。
※ＰＭＶ(予想平均温冷感申告）：1997年に国際規格であるISO7730として認証された指
標。温度、湿度、気流、輻射、着衣量、活動量の６要素をもとに、人間がどのように感じる
のかを算出。

錢高組 ● ○ ○
https://www.zenitak
a.co.jp/tech/tech85
.html

SSHP（天空熱源ヒートポン
プ）

再エネ熱の利活用による
省エネ、省CO2

・地中熱や太陽熱などの多様な再エネ熱を集放熱源とする、低コストかつ高効率なヒート
ポンプシステム
・得られた熱は冷暖房や給湯向けのエネルギーとして利用可能
・更なる高効率化、コストダウンについて、NEDOの委託事業として愛知県大府市の豊田
自動織機工場にて実証研究中（2019-2023年度）

国立研究開発法
人新エネルギー・
産業技術総合開
発機構、鹿島建
設、ゼネラルヒー
トポンプ工業

● ● ●
https://www.kajima.
co.jp/news/press/2
02112/pdf/16a1-
j.pdf

1-2-2.再エネ施設の建設

長崎県五島市沖における洋
上風力発電事業

一般海域での洋上浮力発
電の促進

2019年4月に施行された「再エネ海域利用法」に基づく初の洋上風力発電事業者に決ま
り、同法初の発電設備整備促進区域である長崎県五島市沖で、浮体式の洋上風力発電
機8基を建設し、総出力1.68万kW（16.8MW）の発電事業に取り組む。

戸田建設､
ENEOS､大阪ｶﾞｽ､
INPEX､関西電
力､中部電力の6
社

● ○ ○ ○

長崎県五島市沖　海
洋再生可能エネル
ギー発電設備整備
促進区域公募占用
指針に基づく国内初
の選定事業者に決
定 | 新着情報 | 戸
田建設 (toda.co.jp)

農業用ため池での水上太陽
光発電

農業用ため池や貯水池の
水面の有効利用

太陽光発電の買い取り価格の連続低下などから、国内では太陽光発電に適した一定の
規模の土地の確保が難しくなる中で、全国各地の農業地帯にある、ため池等を利用した
水上型が注目されている。池の周囲に日射を遮る障害物が少ないことから発電効率が高
く、土地の造成工事がないことで初期投資も抑えられる。

三井住友建設 ○ ● ○ ○

新たな自社運営事
業の水上太陽光発
電所が完成 | ニュー
スリリース | 新着情
報 | 三井住友建設 
(smcon.co.jp)

+3 hot かなり暑い

+2 warm 暑い

+1 slightly warm やや暑い

0 neutral 中立（快適）

-1 slightly cool やや寒い

-2 cool 寒い

-3 cold かなり寒い

室内温熱環境の要素 PMVの７段階評価値
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SDGｓ17の目標

地域密着型バイオマス発電
事業

持続可能な森林経営を通
じて、地球温暖化対策、林
業振興、地方創生に貢献

長野県東御市に地域密着型の木質バイオマス発電施設を稼働。発電出量は2MWクラス。
未利用材や被害材を地産地消で燃料資源とするだけでなく、地域の雇用促進、林業の
ICT化を進め、地域や林業とウィンウィンの関係を築くことができる総合発電施設。

清水建設 ● ○ ○ ○ ○

SDGs達成に向けて　
地域密着型の2MW
級バイオマス発電で
地域林業と地球温
暖化対策に貢献　信
州ウッドパワー・信
州ウッドチップ | 事
業トピックス | 清水
建設 (shimz.co.jp)

営農型太陽光発電（ソーラー
シェアリング）

一つの土地で農業と発電
事業を同時に行なう取り組
み

清水建設が発電事業を行い、つなぐファーム（千葉エコが設立した農業法人）が農業を担
い、千葉エコが発電設備の管理運営を行うことで「アグリマネジメント」サービスを提供。発
電した電気は、清水建設グループによる小売電気事業を通じて需要家に供給を行いなが
ら、地域密着型のビジネスモデルを模索している。

清水建設､千葉ｴ
ｺ･ｴﾈﾙｷﾞｰ､つな
ぐﾌｧｰﾑ

● ○ ○ ○ ○

千葉県の若手農業
法人と清水建設が
共同で営農型太陽
光発電事業を展開 | 
企業情報 | 清水建
設 (shimz.co.jp)

建物付帯型水素エネルギー
利用システム「Hydro Q-
BiC」

再生可能エネルギーの余
剰電力を水素で蓄積するこ
とで、地域エネルギーの最
適運用を実施

再生可能エネルギーの余剰電力を水素に変えて水素吸蔵合金に蓄えたのち、必要に応
じて水素を取り出し発電することができる建物附帯型水素エネルギー利用システム。建物
電力マネジメントシステムを併用することで、建物施設の需要に応じたエネルギーの最適
運用が可能。

清水建設 ● ○ ○

建物付帯型水素エ
ネルギー利用システ
ム「Hydro Q-BiC」 | 
技術・ソリューション 
| 清水建設 
(shimz.co.jp)

https://www.taisei.c
o.jp/about_us/wn/2
019/190130_4582.ht
ml

https://www.kenset
sunews.com/web-
kan/502444

https://www.env.go.j
p/press/106391.htm
l

洋上風力発電施設建設工事
洋上風力発電施設建設工
事を実施しエネルギー問題
の改善に貢献

秋田県が管理する港湾区域2ヵ所、秋田港および能代港に、ブレード直径117mの大型風
車を13基と20基、合計33基設置する「秋田港・能代港洋上風力発電施設建設工事」を実
施しエネルギー問題の改善に貢献

鹿島・住友電気
工業特定建設共
同企業体

● ●
https://www.kajima.
co.jp/news/press/2
02211/22c1-j.htm

家畜ふん尿由来水素を活用
した水素サプライチェーン実
証事業

バイオガスの新たな用途と
して水素利用の有効性、家
畜ふん尿による環境汚染
や廃棄物の課題解決・CO2 
排出削減

北海道河東郡鹿追町に家畜バイオマス由来の水素製造供給施設「しかおい水素ファーム
Ⓡ」を設置し、鹿追町ならびに帯広市において家畜ふん尿由来水素を活用した水素サプ
ライチェーンを実証するもの。

鹿島建設､ｴｱ･
ｳｫｰﾀｰ､日鉄
P&E､日本ｴｱｰﾌﾟﾛ
ﾀﾞｸﾂの4社共同
実施

● ●

鹿追町環境保全セ
ンターバイオガスプ
ラント | 仕事・産業 | 
北海道 十勝 鹿追町
のホームページ 
(shikaoi.lg.jp)

下水汚泥から水素生成

東京下水道局の研究施設
に水素製造装置を設置し、
下水汚泥を乾燥後、加熱
によって発生したガスから
水素を生成

1)下水汚泥の乾燥にボイラーではなく、ガス発生装置の排熱等を利用する。2) 改質により
水素を含んだ空気を作ることで発生するCO2を園芸向けに利用するなど、CO2貯蔵・回収

する。3) 生成した水素は発電燃料としてガス発生装置の電力源としても再利用する。
下水汚泥を利用するため原材料コストはゼロに近く、下水汚泥処理費用をむしろ資金とし
て収受できガス化設備費用が掛かってもコストは割安で済む。

ｼﾞｬﾊﾟﾝﾌﾞﾙｰｴﾅ
ｼﾞｰ､戸田建設､東
急建設､千代⽥
建⼯

○ ● ○ ○ ○

下水汚泥から水素
製造画期的技術の
共同研究に着手 | 
新着情報 | 戸田建
設 (toda.co.jp)

○ ○ ○

大成建設､室蘭
市､九州大学､室
蘭工業大学､日
本製鋼所､巴商
会､北弘電社

● ○
建物及び街区における水素
利用普及を目指した低圧水素
配送システム実証事業

“地産地消”をテーマに風
力発電によって生み出す水素
の貯蔵・輸送・利用という一連
のサプライチェーンを確立

祝津風力発電所で生み出した電力で製造した水素を、車載型コンテナに収納された水素吸蔵合金
タンクに直接貯蔵し、コンテナごと水素配送車に積み込んで輸送する。運ばれた水素を水素利用施
設の定置型タンクに供給して純水素型燃料電池を稼働させることで、施設で用いる電気として利
用。
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SDGｓ17の目標

ニュージーランドでの水素サ
プライチェーン構築に向けた
取り組み

脱炭素社会の実現

2050年までにカーボンニュートラルを達成する政策を掲げ、その一環として水素の活用を
積極的に推進しているニュージーランドにおいて、地熱発電を利用して製造したグリーン
水素の販売を開始。製造したグリーン水素は、現在、プラントのある北島中央部のタウポ
で乗用車やトラックなど車両向けの燃料となっており、最大商都であるオークランドの水素
ステーションへも供給予定。

大林組、
Tuaropaki Trust
社（NZ）

● ○ ○ ○
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20211214_1.h
tml

バイオマスガス発電
伐採草木の有効利用で、
再生エネルギーを創出

剪定枝、刈草などの緑の新たなリサイクルシステムとして、熱分解により発生させたガス
をエネルギーとして活用する、バイオマスガス発電システムを開発。

NEXCO東日本､
鉄建建設

● ○ ○ ○
https://www.tekken.
co.jp/tech/envir/de
tail008.php

地域のかんがい用設備改修
で小水力発電所に活用

地域のかんがい用設備を
改修して小水力発電設備
に活用し、かんがい地域が
将来負担する水路の維持
管理費を軽減

当事業の発電所は、地域の既存のかんがい用水設備を⼀部更新・共用し、かんがい用水
を発電用水として使用している。また、当発電事業で新設する水圧管路が新しいかんがい
用水路となるため、かんがい設備の再生の役割も担っている。

飛島建設､ｵﾘｴﾝﾀ
ﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ

○ ● ○
長野県安曇野市で
小水力発電所を運
転開始 |飛島建設 
(tobishima.co.jp)

大分県九重町における水素
サプライチェーン構築に向け
た取り組み

脱炭素社会の実現

地熱発電の電力を利用してグリーン水素を製造するプラントを建設し、九州の水素ステー
ションや研究施設などに供給。2021年より2年連続で、大分、岡山で開催された「スーパー
耐久レース」でトヨタ自動車㈱の「水素エンジン搭載カローラ」向け燃料の一部に採用。ま
た、2023年1月には実証中のアスファルト用水素混焼バーナの燃料として供給し、熱需要
分野にも用途を拡大して水素の利活用を推進している。

大林組 ● ○ ○ ○
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20210718_1.h
tml

水素搬送システムの構築
（福島県浪江町）

地域のインフラとしての水
素運用管理システムの構
築及びそれによる水素サ
プライチェーンの拡大、水
素利用の普及

福島県双葉郡浪江町で取り組んでいる「既存の再エネを活用した水素供給低コスト化に
向けたモデル構築・実証事業」（環境省委託事業）の一環として、水素を複数の拠点に運
搬し、その際の搬送効率向上のための実証運用を行っている。町内施設への水素供給に
おける搬送コストの低減効果を検証するとともに、実利用を通じて水素の魅力を伝えるこ
とで、需要の喚起と拡大を目指している。

大林組､環境省 ● ○ ○ ○ ○
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20220412_1.h
tml

海上基礎「スカートサクショ
ン」

高性能かつ低コストな洋上
風車の建設

基礎頂版から下方に伸びた円筒形の壁（スカート）を海底地盤中に貫入して、洋上風車の
安定性を確保する構造体で、海底地盤への設置の際、大型の機械などは不要で、従来に
比べ大幅な工期短縮が可能。
1年間の実証実験で、スカートサクションによる海洋環境への影響調査も行い、海洋生物
が集まる人工漁礁として機能する可能性を確認。

大林組 ● ○ ○
https://www.obayas
hi.co.jp/solution_tec
hnology/detail/tech
_d200.html

TLP型浮体式洋上風力発電
基礎施設

高性能かつ低コストな洋上
風車の建設

コンクリート製浮体を海底地盤に緊張係留する「テンションレグプラットフォーム型 浮体式
洋上風力発電施設」を考案。一般財団法人日本海事協会（Class NK）からの設計基本承
認を取得

大林組 ● ○ ○
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20191113_1.h
tml
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https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20210621_1.html
https://www.tekken.co.jp/tech/envir/detail008.php
https://www.tekken.co.jp/tech/envir/detail008.php
https://www.tekken.co.jp/tech/envir/detail008.php
https://www.tekken.co.jp/tech/envir/detail008.php
https://www.tobishima.co.jp/press_release/detail/20210602131024.html
https://www.tobishima.co.jp/press_release/detail/20210602131024.html
https://www.tobishima.co.jp/press_release/detail/20210602131024.html
https://www.tobishima.co.jp/press_release/detail/20210602131024.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20210718_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20210718_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20210718_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20210718_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220412_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220412_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220412_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220412_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20210819_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20210819_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20210819_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20210819_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20191113_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20191113_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20191113_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20191113_1.html
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URL、文献名、出典
（閲覧日：2022年3月

31日）

SDGｓ17の目標

ブラジルで陸上風力発電事
業の商用稼働開始
（2期計画の事業開始）

日系進出企業などの工場
へグリーン電力を供給。
さらにグリーン電力証書I-
RECやカーボンクレジットの
取引で顧客に貢献。

2020年8月に、戸田インベストメント・ブラジル、戸田エネルジア・ブラジルの現地法人2社
を設立し、北東部（リオグランデ・ド・ノルテ州アレイア・ブランカ市）にて発電出力27.72MW
の陸上風力発電・売電事業に着手。2021年9月に商用稼働開始。
2022年11月に、戸田エネルジア2を設立し、北東部（リオグランデ・ド・ノルテ州ペドロ・アベ
リーノ市）にて発電出力94.40MWの陸上風力発電・売電事業に着手。

戸田建設 ●

バーチャルパワープラント構
築実証事業に参画

電力需要のひっ迫を解消
し、電力の需給調整に活用
する

共通実証として、需給調整市場における三次調整力（注3）制御の成功率向上や上げ下
げDR（注４）の小売電気事業者に及ぼす経済効果の検証を実施。独自実証として、家庭
用蓄電システムや自家発電機による周波数調整制御や、アグリゲート（集約）した再生可
能エネルギーと需要家側リソースを連携制御する需給一体調整モデル（注5）の検証を実
施。アグリゲーションビジネスの領域拡大に取り組む。

戸田建設､ｴﾅﾘｽ､
KDDI

● エネルギーマネジメ
ント（戸田建設）

再生可能エネルギー事業

再生可能エネルギー事業
として、風力発電、太陽光
発電、バイオマス発電、地
熱発電などを推進

.2011年に「脱請負」を打ち出し、再生可能エネルギー事業に取り組んでいる。再生可能エ
ネルギー事業として、風力発電、太陽光発電、バイオマス発電、地熱発電などを推進し、
脱炭素への貢献を担うことも目指している。

前田建設工業 ● ○ ○
https://www.maeda.
co.jp/works/datsuuk
eoi/happou/

低コスト・グリーン水素製造
実証プラントによる実証事業

中小地熱発電所に併設す
る水素製造実用プラントの
自社開発

大分県玖珠郡九重町において、環境省「地域共創・セクター横断型カーボンニュートラル
技術開発・実証事業」の委託を受けて低コスト・グリーン水素製造技術を適用した実証プ
ラントを建設。
国内に豊富に存在する地熱と木材などのバイオマス資源を活用し、製造時のCO2排出量
を市販水素の1/10以下、かつ製造コストを太陽光などの再生可能エネルギーを活用した
水電解水素の1/3以下にすることを目標とする。

清水建設､(有)市
川事務所､ｴﾈｻｲ
ｸﾙ､大日機械工
業(ﾊｲﾄﾞﾛﾈｸｽﾄ

● ○

https://www.shimz.c
o.jp/company/about
/news-
release/2022/2022
029.html

洋上風力発電施設建設

安全・確実かつ高効率な施
工の実現を通じて、日本の
洋上風力発電の普及・推
進に貢献

気象・海象条件の厳しい海域でも、高い稼働率で、安全性・精度の高いクレーン作業を可
能とするため、2018年12月に国内初の大型クレーン（800t吊）を搭載したＳＥＰ型多目的起
重機船を建造した。
今後、他社との連携のもと、合わせて3隻のSEP船を保有する予定である。
（2隻目：1,600t吊、2023年3月就役予定）（3隻目：1,600t吊、2025年就役予定）

五洋建設 ● 〇 〇
https://www.penta-
ocean.co.jp/compan
y/csr/report/2022/
pdf/2022_07.pdf

1-2-3.グリーンインフラ

恵みの雨を受け止めるランド
スケープ手法（レインガーデ
ン）

緑地の雨水浸透・保持能
力を高める技術により、豪
雨に対するレジリエンスを
強化

レインガーデンは、外構緑地に部分的、計画的に雨水浸透能力を高めた部分を設け、周
囲（非レインガーデンの緑地、車路、駐車場など）からの雨水を集めて浸透させる。これに
よって、豪雨時の表面水が敷地外に流れ出すことを抑制する。

　 ﾌｼﾞﾀ ● 　 ○ 　 　
https://www.fujita.c
o.jp/solution-
technology/3073/

グリーンインフラによる持続
可能な地域づくりへの貢献
（「グリーンインフラ＋
（PLUS）」）

自然の恵みを地域全体に
還元する事業の展開

エコロジカルランドスケープ手法などを活用したグリーンインフラ整備に、自社が持つソフ
トや技術を「＋」する独自のコンセプト「グリーンインフラ＋」を展開。社外組織とも連携を図
り、人と生き物がいきいきと共生できる持続可能な社会の実現を目指す。

清水建設 ● ● ● ● ● ● ● ● ● https://www.shimz.c
o.jp/greeninfraplus/

https://www.toda.co.jp/solution/energy_arch/management.html
https://www.toda.co.jp/solution/energy_arch/management.html
https://www.maeda.co.jp/works/datsuukeoi/happou/
https://www.maeda.co.jp/works/datsuukeoi/happou/
https://www.maeda.co.jp/works/datsuukeoi/happou/
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2022/2022029.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2022/2022029.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2022/2022029.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2022/2022029.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2022/2022029.html
https://www.penta-ocean.co.jp/company/csr/report/2022/pdf/2022_07.pdf
https://www.penta-ocean.co.jp/company/csr/report/2022/pdf/2022_07.pdf
https://www.penta-ocean.co.jp/company/csr/report/2022/pdf/2022_07.pdf
https://www.penta-ocean.co.jp/company/csr/report/2022/pdf/2022_07.pdf
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/3073/
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/3073/
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/3073/
https://www.shimz.co.jp/greeninfraplus/
https://www.shimz.co.jp/greeninfraplus/
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（閲覧日：2022年3月

31日）

SDGｓ17の目標

https://www.jstage.j
st.go.jp/article/proo
e1986/17/0/17_0_1
53/_article/-
char/ja/
https://www.mlit.go.j

https://www.mlit.go.j
p/common/0010488
49.pdf

https://www.jstage.j
st.go.jp/article/jscej
oe/73/2/73_I_845/_
article/-char/ja/

https://www.jstage.j
st.go.jp/article/kaiga
n/68/2/68_I_1191/_
article/-char/ja/

ビオトープの整備
多用な生物が利用する環
境の創出

技術研究所内の都市型大規模ビオトープで10年にわたり生物相や植生環境をモニタリン
グした結果、植物種は1.5倍、魚類は2.5倍に増加したことを確認。また、昆虫類は約160種
程度の繁殖や生息を維持し、鳥類は13-16種が飛来していることを確認。

清水建設 ○ ○ ●

https://www.shimz.c
o.jp/company/about
/news-
release/2016/2016
020.html

グリーンインフラ
水・緑・生き物を活用したう
に・まちづくり

計画段階から維持管理まで、お客様のご要望に合わせた水・緑・生き物を活用したまちづ
くりをサポート。

鹿島建設 ●
グリーンインフラ | 技
術とサービス | 鹿島
建設株式会社 
(kajima.co.jp)

生物多様性やブルーカーボ
ンに寄与する海洋生態保全

消失が危惧される地域固
有の大型海藻類を再生・保
全

藻場の形成に欠かせない大型海藻類を、いつでも大量培養できる技術。 鹿島建設 ○ ●

消失が危惧される地
域固有の大型海藻
類を再生・保全 | プ
レスリリース | 鹿島
建設株式会社 
(kajima.co.jp)

サンゴ礁を蘇らせる「コーラ
ルネット®」

サンゴ礁の再生
設置するだけで、サンゴが自然にふえる人工基盤、港湾・空港構造物周辺の環境創造と
しても活用。

鹿島建設 ●
https://www.kajima.
co.jp/tech/c_eco/e
cosystem/index.htm
l#!body_07

グリーンインフラ・生物多様
性保全の研究開発フィール
ド

地域や社会の課題を多目
的に解決するグリーンイン
フラ・生物多様性保全の研
究開発フィールド

当社は、自然共生社会の実現と持続可能なまちづくりを目指して社会課題の解決に取り
組んでいる。調の森 SHI-RA-BE® では、社内外の研究者・技術者や地域の人々との協
働を積極的に推進し、オープンイノベーションを誘発しながら、自然を活かした多目的で革
新的なグリーンインフラ・生物多様性保全分野の研究開発を進めている。本フィールドで
実証・開発された技術は、地域の生態系と調和し、人と自然との共生を目指す、さまざま
な屋外空間に適用できる。 雨水貯留浸透技術

竹中工務店 ○ ● ○
https://www.takena
ka.co.jp/rd-
renewal/shirabe/pro
ject02/

宅地造成における水路のビ
オトープ化

自然環境と生態系の保全

宅地造成工事において造成前に水田であった際の生態系に近づけることが求められたた
め、水路に「ビオトープ機能」を付加することを提案。
コンクリート張り水路の護岸に「自然石」を配置するとともに自然石による堰堤を数ヵ所配
置して水たまりを設けることで、生物多様性が確保可能な設計を提案している。

竹中土木 ● ○ ○

○ ○●

運河など浅場や傾斜堤を配置できない狭い海域や老朽化した既設護岸の補修・耐震補
強をする場合に合わせて、直立の既設護岸に生物の生息場となる構造を付加し、生物共
生護岸とすることで、その海域の生物多様性の向上や水質の改善を期待することができ
る。

鹿島建設､東亜
建設工業､五洋
建設､国土交通
省港湾局

生物共生護岸
直立護岸に生物生息場と
しての機能を付加し、生物
多様性や海域環境を保全

生態系に配慮した水路の

https://www.jstage.jst.go.jp/article/prooe1986/17/0/17_0_153/_article/-char/ja/
https://www.jstage.jst.go.jp/article/prooe1986/17/0/17_0_153/_article/-char/ja/
https://www.jstage.jst.go.jp/article/prooe1986/17/0/17_0_153/_article/-char/ja/
https://www.jstage.jst.go.jp/article/prooe1986/17/0/17_0_153/_article/-char/ja/
https://www.jstage.jst.go.jp/article/prooe1986/17/0/17_0_153/_article/-char/ja/
https://www.jstage.jst.go.jp/article/prooe1986/17/0/17_0_153/_article/-char/ja/
https://www.mlit.go.jp/common/001048849.pdf
https://www.mlit.go.jp/common/001048849.pdf
https://www.mlit.go.jp/common/001048849.pdf
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jscejoe/73/2/73_I_845/_article/-char/ja/
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jscejoe/73/2/73_I_845/_article/-char/ja/
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jscejoe/73/2/73_I_845/_article/-char/ja/
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jscejoe/73/2/73_I_845/_article/-char/ja/
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jscejoe/73/2/73_I_845/_article/-char/ja/
https://www.jstage.jst.go.jp/article/kaigan/68/2/68_I_1191/_article/-char/ja/
https://www.jstage.jst.go.jp/article/kaigan/68/2/68_I_1191/_article/-char/ja/
https://www.jstage.jst.go.jp/article/kaigan/68/2/68_I_1191/_article/-char/ja/
https://www.jstage.jst.go.jp/article/kaigan/68/2/68_I_1191/_article/-char/ja/
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2016/2016020.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2016/2016020.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2016/2016020.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2016/2016020.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2016/2016020.html
https://www.kajima.co.jp/tech/green_infra/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/green_infra/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/green_infra/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/green_infra/index.html
https://www.kajima.co.jp/news/press/202207/5e1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/202207/5e1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/202207/5e1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/202207/5e1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/202207/5e1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/202207/5e1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/tech/c_eco/ecosystem/index.html#!body_07
https://www.kajima.co.jp/tech/c_eco/ecosystem/index.html#!body_07
https://www.kajima.co.jp/tech/c_eco/ecosystem/index.html#!body_07
https://www.kajima.co.jp/tech/c_eco/ecosystem/index.html#!body_07
https://www.takenaka.co.jp/rd-renewal/shirabe/project02/
https://www.takenaka.co.jp/rd-renewal/shirabe/project02/
https://www.takenaka.co.jp/rd-renewal/shirabe/project02/
https://www.takenaka.co.jp/rd-renewal/shirabe/project02/
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URL、文献名、出典
（閲覧日：2022年3月

31日）

1.建設業の役割

1-3.誰一人取り残さない社会への貢献 

1-3-1インクルーシブな社会実装

高精度音声ナビゲーション・
システム 「インクルーシブ・
ナビ」

外国人・障がい者の方を含
めたあらゆる人びとの活動
を支援できる都市環境の
構築と、それらを活用した
日本の「おもてなし」の進
化、バリアフリー・ストレス
フリーな街づくりの実現

ビーコンの発信電波強度に基づいた高精度な屋内測位を特徴とする屋内外音声ナビ
ゲーション・システムとIBM Cloud上で提供するWatsonの対話機能を連携し、車いす利用
者、ベビーカー利用者、視覚障がい者を含む来街者（日本語、英語）をそれぞれに適した
誘導方法により目的地まで快適に案内する.。

三井不動産､清
水建設､日本IBM

●

https://www.shimz.c
o.jp/company/about
/news-
release/2019/2019
020.html

障がい者の活躍推進に取り
組む国際イニシアチブ「The 
Valuable 500」に加盟

一人ひとりが個性を発揮で
きる、インクルーシブな社
会の実現

「The Valuable 500」は、障がい者がビジネス・社会・経済においてその価値を発揮できる
よう、ビジネスリーダーが自社のビジネスをインクルーシブにする改革を起こすことを目的
とした国際イニシアチブ。障がいの有無に関わらず、全ての従業員がお互いを尊重し、多
様な人財によるイノベーションを創出することを目指す。

清水建設､大成
建設

●
https://www.taisei.c
o.jp/about_us/wn/2
021/210513_8203.ht
ml

ユニバーサルデザイン
利用者の身体能力、性別、
国籍に関わらず使いやす
い建築を目指す

利用者の身体能力・利用者が置かれている状況・利用者の体格・性別・国籍などにかか
わらず「使いやすく」「わかりやすい」建築・情報・サービスを創造する。鹿島は、「いつでも
安全・安心な技術」、「誰にでもわかりやすい空間」、「どんなところも使いやすい建築」を3
本柱として、ユニバーサルデザインに取り組んでいる。

鹿島建設 ● ○ ●
https://www.kajima.
co.jp/tech/universal
_design/index.html

SDGｓ17の目標

https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2019/2019020.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2019/2019020.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2019/2019020.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2019/2019020.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2019/2019020.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2021/210513_8203.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2021/210513_8203.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2021/210513_8203.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2021/210513_8203.html
https://www.kajima.co.jp/tech/universal_design/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/universal_design/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/universal_design/index.html
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2.建設業のあるべき姿

国内外におけるコンプライア
ンス研修の実施（外国人職
員を含む全役職員対象）

全役職員が法令遵守はも
とより、社会的規範・企業
倫理を尊重し、常に誠実な
姿勢で行動するために

全役職員（外国人職員を含む）が法令遵守はもとより、社会的規範・企業倫理を尊重し、
常に誠実な姿勢で行動するように、コンプライアンス研修を国内外で行っている。国際部
門でもアジア及びアフリカの国々で、当社役職員が遵守すべき「行動規範」「贈収賄防止
法」「競争法」「ソフトウェアの適正使用」「情報漏洩防止」等についてケーススタディを交え
ながらのディスカッション型研修を実施している。

五洋建設 ● 〇 〇 〇
https://www.penta-
ocean.co.jp/compan
y/csr/report/2022/
pdf/2022_12.pdf

・品質方針の策定と品質マネ
ジメントシステム推進体制の
構築

・営業、設計、施工、アフターケアの各段階で顧客満足の向上に向けた生産活動に取り組
む

安藤･ハザマ
https://www.ad-
hzm.co.jp/sustainabi
lity/quality/

顧客満足・社会的信頼の確
保
（お客さまアンケートとアフ
ターケアの実施）

お客さまに満足してお使いいただけるものづくりにつなげるため、当社がつくり上げた構築
物に対するご意見をお聞きする「お客さまアンケート」を竣工時と定期点検時に実施してい
る。このアンケートの評価項目（営業、設計、施工、品質、安全、環境およびアフターサー
ビス等）に対してお寄せいただいたご意見から、営業活動〜設計・施工〜引き渡し〜アフ
ターケアに至るまで、当社の業務へフィードバックを行い改善に取り組んでいる。

奥村組
OKUMURA 
CORPORATE 
REPORT 2021 P40

顧客満足度調査・工事成績
評定等の分析と改善を実施

顧客満足度の向上

顧客満足度調査結果および工事成績評定等を集計・分析し、高評価、低評価の項目を把
握している。取りまとめられた分析結果は、各支店、工事事務所へ各種会議を通じて周知
している。
特に、調査の中で低評価だった項目については、その原因と対策を明確にした資料を作
成するとともに、全社を挙げて改善できる体制を構築し、より一層、顧客満足度の向上を
目指している。

五洋建設 〇 ●
https://www.penta-
ocean.co.jp/compan
y/csr/society/cons
umer.html

内部通報対応窓口（コンプラ
イアンスホットライン）の整備
と運用

コンプライアンス経営

当社は、法令や企業倫理に反する行為についての通報・相談制度として、鉄建建設グ
ループと取引先の役員・社員を対象とする「内部通報制度」を整備しコンプライアンス経営
の強化を図っている。内部通報の窓口となる「コンプライアンスホットライン」は、社内と社
外（外部コンサルティング機関）に設置し、通報先などを記したポスターの作成や配布、社
内研修を通じて周知を図っている。

鉄建建設 ○ ● ○
https://www.tekken.
co.jp/sustainability/
governance/complia
nce.html

https://www.penta-
ocean.co.jp/compan
y/csr/report/2022/
pdf/2022_12.pdf

https://www.penta-
ocean.co.jp/partner
/compliance/index.h
tml

「コンプライアンス相談窓口」
「ハラスメント相談窓口」の設
置（協力会社社員も含む、匿
名通報も受付）

コンプライアンスの徹底、
ハラスメントの撲滅

役職員・出向社員・派遣社員・退職者・協力会社社員等が、社内窓口の他、社外窓口（弁
護士）へも相談できるように整備している。匿名による相談も受け付けている。
相談に対しては、相談者・被害者の保護を徹底した上で事実関係の調査を行い、適切に
是正している。
また、具体的事例を題材としたディスカッションを行う等全社教育を充実させ、再発の防
止、安全・安心な社会実現に努めている。

五洋建設 〇

SDGｓ17の目標

〇〇 ●

https://www.penta-ocean.co.jp/company/csr/report/2022/pdf/2022_12.pdf
https://www.penta-ocean.co.jp/company/csr/report/2022/pdf/2022_12.pdf
https://www.penta-ocean.co.jp/company/csr/report/2022/pdf/2022_12.pdf
https://www.penta-ocean.co.jp/company/csr/report/2022/pdf/2022_12.pdf
https://www.ad-hzm.co.jp/sustainability/quality/
https://www.ad-hzm.co.jp/sustainability/quality/
https://www.ad-hzm.co.jp/sustainability/quality/
https://www.penta-ocean.co.jp/company/csr/society/consumer.html
https://www.penta-ocean.co.jp/company/csr/society/consumer.html
https://www.penta-ocean.co.jp/company/csr/society/consumer.html
https://www.penta-ocean.co.jp/company/csr/society/consumer.html
https://www.tekken.co.jp/sustainability/governance/compliance.html
https://www.tekken.co.jp/sustainability/governance/compliance.html
https://www.tekken.co.jp/sustainability/governance/compliance.html
https://www.tekken.co.jp/sustainability/governance/compliance.html
https://www.penta-ocean.co.jp/company/csr/report/2022/pdf/2022_12.pdf
https://www.penta-ocean.co.jp/company/csr/report/2022/pdf/2022_12.pdf
https://www.penta-ocean.co.jp/company/csr/report/2022/pdf/2022_12.pdf
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https://www.penta-ocean.co.jp/company/csr/report/2022/pdf/2022_12.pdf
https://www.penta-ocean.co.jp/partner/compliance/index.html
https://www.penta-ocean.co.jp/partner/compliance/index.html
https://www.penta-ocean.co.jp/partner/compliance/index.html
https://www.penta-ocean.co.jp/partner/compliance/index.html
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SDGｓ17の目標

2-1.環境への対応

社員の環境系資格の取得を
支援

「eco検定」を社内の必要資格として位置付け、取得を推進している。 東亜建設工業

環境教育の整備 環境社会検定試験（eco検定）の取得推進（取得費用の精算と奨励金の支給）。 鉄建建設

「エコ・ファースト制度」におけ
る約束を更新

マテリアリティ（重要課題）
の解決を通じて持続可能な
社会の実現を目指す。

・SBTの目標に基づく2050年カーボンニュートラルを実現
・廃棄物の再資源化100％を目指し、建設副産物の2050年ゼロを推進
・生物多様性行動指針に基づき、強靱で持続可能な街づくりに貢献
・すべてのステークホルダとのパートナーシップを構築

戸田建設 ●

SBTイニシアティブより認定
温室効果ガス排出削減目標
を1.5℃水準に更新

事業活動によるCO2排出
量の削減目標を設定し、持
続可能な社会の実現に向
けて取り組む。

事業活動における温室効果ガス削減については、スコープ1、2の大半を占める建設現場
での燃料や電気の使用に伴う排出の削減活動を行う（スコープ１＋２で「1.5℃水準」）。さ
らに、製造に関わる温室効果ガス排出の少ない資材の活用やZEB（ネット･ゼロ･エネル
ギー･ビル）の普及拡大によりスコープ3の削減に取り組む（スコープ３で「WellBelow2℃：
WB2℃水準」）。

戸田建設 ●
温室効果ガス排出
削減目標を「1.5℃水
準」に更新（戸田建
設）

SBT認定取得
CO2排出量削減の取組み
を推進し、サステナブルな
社会の実現に貢献

2022年5月に策定した2030年度のCO2排出量削減目標（Scope1＋2：△50％、Scope3：△
30％）について、SBTi (The Science Based Targets initiatives)より、「1.5℃水準」の認定を
取得した。

五洋建設 ●
https://www.penta-
ocean.co.jp/news/2
022/221227-1.html

カーボンニュートラルを目指
た取り組み

環境との調和

当社は、「環境コンセプトブック」を公表し、2050年のあるべき姿を提案し、それを実現する
ための環境建築の取り組みを明示した。2011年に発生した東日本大震災では、自然の猛
威を思い知らされることとなり、改めて自然やエネルギーとの向き合い方を根本から見つ
め直す教訓を得て、2014年に「環境コンセプトブック」を一部改定するとともに、2022年12
月にはCO2削減長期目標を見直し、2050年に排出量実質ゼロとすることを宣言、特に
2030年までのCO2削減の具体的な道筋を示すとともに、「環境コンセプト」の後半部分を
「ライフサイクルCO2ゼロからカーボンニュートラルな社会の実現を目指す」とし、全面改
定している。

環境コンセプトブック 竹中工務店 ● ○ ○ ○ ○
https://www.takena
ka.co.jp/enviro/envi
ronmental-concept-
book/

SDGｓ定着へ向けた取り組み 環境との調和

「SDGs BOOKLET」は、当社の役員、従業員がSDGsの理解を深め、自らが率先してSDGs
を体現し、達成に貢献できることを目的に製作したものである。
内容は、「SDGsとは」から始まり、当社の重要課題（マテリアリティ）との関係を明らかに
し、取り組み事例により、誰にもわかりやすく伝えるものとなっている。

SDGs BOOKLET 竹中工務店 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
https://www.takena
ka.co.jp/enviro/sdgs
booklet/

https://www.toda.co.jp/news/2022/20220421_003036.html
https://www.toda.co.jp/news/2022/20220421_003036.html
https://www.toda.co.jp/news/2022/20220421_003036.html
https://www.toda.co.jp/news/2022/20220421_003036.html
https://www.penta-ocean.co.jp/news/2022/221227-1.html
https://www.penta-ocean.co.jp/news/2022/221227-1.html
https://www.penta-ocean.co.jp/news/2022/221227-1.html
https://www.takenaka.co.jp/enviro/environmental-concept-book/
https://www.takenaka.co.jp/enviro/environmental-concept-book/
https://www.takenaka.co.jp/enviro/environmental-concept-book/
https://www.takenaka.co.jp/enviro/environmental-concept-book/
https://www.takenaka.co.jp/enviro/sdgsbooklet/
https://www.takenaka.co.jp/enviro/sdgsbooklet/
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SDGｓ17の目標

2-1-1.施工時CO2削減

BDF(バイオ・ディーゼル燃
料) の建設現場での活用

BDF使用によるカーボン
ニュートラル効果でCO2排

出量をゼロカウント
廃食用油から生成したBDF燃料を建設現場の建設機械や発電機等で使用。 日建連会員各社 ● ○ ○

バイオディーゼル燃
料の建設現場使用
推進に向けた取り組
み (tkeng.co.jp)

建設現場クローラークレーン
でのユーグレナ社次世代バ
イオ燃料使用開始

BDF使用によるカーボン
ニュートラル効果でCO2排

出量をゼロカウント

ユーグレナ社製BDF「サステオ」は、バイオマスを原料としながらも、石油由来の軽油と分
子構造が同じため、内燃機関を変更することなく使用できる次世代バイオディーゼル燃
料。燃料を使用する段階ではCO2を排出するが、原料であるバイオマスが成長過程で光
合成する際にCO2を吸収するため、排出するCO2の量が実質的にはネットゼロとなり、
カーボンニュートラルの実現に貢献する技術として期待されている。

清水建設､ﾕｰｸﾞﾚ
ﾅ

●

ヒートパイプを用いたパイプ
クーリング工法

エネルギーを用いずマスコ
ンクリートを冷却

マスコンクリートの熱ひび割れ防止のため、これまでは水冷式のクーリング工法が用いら
れてきたが、ポンプにより水を数日間連続で循環させる必要があり、電力消費が多くなっ
ていた。これをヒートパイプに変えることで、動力を全く使うことなく、クーリングが出来る。

鉄建建設 ● ○ ○
http://www.tekken.c
o.jp/tech/kouzo/det
ail006.php

環境データ評価システム
「edes」

CO2排出量削減に向け、全
ての現場で施工中に発生
するCO2排出量等を見える
化

現場ごとの施工CO2排出量、建設廃棄物発生量、水使用量を月単位で集計して見える化
する環境データ評価システム。
施工CO2排出量などの実績値を月単位で把握し、削減目標とのかい離や削減策の効果
が確認できる。

鹿島建設

全ての建築現場で
施工中に発生する
CO2排出量等を見え
る化 | プレスリリー
ス | 鹿島建設株式
会社 (kajima.co.jp)

全国の作業所で低炭素施工
システム（TO-MINICA）を運
営

作業所でのCO2排出を削
減

設計図・施工図に基づくCO2排出量の算出から、削減計画の策定までを行う。
「省力・省資源・省エネ工法の採用」「省燃費運転の推進」「建機のハイブリッド化、高性能
化」「トラック・乗用車の燃費向上」「BDF（バイオディーゼル燃料）の使用」「燃料の脱炭素
化」「再生可能エネルギー電力の使用」「省力化・工業化・複合化推進」の項目をテーマに
設定した62の削減メニューの中から、各社行書の特性に合わせたものを選択。

戸田建設 ● 地球にやさしい施工
をします（戸田建設）

電力不要の高性能熱輸送デ
バイス「フィン＆ポール」

アルミニウムで構成した高
性能な熱輸送デバイスによ
り高品質なコンクリートを構
築する技術

コンクリート打設後の冷却を簡便に行う高性能な熱輸送デバイスで、小さな温度差で多量
の熱輸送が可能なヒートパイプと、熱伝導性の高い金属であるアルミニウム材料による集
熱パイプと放熱フィンからなる高性能な熱輸送デバイスで構成され、電力などの動力源は
不要、かつメンテナンスフリーで長期間使用可能、簡便に温度ひび割れのリスクを低減
し、高品質なコンクリート構造物を構築する。

　
ﾌｼﾞﾀ･日軽産業･
日軽金ｱｸﾄ

● ○ ○
https://www.fujita.c
o.jp/solution-
technology/3196/

http://www.tkeng.co.jp/pdf/20150121163421.pdf
http://www.tkeng.co.jp/pdf/20150121163421.pdf
http://www.tkeng.co.jp/pdf/20150121163421.pdf
http://www.tkeng.co.jp/pdf/20150121163421.pdf
http://www.tekken.co.jp/tech/kouzo/detail006.php
http://www.tekken.co.jp/tech/kouzo/detail006.php
http://www.tekken.co.jp/tech/kouzo/detail006.php
https://www.kajima.co.jp/news/press/201907/11m1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/201907/11m1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/201907/11m1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/201907/11m1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/201907/11m1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/201907/11m1-j.htm
https://www.toda.co.jp/solution/ecology_arch/construction.html
https://www.toda.co.jp/solution/ecology_arch/construction.html
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/3196/
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/3196/
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/3196/
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SDGｓ17の目標

工事仮設電力へのグリーン
電力証書適用推進

工事仮設電力のカーボンフ
リー化推進

2020年度より全国の建築・土木現場での仮設電力へのグリーン電力証書の適用を推進、
拡大中。2022年8月時点で、延べ27現場、累計12GWhの工事電力に適用。
グリーン電力証書は子会社であるスマートエコエナジー(株)より調達、同社は再生可能エ
ネルギー発電所で発電された電力に含まれる「環境価値（CO2フリー）」を証書化してい
る。購入者は証書に記された電力量を使用電力に充当することで、再生可能エネルギー
を使用したと見なされる仕組み。

清水建設､ｽﾏｰﾄｴ
ｺｴﾅｼﾞｰ

○ ●

https://www.shimz.c
o.jp/company/about
/news-
release/2021/2021
007.html

建物の施工時におけるCO2
削減

脱炭素社会の実現

当社は、2023年２月1日以降に着工する作業所において、原則として再生可能エネルギー
由来のグリーン電力を採用した。グループ全体としてのCO2削減長期目標を設定した中、
第一目標である2030年のCO2排出量の削減目標（2019年比、スコープ１＋２において
46.2％削減）達成に向け、施策推進および意識向上を図るとともに、「CO2排出量モニタリ
ングシステム」の導入と「CO2削減看板」の仮囲いへの設置を行う。

CO2削減看板

竹中工務店 ○ ○ ○ ● ○
https://www.takena
ka.co.jp/news/2023
/02/01/

建物の設計・施工によるCO2
削減

脱炭素社会の実現

当社は、「北海道地区FMセンター（お客様の事業展開・施設運用などＦＭ（ファシリティマ
ネジメント）の視点からの企画からアフターサービスに至る支援業務をおこなう北海道支
店の中核拠点）」の建て替えにあたり、脱炭素社会を目指した非住宅分野の建築におけ
る木材利用を推進することを目的に、木造木質中規模ウェルネスオフィス（利用者の健
康、快適性の維持・増進を支援する建物）を実現した。北海道の亜寒帯気候に適合した道
内トップクラスの環境性能を持つことに加え、働く人の健康増進や生産性向上にも貢献す
る。

北海道地区FMセンター内部

竹中工務店 ○ ● ○
https://www.takena
ka.co.jp/news/2022
/01/03/

軽油代替燃料GTLの
使用

CO2排出量の削減
工事用電力の供給が非常に困難な山深い山間部で「環境配慮型燃料」の利用を検討し、
天然ガス由来の環境配慮型軽油代替燃料GTL（Gas to Liquid）を使用した発電機による
電力供給を実施している。

軽油代替燃料（GTL）を現場に導入

竹中土木 ○ ○ ●

https://www.takena
ka-
doboku.co.jp/wp-
content/themes/ill/
img/page/company/
pdf/report2022.pdf

錢高組・矢作建設工業式鉄
骨梁横座屈補剛工法（ＹＺ補
剛工法）

鉄骨梁の横補剛材の省略
が可能に

鉄骨梁に対して、その上部に接合されている鉄筋コンクリートの床による補剛効果を評価
し横座屈を防止することで、従来必要であった横座屈補剛材の省略やその接合部加工の
省力化を可能にする工法「錢高組・矢作建設工業式鉄骨梁横座屈補剛工法」（略称：ＹＺ
補剛工法）を開発した（特許出願済み）。

錢高組 ● ○ ○
https://www.zenitak
a.co.jp/tech/tech82
.html

https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2021/2021007.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2021/2021007.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2021/2021007.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2021/2021007.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2021/2021007.html
https://www.takenaka.co.jp/news/2023/02/01/
https://www.takenaka.co.jp/news/2023/02/01/
https://www.takenaka.co.jp/news/2023/02/01/
https://www.takenaka.co.jp/news/2022/01/03/
https://www.takenaka.co.jp/news/2022/01/03/
https://www.takenaka.co.jp/news/2022/01/03/
https://www.takenaka-doboku.co.jp/wp-content/themes/ill/img/page/company/pdf/report2022.pdf
https://www.takenaka-doboku.co.jp/wp-content/themes/ill/img/page/company/pdf/report2022.pdf
https://www.takenaka-doboku.co.jp/wp-content/themes/ill/img/page/company/pdf/report2022.pdf
https://www.takenaka-doboku.co.jp/wp-content/themes/ill/img/page/company/pdf/report2022.pdf
https://www.takenaka-doboku.co.jp/wp-content/themes/ill/img/page/company/pdf/report2022.pdf
https://www.takenaka-doboku.co.jp/wp-content/themes/ill/img/page/company/pdf/report2022.pdf
https://www.zenitaka.co.jp/tech/tech82.html
https://www.zenitaka.co.jp/tech/tech82.html
https://www.zenitaka.co.jp/tech/tech82.html
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SDGｓ17の目標

2-1-2.資源循環

カエルドグリーン工法
建設発生土や表土を植生
基盤材として有効活用す
る法面緑化工法

これまで廃棄処分されることの多かった建設発生土（掘削土・濁水処理ケーキ・浚渫土）
や有効活用が困難とされてきた自然表土などを、植物由来の中性改質材を添加すること
により、空気圧送が可能という施工性と植生土壌に必要な保水性や通気性を兼ね備えた
植生基盤としてリサイクル活用する新しい法面緑化工法。

前田建設工業 ○ ● ○ ○
https://www.maeda.
co.jp/tech_service/
detail/kaerudogurink
oho.html

低炭素・脱炭素コンクリート
の採用推進及び開発

上流サプライチェーン・材
料製造時のCO2削減

建設業や発注者にとって上流のサプライチェーンの一つであり、建設業における主要な材
料であるコンクリートの製造に伴うCO2の排出量削減のため、新たなコンクリートの採用推
進及び技術開発に取り組んでいる。
具体的には、再生骨材の利用、高炉スラグやフライアッシュの混合、更にはジオポリマー
溶液、炭酸カルシウム、バイオ炭など、さまざまな特殊な混和材やアミン化合物の塗布剤
によってCO2を削減・吸収する。

日建連会員各社 ● ○
https://www.nikkenr
en.com/publication/
detail.html?ci=237

津波堆積物および混合廃棄
物の浄化技術

津波堆積物と、ふるい下に
集められる多量の廃棄物
や有害物質を除去し、より
良質な土木資材（洗浄砂、
洗浄礫）を生成

この施設の濁水処理の過程で不溶化剤を添加し、有害物質の溶出抑制を行うことで、海
面埋立材などの土木資材として利用する。

鹿島建設 ● ○
https://www.kajima.
co.jp/tech/indust_w
aste/waste/index.ht
ml#pagetop

家畜ふん尿由来水素を活用
した水素サプライチェーン実
証事業

バイオガスの新たな用途と
して水素利用の有効性、家
畜ふん尿による環境汚染
や廃棄物の課題解決・CO2 

排出削減

北海道河東郡鹿追町に家畜バイオマス由来の水素製造供給施設「しかおい水素ファーム
Ⓡ」を設置し、鹿追町ならびに帯広市において家畜ふん尿由来水素を活用した水素サプ
ライチェーンを実証するもの。

鹿島建設､ｴｱ･
ｳｫｰﾀｰ､日鉄
P&E､日本ｴｱｰﾌﾟﾛ
ﾀﾞｸﾂの4社共同
実施

● ○ ○ ○

鹿追町環境保全セ
ンターバイオガスプ
ラント | 仕事・産業 | 
北海道 十勝 鹿追町
のホームページ 
(shikaoi.lg.jp)

下水汚泥から水素生成

東京下水道局の研究施設
に水素製造装置を設置し、
下水汚泥を乾燥後、加熱
によって発生したガスから
水素を生成

1)下水汚泥の乾燥にボイラーではなく、ガス発生装置の排熱等を利用する。2) 改質により
水素を含んだ空気を作ることで発生するCO2を園芸向けに利用するなど、CO2貯蔵・回収

する。3) 生成した水素は発電燃料としてガス発生装置の電力源としても再利用する。
下水汚泥を利用するため原材料コストはゼロに近く、下水汚泥処理費用をむしろ資金とし
て収受できガス化設備費用が掛かってもコストは割安で済む。

ｼﾞｬﾊﾟﾝﾌﾞﾙｰｴﾅ
ｼﾞｰ､戸田建設､東
急建設､千代⽥
建⼯

○ ● ○ ○ ○

下水汚泥から水素
製造画期的技術の
共同研究に着手 | 
新着情報 | 戸田建
設 (toda.co.jp)

ウッドベース工法
伐採木の緑化基盤材への
有効利用技術

伐採木をチップ状に破砕した後、堆肥化を行い、法面等への緑化基盤材として有効利用
を図る工法。堆肥化後、概ね30mm以下のチップは法面吹付などに利用できるほか、
30mm以上のチップは土壌改良材やマルチング材などに有効利用が可能。産業廃棄物と
なる伐採材の処分が不要となる上にバーク堆肥などの購入材を節約できる。

前田建設工業 ○ ○ ●
https://www.maeda.
co.jp/tech_service/
detail/uoodbasekoh
o.html

https://www.maeda.co.jp/tech_service/detail/kaerudogurinkoho.html
https://www.maeda.co.jp/tech_service/detail/kaerudogurinkoho.html
https://www.maeda.co.jp/tech_service/detail/kaerudogurinkoho.html
https://www.maeda.co.jp/tech_service/detail/kaerudogurinkoho.html
https://www.nikkenren.com/publication/detail.html?ci=237
https://www.nikkenren.com/publication/detail.html?ci=237
https://www.nikkenren.com/publication/detail.html?ci=237
https://www.kajima.co.jp/tech/indust_waste/waste/index.html#pagetop
https://www.kajima.co.jp/tech/indust_waste/waste/index.html#pagetop
https://www.kajima.co.jp/tech/indust_waste/waste/index.html#pagetop
https://www.kajima.co.jp/tech/indust_waste/waste/index.html#pagetop
https://www.town.shikaoi.lg.jp/work/biogasplant/
https://www.town.shikaoi.lg.jp/work/biogasplant/
https://www.town.shikaoi.lg.jp/work/biogasplant/
https://www.town.shikaoi.lg.jp/work/biogasplant/
https://www.town.shikaoi.lg.jp/work/biogasplant/
https://www.town.shikaoi.lg.jp/work/biogasplant/
https://www.toda.co.jp/news/2021/20210303_002903.html
https://www.toda.co.jp/news/2021/20210303_002903.html
https://www.toda.co.jp/news/2021/20210303_002903.html
https://www.toda.co.jp/news/2021/20210303_002903.html
https://www.toda.co.jp/news/2021/20210303_002903.html
https://www.maeda.co.jp/tech_service/detail/uoodbasekoho.html
https://www.maeda.co.jp/tech_service/detail/uoodbasekoho.html
https://www.maeda.co.jp/tech_service/detail/uoodbasekoho.html
https://www.maeda.co.jp/tech_service/detail/uoodbasekoho.html
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SDGｓ17の目標

LIMEX製不燃化天井材
天井材の軽量化、不燃化、
マテリアルリサイクル

TBMが開発した石灰石を主原料とするエコ素材「LIMEX製中空シート」を金属箔複合シー
トで不燃化した天井材を開発し、国土交通大臣が定める不燃材料認定を取得。LIMEX製
中空シートは、従来のプラスチックと比較して製造時のCO2排出量を削減。また、不燃化
のために表面に貼った金属箔複合シートは、剥がすだけで基材と分離できるため、LIMEX
としてのマテリアルリサイクルも可能。

大林組､TBM ○ ● ○
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20220425_1.h
tml

環境配慮型コンクリート「エコ
クリート®R3」

廃棄処分していた戻りコン
クリートを原材料として再
利用

これまで有効な手段がなく廃棄処分していた戻りコンクリートを原材料として再利用し、資
源循環を図りながらCO2排出量を抑える画期的な環境配慮型コンクリート。

鹿島建設 ○ ●

環境配慮型コンク
リート「エコクリート®
R3」、初の大規模適
用 | プレスリリース | 
鹿島建設株式会社 
(kajima.co.jp)

燃焼灰の再資源化した土質
改良材

木質バイオマス発電所燃
焼灰の再資源化

木質燃焼灰の一部には、重金属が含まれており、土壌環境基準を満たしていないことか
ら、現在、ほとんどは産業廃棄物として適切に埋立処分されているが、その木質燃焼灰を
適切に処理することで土壌環境基準を満たす土質改良材を開発、水を多く含んだ軟らか
い土と混合しても化学反応を起こさず水を吸収、土質改良に効果的であることを把握、工
事現場における土質不良箇所へ適用可能となる。

　 ﾌｼﾞﾀ･九州電力 ○ 　 　 　 　 ● 　 ○ 　 　

https://www.fujita.c
o.jp/_wp/wp-
content/uploads/20
22/10/Release2022
1017.pdf

～使った分は植えて育てる、
「シミズめぐりの森」プロジェ
クト～

循環型の木材活用に向け
た植林・育林活動

群馬県川場村において、今後の需要拡大が見込まれる木造・木質建築物に利用する木
材の循環調達を推進する取り組み「シミズめぐりの森」プロジェクトを開始。当プロジェクト
は、木材を消費する需要家側が森林資源の再生に主体的に取り組み、循環型の木材活
用を推進するもの。具体的には、川場村の村有地3haを当社が植林地として借り受け、最
大50年間にわたり、自社事業で利用する木材を産出する森林の育成に取り組む。活動の
一環として、現在、建替工事を進めている当社東京木工場（江東区木場）の建材の一部に
川場村産の木材を活用する予定。

清水建設 ●

https://www.shimz.c
o.jp/company/about
/news-
release/2022/2022
049.html

https://www.nipponr
oad.co.jp/technique
/list/environment/p
roduct18/

https://www.nipponr
oad.co.jp/technique
/list/environment/p
roduct19/

資源循環 循環型社会への貢献

SDGsや脱炭素が重要な社会課題になる中、当社は様々なソリューションで解決を図って
いる。例えば、敷地内で生ごみを処理し、生成したバイオガスをエネルギーとして利用する
「メタファーム®」。あべのハルカスでは3トン/日の生ごみを安定的に処理しているほか、よ
り少量の生ごみにも対応できる小型のシステムが2021年秋に運転を開始している。

メタファーム®

竹中工務店 ● ○ ○ ○ ○ ○
https://www.takena
ka.co.jp/enviro/es_r
eport/pdf/2022/all.
pdf

https://www.penta-
ocean.co.jp/compan
y/csr/report/2022/
pdf/2022_10.pdf

https://calcia.jp/gro
up/index.html

● ○ ○○

港湾で発生する軟弱な浚渫土にカルシア改質材等を混合することで、浚渫土の物理的・
化学的性状を改善する技術である。
軟弱浚渫土の強度を改善し長期耐久性を確保するほか、有害物質の溶出や汚濁発生を
防止・抑制するという特徴がある。
このような特徴を生かして、埋立材や護岸裏込め材、航路埋没対策の潜堤材などとして
活用されている。
また、コンクリートよりも生物が定着しやすいため、漁礁・藻礁としても活用されている。

カルシア改質土
研究会（日本製
鉄、五洋建設ほ
か12社）

浚渫土の有効利用
（カルシア改質土）

港湾工事で発生する浚渫
土を処分することなく有効
利用することで、資源循環
に貢献

○ ○ ○ ●廃PETのリサイクル
舗装100平方メートル当たり約1500本分のペットボトルが再利用しながら、従来の高耐久
性舗装の半たわみ舗装と同等のコストで施工でき、耐久性は半たわみ舗装を上回る性能
を有する。

日本道路
廃ペットボトル入りアスファル
ト舗装
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SDGｓ17の目標

https://www.penta-
ocean.co.jp/compan
y/csr/report/2022/
pdf/2022_10.pdf

https://www.penta-
ocean.co.jp/busines
s/tech/civil/oceani
c/watol.html

2-1-3.生物多様性の保全・森林・海洋環境の保全

生物多様性やブルーカーボ
ンに寄与する海洋生態保全

消失が危惧される地域固
有の大型海藻類を再生・保
全

藻場の形成に欠かせない大型海藻類を、いつでも大量培養できる技術。 鹿島建設 ○ ●

消失が危惧される地
域固有の大型海藻
類を再生・保全 | プ
レスリリース | 鹿島
建設株式会社 
(kajima.co.jp)

グリーンインフラによる持続
可能な地域づくりへの貢献
（「グリーンインフラ＋
（PLUS）」）

自然の恵みを地域全体に
還元する事業の展開

エコロジカルランドスケープ手法などを活用したグリーンインフラ整備に、自社が持つソフ
トや技術を「＋」する独自のコンセプト「グリーンインフラ＋」を展開。社外組織とも連携を図
り、人と生き物がいきいきと共生できる持続可能な社会の実現を目指す。

清水建設 ● ● ● ● ● ● ● ● ● https://www.shimz.c
o.jp/greeninfraplus/

https://www.jstage.j
st.go.jp/article/proo
e1986/17/0/17_0_1
53/_article/-
char/ja/
https://www.mlit.go.j
p/common/0010488

https://www.mlit.go.j
p/common/0010488
49.pdf

https://www.jstage.j
st.go.jp/article/jscej
oe/73/2/73_I_845/_
article/-char/ja/

https://www.jstage.j
st.go.jp/article/kaiga
n/68/2/68_I_1191/_
article/-char/ja/

○ ○●

鹿島建設､東亜
建設工業､五洋
建設､国土交通
省港湾局

生物共生護岸
直立護岸に生物生息場と
しての機能を付加し、生物
多様性や海域環境を保全

○ ●

食品関連会社等から排出
される有機性廃棄物を処
分することなく有効利用す
ることで、資源循環に貢献

食品関連会社等から排出される有機性廃棄物を原料として、堆肥を製造・販売する事業
を行っている。
事業の特徴は以下のとおり。
・自動攪拌機と強制送気により、受け入れた食品廃棄物を約１ヵ月かけて一次発酵させ、
その後約３ヵ月間さらなる発酵・熟成を行って完全な堆肥を製造。
・製造場所は、多くの食品関連会社の集積する阪神地区の至近に位置し、高速道路のイ
ンターチェンジからのアクセスも良いため、廃棄物の運搬コストの削減に貢献。

運河など浅場や傾斜堤を配置できない狭い海域や老朽化した既設護岸の補修・耐震補
強をする場合に合わせて、直立の既設護岸に生物の生息場となる構造を付加し、生物共
生護岸とすることで、その海域の生物多様性の向上や水質の改善を期待することができ
る。

食品リサイクル事業

●
五洋建設（ジャイ
ワット）

建設発生土・建設汚泥リサイ
クル事業

海運拠点を整備して広域
ネットワークを構築し、土砂
の資源活用に貢献

建設発生土や汚染土壌、建設汚泥の有効利用のために、海運拠点を整備して広域ネット
ワークを構築し、土砂の資源活用を進めている。
発生土の集積・中間処理・積出を行うためのセンターを、市川市・横浜市・名古屋市で運
営することによって、都市部における大量の発生土の輸送距離を縮減。
また、大型船舶が着岸可能な岸壁を使用することで、土砂の大量輸送を可能としている。

五洋建設（三木
バイオテック）

○○

● ○○
五洋建設、横浜
国大の共同開発

浚渫土、汚泥等の有効利用
（吸水性泥土改質材：ワトル）

港湾・河川・湖沼での浚渫
土や、陸上の掘削工事にと
もなって発生する泥土や汚
泥を、処分することなく有効
利用することで、資源循環
に貢献

吸水性泥土改質材「ワトル」は、製紙会社から発生するペーパースラッジ焼却灰に特殊薬
剤を混合し水和処理した製品で、吸水による物理的改質（瞬時の改良効果）に加え、時間
経過にともなう化学的改質（緩やかな強度発現）を持ち合わせている。
これまで利用が進まなかった軟弱な浚渫土や泥土、汚泥を処分することなく有効利用する
ことが可能となる。

https://www.penta-
ocean.co.jp/compan
y/csr/report/2022/

pdf/2022_10.pdf

https://www.penta-
ocean.co.jp/compan
y/csr/report/2022/

pdf/2022_10.pdf
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（閲覧日：2022年3月

31日）

SDGｓ17の目標

オンラインGISを使用した生
息記録と保全対策

低コストで効率の良い自然
環境の保護や生物多様性
の保全

建設現場に生息する動植物の情報をスマートフォン等のGPS機能付き携帯情報端末を使
用して、現地でGISに記録し、オンラインで関係者に情報共有する動植物管理手法を開
発。

ﾌｼﾞﾀ ● ●
https://www.fujita.c
o.jp/solution-
technology/3100/

森コンシェルジュの開発
生物多様性向上に配慮し
た緑地の創出

裸地から「鎮守の森」ができるまでの過程で見られる多様な植生及びその主な植物の種
類を地域ごとにデータベース化し、地域性に考慮した植生やそこに用いる植物の種類を、
迅速に提案できる緑地計画ツール。

大成建設 ○ ○ ●
https://www.taisei.c
o.jp/about_us/wn/2
017/170704_3596.ht
ml

いきものコンシェルジュの開
発

生き物の飛来可能性を予
測し、生物多様性に配慮し
た空間づくりを実現

樹林や草地などの緑地や水辺などの周辺環境の評価と、計画地内の環境評価により、飛
来可能な生物の種類を予測することで、生物多様性の評価を行う。

大成建設 ○ ○ ●
https://www.taisei.c
o.jp/about_us/wn/2
013/130805_3454.ht
ml

水辺コンシェルジュの開発
水辺に生息する希少動植
物の保全

里山の水辺に生息する希少動植物を対象とし､保全に必要な日照、水域、土質等の環境
条件や代償地などに関する生物専門家の知見を集積したデータベースに基づき、保全計
画に必要な情報を迅速に提供できるツール。

大成建設 ○ ○ ●
https://www.taisei.c
o.jp/about_us/wn/2
020/201119_4977.ht
ml

環境に配慮した工事
多用な生物が利用する環
境の創出

札幌ドームでは、エコロジカルプランニングの手法を用い、そのための計画条件を提供
し、生物に配慮した外構計画を支援した。施設稼働後も、長期にわたるモニタリングを実
施し、創出した環境が生物多様性に寄与していることを検証している。

大成建設 ● ● ●

https://www.pref.fu
kui.lg.jp/doc/shizen/
satotisatoyama/sato
yama-
initiative_d/fil/01.pdf

地域性在来植物トレーサビリ
ティ認定

地域性在来植物の適正管
理

地域性在来植物による緑化の適正な普及のためには、植物の採取から育成、出荷まで
の工程における、適正な管理が求められる。筑波技術研究所内にある「つくば再生の里」
では、造成工事前に植栽に用いる植物の種子及び苗を採取した場所、育てた場所、その
間の管理方法など出荷に至る履歴を連続的に記録し、育成し、樹木に対するトレーサビリ
ティ認定を取得した。

戸田建設 ○ ●
https://www.toda.co
.jp/csr/environment
/biodiversity.html

30by30への賛同
2030年までに生物多様性
の損失を止め、回復軌道に
乗せるための活動。

2030年までに陸と海の30%以上を健全な生態系として効果的に保全しようとする目標。こ
の目標達成に向けた取り組みを進めていくための有志連合が「生物多様性のための
30by30アライアンス」。目標達成のためには、国立公園等の既存の保護地区に加えて、
里地里山や企業林、社寺林などを地域、企業、団体によって生物多様性の保全を図った
上でOECMとして国際データベースに登録する。

大林組､鹿島建
設､清水建設､大
成建設､竹中工
務店､鉄建建設､
戸田建設､西松
建設､日本道路､
長谷工ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮ
ﾝ､ﾌｼﾞﾀ、三井住
友建設、りんかい
日産建設

https://www.fujita.co.jp/solution-technology/3100/
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/3100/
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https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2017/170704_3596.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2017/170704_3596.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2017/170704_3596.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2013/130805_3454.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2013/130805_3454.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2013/130805_3454.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2013/130805_3454.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2020/201119_4977.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2020/201119_4977.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2020/201119_4977.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2020/201119_4977.html
https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/shizen/satotisatoyama/satoyama-initiative_d/fil/01.pdf
https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/shizen/satotisatoyama/satoyama-initiative_d/fil/01.pdf
https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/shizen/satotisatoyama/satoyama-initiative_d/fil/01.pdf
https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/shizen/satotisatoyama/satoyama-initiative_d/fil/01.pdf
https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/shizen/satotisatoyama/satoyama-initiative_d/fil/01.pdf
https://www.toda.co.jp/csr/environment/biodiversity.html
https://www.toda.co.jp/csr/environment/biodiversity.html
https://www.toda.co.jp/csr/environment/biodiversity.html


　　　　　　　　　 ・・・代表事例 ・・・・代表に類似した事例

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 参考資料

事例タイトル 目的・目標 具体的内容 参考図 実施主体

貧
困

飢
餓

保
険

教
育

ジ

ェ
ン
ダ
ー

水
・
衛
生

エ
ネ
ル
ギ
ー

経
済
成
長
と
雇
用

イ
ン
フ
ラ

、
産
業
化

、
イ
ノ
ベ
ー

シ

ョ
ン

不
平
等

持
続
可
能
な
都
市

持
続
可
能
な
消
費
と
生
産

気
候
変
動

海
洋
資
源

陸
上
資
源

平
和

実
施
手
段

URL、文献名、出典
（閲覧日：2022年3月

31日）

SDGｓ17の目標

「いきものNote®」
動植物・環境モニタリング
システム

建設工事においては、工事区域とその周辺の動植物や自然環境のモニタリングや保全対
策の重要性がますます高まっている。工事の進捗に伴い、日々地形等の状況が変化する
ため、継続的なモニタリングを行い、実施している環境保全対策を最適化する必要があ
る。iPadを用いて効率的かつ精度よく動植物の写真データや位置情報を記録し、電子地
図上へマッピングできる「いきものNote」を開発。

鹿島建設
生態系保全 | 環境
保全技術 | 鹿島建
設株式会社 
(kajima.co.jp)

1リットルの水からホタルの
生息状況を調査

環境DNAを用いた
ホタルのモニタリング

ホタルのDNAのみを効率的に増幅できるPCRプライマー（ホタルのDNAを判別する目印の
働きをするDNA）を開発し、ホタルのDNAを高感度に検出できる方法。

鹿島建設 ●
技術最前線 | 鹿島
技術研究所 | 鹿島
建設株式会社 
(kajima.co.jp)

サンゴ礁を蘇らせる「コーラ
ルネット®」

サンゴ礁の再生
設置するだけで、サンゴが自然にふえる人工基盤、港湾・空港構造物周辺の環境創造と
しても活用。

鹿島建設 ●
https://www.kajima.
co.jp/tech/c_eco/e
cosystem/index.htm
l#!body_07

建設副産物巡回回収システ
ムの再構築

建材端材の資源循環促進
により建設業界のサーキュ
ラーエコノミーを推進

新たに日本通運の専用回収容器「NRボックス」と充実した物流ネットワークを活用するこ
とで、建設現場から発生する建材端材を効率的に回収し建材製造工場へ運搬することが
可能となり、建設副産物から建材製品への資源循環を一層促進。

大成建設 ○ ● ○ ○
https://www.taisei.c
o.jp/about_us/wn/2
023/230113_9238.ht
ml

ゼロエネルギーと森林循環
構築を実現したOKI 本庄工
場H1棟

脱炭素につながるZEFを定
義することで、持続可能な
社会に貢献する。また、地
元産木材利用による地域
経済と林業の活性化に貢
献する

当社が工場版ZEBを独自に定義したZEF(ネット・ゼロ・エネルギーファクトリー)の第１号プ
ロジェクトとして完成した「OKI 本庄工場H1棟」。施設内に同じ荒川流域である秩父山の木
材を伐採した山林を再造林するための費用の一を負担する他、緑林活動にも参加し将来
にむけた山林再生、森林資源の循環にお客様や地域とともに取り組み、森林サーキュ
ラーエコノミーにも貢献している。

大成建設 ○ ○ ○ ●
https://www.taisei-
design.jp/de/feature
/wooden/

大成建設のカーボンリサイク
ル・コンクリート｢Ｔ-ｅＣｏｎｃｒｅ
ｔｅ/Ｃａｒｂｏｎ-Ｒｅｃｙｃｌｅ｣

環境配慮コンクリートの使
用によりＣＯ２削減やカー
ボンリサイクル製品・産業
副産物の有効利用、脱炭
素社会・循環型社会に貢
献する

製造時のＣＯ２排出量を削減した様々な環境配慮コンクリートを開発している。ＣＯ２から
製造するカーボンリサイクル製品を用いて「Ｔ-ｅＣｏｎｃｒｅｔｅ」の製造過程のＣＯ２収支をマ
イナスにする｢Ｔ-ｅＣｏｎｃｒｅｔｅ/Ｃａｒｂｏｎ-Ｒｅｃｙｃｌｅ｣を開発、実施適用。カーボンニュートラ
ル社会に貢献する環境ソリューションとして注目が集まっている。

大成建設 ○ ○ ○ ● https://www.taisei.c
o.jp/t-econcrete/

生物多様性への配慮
生物多様性向上プロジェク
トの推進

当社が設計するプロジェクトを通じて自然が持つ多様な機能を活かした最適な土地利用
を推進するため、生物多様性に着目し、地域の植生や土地利用の歴史への配慮、生態系
ネットワーク創出、関係者参画による計画・設計から竣工後の維持管理・運営までの一貫
した取り組みなどの活動について、適用実績を蓄積している。

竹中育英会学生寮建替計画（計画） 竹中工務店 ● ●

https://www.kajima.co.jp/tech/c_eco/ecosystem/
https://www.kajima.co.jp/tech/c_eco/ecosystem/
https://www.kajima.co.jp/tech/c_eco/ecosystem/
https://www.kajima.co.jp/tech/c_eco/ecosystem/
https://www.kajima.co.jp/tech/katri/technology/front_line/ff_002/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/katri/technology/front_line/ff_002/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/katri/technology/front_line/ff_002/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/katri/technology/front_line/ff_002/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/c_eco/ecosystem/index.html#!body_07
https://www.kajima.co.jp/tech/c_eco/ecosystem/index.html#!body_07
https://www.kajima.co.jp/tech/c_eco/ecosystem/index.html#!body_07
https://www.kajima.co.jp/tech/c_eco/ecosystem/index.html#!body_07
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2023/230113_9238.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2023/230113_9238.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2023/230113_9238.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2023/230113_9238.html
https://www.taisei-design.jp/de/feature/wooden/
https://www.taisei-design.jp/de/feature/wooden/
https://www.taisei-design.jp/de/feature/wooden/
https://www.taisei.co.jp/t-econcrete/
https://www.taisei.co.jp/t-econcrete/
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SDGｓ17の目標

ホタルモニタリングシステム

開発事業や建設工事の現
場周辺に生息するホタル
の発生状況をICTの活用に
より、効率的かつ高精度に
モニタリングするシステム

一眼レフカメラやネットワークカメラでホタルの生息区域を動画撮影し、専用のソフトウェア
で解析することで、動画中に出現したホタルの個体数を自動的にカウント。従来の目視調
査よりも効率よく、正確にホタルの発生状況を把握することができるようになり、その結果
を事業計画に反映させることで、ホタルの生息環境を適切に保全することを可能とする。

ﾌｼﾞﾀ ○ ○ 　 ● 　 　
https://www.fujita.c
o.jp/solution-
technology/3104/

消失が危惧される地域固有
の大型海藻類を再生・保全

大型海藻類の配偶体長期
保存と計画的大量培養技
術

近年、全国の沿岸域で深刻な問題となっている藻場衰退の解決に向け、各地域に生育す
る固有の大型海藻類を、年間を通じて生産できる技術を開発。本技術は、消失が危惧さ
れる藻場に生育する大型海藻類の母藻を予め採取し、当該母藻が放出する胞子のオス
とメスを配偶体として少量の保存液に長期間保存、随時、浮遊状態にして大量培養できる
技術。生物多様性確保やブルーカーボン創出・貯留にも寄与する。

鹿島建設 ●
https://www.kajima.
co.jp/news/press/2
02207/5e1-j.htm

生物多様性の保全・向上 自然共生社会の実現

2017年に「竹中生物多様性促進プログラム」の一つとして「清和台の森づくり」を開始し
た。兵庫県川西市にある当社の研修所８haの敷地全体を自然共生実証フィールドとして、
生態系・生物多様性保全のモデルをつくり、実践する活動で、①整備・保全、②体験型研
修、③研究開発・環境技術発信、④ステークホルダーとの連携・協働という4つの活動を行
い、自然資本を支える生物多様性の保全の人材育成を行うとともに、ここで得た知見を建
築作品やまちづくりへと活かし、お客様への価値提供へとつなげている。

竹中工務店 ● ○ ○ ○
https://www.takena
ka.co.jp/enviro/feat
ure/05/

水質浄化工法 「うみすまし」
閉鎖性海域における水質
改善に貢献

海底への有機物の集積や密度成層の形成による底層水の停滞、これに伴う底層の貧酸
素化、栄養塩の溶出による富栄養化の進行という問題が生じている閉鎖性水域の水質改
善を目的とする。
動力を用いた水流の発生により海底付近の流れの停滞を解消し、溶存酸素を回復すると
ともに富栄養化の原因となる栄養塩の溶出や底生生物に有害な硫化物を低減する。

五洋建設、海洋
エンジニアリン
グ、海洋開発技
術研究所、東京
製綱繊維ロープ
の共同開発

○ ●

https://www.penta-
ocean.co.jp/busines
s/tech/environment
/beach/umisumashi.
html

生物多様性配慮型の緑地計
画

生物多様性評価ツール「い
きものプラス＊」等を活用し
て、計画地域に適した推奨
植栽植物を選定

環境に配慮した建物の緑化計画他、法面緑化など土木の植栽計画にも活用できる。
また、推奨植栽植物種に誘致可能な鳥類や蝶類(誘致種)も確認できる。

＊「いきものプラス」は、株式会社安藤・間、株式会社淺沼組、株式会社鴻池組、西武建
設株式会社、東亜建設工業株式会社、西松建設株式会社、三井住友建設株式会社との
共同開発。

錢高組 ● ○ ○
https://www.zenitak
a.co.jp/tech/tech78
.html

生物間ネットワークの例

（いきものプラスより）

https://www.fujita.co.jp/solution-technology/3104/
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/3104/
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/3104/
https://www.kajima.co.jp/news/press/202207/5e1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/202207/5e1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/202207/5e1-j.htm
https://www.takenaka.co.jp/enviro/feature/05/
https://www.takenaka.co.jp/enviro/feature/05/
https://www.takenaka.co.jp/enviro/feature/05/
https://www.penta-ocean.co.jp/business/tech/environment/beach/umisumashi.html
https://www.penta-ocean.co.jp/business/tech/environment/beach/umisumashi.html
https://www.penta-ocean.co.jp/business/tech/environment/beach/umisumashi.html
https://www.penta-ocean.co.jp/business/tech/environment/beach/umisumashi.html
https://www.penta-ocean.co.jp/business/tech/environment/beach/umisumashi.html
https://www.zenitaka.co.jp/tech/tech78.html
https://www.zenitaka.co.jp/tech/tech78.html
https://www.zenitaka.co.jp/tech/tech78.html


　　　　　　　　　 ・・・代表事例 ・・・・代表に類似した事例

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 参考資料

事例タイトル 目的・目標 具体的内容 参考図 実施主体

貧
困

飢
餓

保
険

教
育

ジ

ェ
ン
ダ
ー

水
・
衛
生

エ
ネ
ル
ギ
ー

経
済
成
長
と
雇
用

イ
ン
フ
ラ

、
産
業
化

、
イ
ノ
ベ
ー

シ

ョ
ン

不
平
等

持
続
可
能
な
都
市

持
続
可
能
な
消
費
と
生
産

気
候
変
動

海
洋
資
源

陸
上
資
源

平
和

実
施
手
段

URL、文献名、出典
（閲覧日：2022年3月

31日）

SDGｓ17の目標

2-1-4.環境汚染防止

工事濁水処理システム
『AQUA-FILTER SYSTEM』

さまざまな工事シーンにて
汚してしまった水を、きれい
にして自然に戻すための濁
水処理システム

懸濁物質の凝集性能に優れながらも、魚毒性の少ない無機系粉体凝集材を採用し、この
凝集材の性能を最大限に発揮できる専用の設備を組み合わせることで、省スペース・省メ
ンテナンスな設備でありながら、工事濁水を水道水並みに清澄化する処理を実現した。従
来設備に比較し1/2以下の設置面積（60t/h級:7L×1.7W×2.4Hm、5.4t）。

前田建設工業 ● ○ ○
https://www.maeda.
co.jp/tech_service/
detail/aqua_filter_sys
tem.html

津波堆積物および混合廃棄
物の浄化技術

津波堆積物と、ふるい下に
集められる多量の廃棄物
や有害物質を除去し、より
良質な土木資材（洗浄砂、
洗浄礫）を生成

この施設の濁水処理の過程で不溶化剤を添加し、有害物質の溶出抑制を行うことで、海
面埋立材などの土木資材として利用する。

鹿島建設 ● ○
https://www.kajima.
co.jp/tech/indust_w
aste/waste/index.ht
ml#pagetop

エコロジサイト（物流拠点）

建設現場周辺で発生する
待機車両に起因する交通
渋滞や交通事故、アイドリ
ングによる排気ガスなどの
大気汚染の改善

建設資材搬入車両の待機や積み荷の積み替えを行うための物流拠点（エコロジサイト）を
東京、横浜、大阪に構築し、トライアルを開始。

大林組 ● ○
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20220909_1.h
tml

汚染土壌、埋設廃棄物等対
策

土壌・地下水環境への対
応

重金属汚染浄化、地下水汚染浄化、VOC汚染原位置浄化、油回収など。 鹿島建設 ○ ●

土壌汚染、埋設廃棄
物等対策 | 技術と
サービス | 鹿島建設
株式会社 
(kajima.co.jp)

ＦＡＳＴシステム
最終処分場における焼却
灰の早期安定化技術

最終処分場に埋め立てる前の焼却灰に散水・通気による「前処理」を行い、焼却灰の安
定化（環境に影響を与えない状態）を進める。前処理済みの安定化が進んだ灰を埋め立
てることにより最終処分場の早期廃止を可能とする。

　 ﾌｼﾞﾀ ○ 　 　 　 　 　 ○ 　 ● ● 　 　 　 　 　
https://www.fujita.c
o.jp/solution-
technology/3124/

イオン交換樹脂を用いた水
中の有機フッ素化合物
（PFOS・PFOA）吸着処理シ
ステム「De-POP’s ION™」

水中の有機フッ素化合物
（PFOS・PFOA）を効率よく
除去

池・水槽等に存在する有機フッ素化合物を、効率的に除去する独自の技術。
本システムは、「除濁装置ユニット」と「イオン交換樹脂塔ユニット」の2ユニットで構成され
ており、「除濁装置ユニット」は、処理対象水の中に含まれるPFOS・PFOAを効率よく除去
する上で阻害要因となる微細な砂やゴミなどの懸濁物を取り除く。その後工程である「イオ
ン交換樹脂塔ユニット」は、PFOS・PFOA処理専用に開発されたイオン交換樹脂が充填さ
れており、PFOS・PFOAを効率的に除去する。
また、池・湖沼や水槽等の近くまで運搬設置し、現地にてPFOS・PFOAを除去することが
可能。

前田建設工業 ● ○ ○
https://www.maeda.
co.jp/news/2022/1
1/21/5383.html

SPRED(Square Profile 
Replacement and Digging 
Method)工法

敷地境界の汚染土壌の除
去や浄化壁の構築に有効
な矩形掘削工法

面的に広がった汚染土壌の掘削除去や浄化壁を構築する場合、従来の円形ケーシング
を用いた掘削方法では、円形断面のラップ部分が多くなり、再掘削量の増加による汚染
土壌の処分費がコストアップの要因となっていた。SPRED工法は、矩形のケーシングを用
いることで、従来の円形掘削工法に比べ再掘削量を低減でき、これにより汚染土壌の搬
出土量および浄化資材の使用量が少なくなるため、処分費等のコストダウンと環境にやさ
しい工法である。

錢高組 ○ ●
https://www.zenitak
a.co.jp/tech/tech71
.html

掘削状況

浄化資材

https://www.maeda.co.jp/tech_service/detail/aqua_filter_system.html
https://www.maeda.co.jp/tech_service/detail/aqua_filter_system.html
https://www.maeda.co.jp/tech_service/detail/aqua_filter_system.html
https://www.maeda.co.jp/tech_service/detail/aqua_filter_system.html
https://www.kajima.co.jp/tech/indust_waste/waste/index.html#pagetop
https://www.kajima.co.jp/tech/indust_waste/waste/index.html#pagetop
https://www.kajima.co.jp/tech/indust_waste/waste/index.html#pagetop
https://www.kajima.co.jp/tech/indust_waste/waste/index.html#pagetop
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220909_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220909_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220909_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220909_1.html
https://www.kajima.co.jp/tech/soil_pollution/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/soil_pollution/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/soil_pollution/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/soil_pollution/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/soil_pollution/index.html
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/3124/
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/3124/
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/3124/
https://www.maeda.co.jp/news/2022/11/21/5383.html
https://www.maeda.co.jp/news/2022/11/21/5383.html
https://www.maeda.co.jp/news/2022/11/21/5383.html
https://www.zenitaka.co.jp/tech/tech71.html
https://www.zenitaka.co.jp/tech/tech71.html
https://www.zenitaka.co.jp/tech/tech71.html
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2.建設業のあるべき姿

2-2.人・社会への対応

森林の整備 森林の多面的機能の発揮

「地球への配当」として連結純利益の2％を目安に、地球環境に貢献する事業外活動に拠
出している。さらに、社員本人や家族が森林ボランティア活動などに参加すると「Me-pon」
（Maeda eco-point）というポイントが付与され、貯まったポイントはエコ商品やエコ休暇と
の引き換え、人間ドック受診補助、森林整備活動等への寄付に使うことができる。この「地
球への配当」や「Me-pon」を活用し「MAEDAの森」を設置し、森林整備活動を行っている。

前田建設工業 ● ○ ● https://www.alterna.
co.jp/29685/

フードバンク支援事業への
協力

国の災害用備蓄食品の有効活用の取り組みに賛同し、事業継続を目的として会社で備
蓄している食料品を、子ども食堂や生活困窮者へ届けている。

若築建設
https://www.wakach
iku.co.jp/csr/sdgs_1.
html

ケア・インターナショナル・
ジャパンに寄付支援

「貧困のない、すべての人々が尊厳をもって安心して暮らせる、希望に満ちた、寛容で公
正な世界」を目指すケア・インターナショナル・ジャパン（以下CARE）に、法人会員として継
続的に寄付支援を実施している。

大成建設
https://www.taisei-
sx.jp/iso26000/com
munity/#anc1

子供の未来応援国民運動
企業とNPO等とのマッチン
グによる子供の貧困対策
の推進

「子供の未来応援国民運動」は、貧困に苦しんでいる子どもに対し、国民一人ひとりの「何
かをしたい」という想いをつなげ、行動に変えていくプロジェクト。現在、大きく3つの活動の
1つに、企業とNPO等とのマッチングがある。企業等にとっては自社のCSRやSDGs（持続
可能な開発目標）に関わる取り組みとして、事業の特性に応じた協力が実現。一方、支援
団体側も、企業の協力を得て、幅広く子供の貧困対策を実施することができる。

内閣府
https://kodomohink
on.go.jp/hinkon/mov
ement/

棚田保全活動 棚田地域の振興
つなぐ棚田遺産に認定されている「松代の棚田」（新潟県）や「星峠の棚田」（同）などのエ
リアで棚田保全活動を行う「まつだい棚田バンク」の企業オーナーとなり、配当米の社内
食堂での活用や、地域イベントへの参加などの活動。

鹿島建設 ● ○

サステナビリティ
ニュース | サステナ
ビリティ | 鹿島建設
株式会社 
(kajima.co.jp)

ユニバーサルデザイン
利用者の身体能力、性別、
国籍に関わらず使いやす
い建築を目指す

利用者の身体能力・利用者が置かれている状況・利用者の体格・性別・国籍などにかか
わらず「使いやすく」「わかりやすい」建築・情報・サービスを創造する。鹿島は、「いつでも
安全・安心な技術」、「誰にでもわかりやすい空間」、「どんなところも使いやすい建築」を3
本柱として、ユニバーサルデザインに取り組んでいる。

鹿島建設 ● ○ ●
https://www.kajima.
co.jp/tech/universal
_design/index.html

SDGｓ17の目標

https://www.alterna.co.jp/29685/
https://www.alterna.co.jp/29685/
https://www.wakachiku.co.jp/csr/sdgs_1.html
https://www.wakachiku.co.jp/csr/sdgs_1.html
https://www.wakachiku.co.jp/csr/sdgs_1.html
https://www.taisei-sx.jp/iso26000/community/#anc1
https://www.taisei-sx.jp/iso26000/community/#anc1
https://www.taisei-sx.jp/iso26000/community/#anc1
https://kodomohinkon.go.jp/hinkon/movement/
https://kodomohinkon.go.jp/hinkon/movement/
https://kodomohinkon.go.jp/hinkon/movement/
https://www.kajima.co.jp/sustainability/sustainability_topics/index-j.html
https://www.kajima.co.jp/sustainability/sustainability_topics/index-j.html
https://www.kajima.co.jp/sustainability/sustainability_topics/index-j.html
https://www.kajima.co.jp/sustainability/sustainability_topics/index-j.html
https://www.kajima.co.jp/sustainability/sustainability_topics/index-j.html
https://www.kajima.co.jp/tech/universal_design/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/universal_design/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/universal_design/index.html
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SDGｓ17の目標

菌・ウイルス除去に特化した
空調システム「Stela UVC」

室内空気の除菌により、建
物利用者に安全・安心な空
気環境を提供

建物の空調システムに深紫外線LEDを搭載したUVユニットを組み込むことで、循環する空
気に深紫外線を照射し室内空気を除菌。

鹿島建設、日機
装

●
https://www.kajima.
co.jp/news/press/2
02209/15a1-j.htm

サステナビリティ推進体制の
確立

持続可能な社会の実現

サステナビリティ推進の監督・指導を行う「サステナビリティ委員会」を取締役会の諮問機
関として設置。執行側に「サステナビリティ戦略委員会」を設置し、「ESG＋B」の4つの観点
から取り組むテーマを定め、経営資源の適切な配分のもと事業戦略に反映させるべく議
論を深める。サステナビリティ戦略委員会が特定した課題の解決へ向けた取り組みは、本
部・事業部など執行部門が優先順位を決めて実行する。

戸田建設 ●
戸田建設グループ
のサステナビリティ
（戸田建設）

人権方針の制定 人権の尊重

⼈権尊重はすべての企業に求められるグローバルな⾏動基準と捉え、人権方針を策定。
国連「ビジネスと⼈権に関する指導原則」をはじめとする国際的な⼈権規範を⽀持、尊重
するとともに、「国連グローバル・コンパクト」署名企業として⼈権をはじめとする10の原則
を遵守し、ESGに配慮した経営の推進のため、人権尊重への取り組みを進めていく。

戸田建設 ○ ● 人権方針の策定に
ついて（戸田建設）

調達方針の制定

「所要の品質に対して最も
価値のある製品やサービ
スを国内外を問わず調達
する。」

調達の基本的な考え方
①公平・公正な取引
②「パートナーシップ」に基づく相互発展
③「良き建設人」としてのコンプライアンス推進
④「グリーン調達」の提案
⑤「機密情報保持」と「情報開示」

戸田建設 ● 調達方針（戸田建
設）

健康経営の実現

経営課題を解決するため
には、社員が心身ともに
「健康」であることが不可欠
であり、職場環境改善、生
活習慣改善およびメンタル
ヘルス対策といった健康課
題に取り組む必要がある。

健康経営優良法人2022（ホワイト500）の認定〔4年連続〕
戸田建設グループ健康経営宣言を制定。
会社の重要施策として「健康経営の推進」を掲げ、社長からのトップメッセージにより各種
取り組みを実施。専門部署である「健康管理課」を新設し、また従来の健康管理に加え、
「プレゼンティズム」「アブセンティズム」の観点から、健康経営をより一層促進。

戸田建設 健康経営の推進（戸
田建設）

障害者雇用の促進
傷害のある社員が働きや
すい環境を整える

・情報保障のためのツールの全社展開、イベント時の手話通訳士招聘
・社外カウンセラーと共に、当事者及び上司への個別ヒアリング
・有資格者の配置
・Valubale500への参画

大成建設 ● ○
https://www.taisei.c
o.jp/about_us/wn/2
021/210513_8203.ht
ml

"喜び"を実現する企業グループ

https://www.kajima.co.jp/news/press/202209/15a1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/202209/15a1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/202209/15a1-j.htm
https://www.toda.co.jp/csr/philosophy.html
https://www.toda.co.jp/csr/philosophy.html
https://www.toda.co.jp/csr/philosophy.html
https://www.toda.co.jp/news/2022/20220913_003103.html
https://www.toda.co.jp/news/2022/20220913_003103.html
https://www.toda.co.jp/cooperative/procurement.html
https://www.toda.co.jp/cooperative/procurement.html
https://www.toda.co.jp/csr/human/employee.html
https://www.toda.co.jp/csr/human/employee.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2021/210513_8203.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2021/210513_8203.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2021/210513_8203.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2021/210513_8203.html
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SDGｓ17の目標

「家族の日」関連イベントの
開催

内閣府が主催する「家族の
日」の趣旨に賛同し、社員
のエンゲージメント向上な
どを目的に、写真コンテスト
を実施

設計や施工に携わった物件に家族と訪れた際の写真をエピソードや家族のメッセージと
共に募集した。

大成建設 ●

建設の最前線で働く作業員
のための新しいワークプレイ
ス：ウェルネス作業所

建設作業所をデザインの
力で働きがいのある魅力
的な職場環境を実現し健
康経営を推進する

建設の最前線で働く社員や作業員のための新しいワークプレイスを導入。作業所内に集
中作業部屋や、短時間でストレス軽減できる気持ちのよい屋外空間を設け、利用者がそ
の時々にあわせて選択できる。大成建設では働く環境に新たな価値が創出され、そこで
得られる様々なデータやノウハウが、健康経営や働き方改革の実現に向けた顧客課題の
解決に役立つワークプレイスを展開している。

大成建設 ● ○ ○
https://www.taisei-
sx.jp/library/pdf/20
20/corp2020_main.p
df

魅力的な職場環境を実現す
る『TAISEI Creative Hub』の
取り組み

社員一人ひとりが働きがい
のある魅力的な職場環境
を実現し、SDGsのターゲッ
トの一つである健康経営を
推進するとともに、人と人を
結び付けるHubとしての機
能を加え、新たな顧客およ
び社会の価値創造につな
がるイノベーションを生み
出すための空間づくり

ABWの概念を取り入れた『TAISEI Creative Hub』の取り組みを推進し、新たに3つのワー
クプレイス（①都心型ワークプレイス：「クリエイティブメディアラウンジ」、②郊外型ワークプ
レイス：「オープンミーティングスペース」、③仮設型ワークプレイス：「ウェルネス作業所」）
を構築することで、魅力ある働く環境づくりを実践していく。

大成建設 ● ○
https://www.taisei.c
o.jp/about_us/wn/2
020/200217_4835.ht
ml

国立競技場の
ユニバーサルデザイン

年齢・性別・国籍・障がいな
どにかかわらず、「誰もが
利用できるユニバーサルデ
ザイン」で、誰もが利用しや
すく暮らしやすい社会を目
指す

ナショナルスタジアムとして2019年に完成した国立競技場。本競技場のユニバーサルデ
ザインは、障がい者、高齢者、子育て支援や補助犬の協会など14の団体とワークショップ
を重ね実施。点字ブロックの凸を、車椅子が通るところは通常半分の2.5mmし、ミリ単位の
足し算・引き算を実施し、様々な特性を持つ方々が、互いに譲りあえる落としどころをみつ
けるなど、世界最高のユニバーサルデザインを追求した。

大成建設 ● ○ ○ ○
https://www.taisei.c
o.jp/kokuritsu/conc
ept.html

T-iROBOシリーズによる建
設重機の無人化・自動化運
転

遠隔操作と自動運転が可
能な建設機械の開発を通
じて、建設産業の喫緊の課
題高齢化社会による労働
力不足の解消や生産性向
上に貢献する

大成建設は、２０１３年より遠隔操作と自動運転が可能な建設機械「Ｔ－ｉＲＯＢＯシリー
ズ」の開発に取り組んでおり、現在までに４機種（バックホウ、クローラダンプ、振動ロー
ラ、ブルドーザー）の建設機械の自動運転と、自動運転を行う複数の建設機械によるに協
調運転を実現。建設機械の自動化に関連する技術は、建設現場で早期に確立が望まれ
る技術の一つとして、期待されている。

大成建設 ● ○ ○
https://www.taisei-
techsolu.jp/tech_ce
nter/topics/t-
irobo/

https://www.alterna.
co.jp/29685/

https://www.maeda.
co.jp/csr/sacca/cw
sac/

○グリーンコミット
主に環境に関する社会課
題の解決を目的とした活動
を支援するための仕組み

「地球への配当」として連結純利益の2％を目安に、地球環境に貢献する事業外活動に拠
出している。地球温暖化防止、生物多様性保全、環境教育、海外における環境保全やそ
れらに資する活動、環境に関する研究開発と、課題ごとにカテゴリーを分け、これらに該
当する活動に対し内容を精査し、支援を行っている。例として、「MAEDAの森」を設置し、
社員本人や家族が森林ボランティア活動などに参加する森林整備活動を行っている。

○ ●前田建設工業

https://www.taisei-sx.jp/library/pdf/2020/corp2020_main.pdf
https://www.taisei-sx.jp/library/pdf/2020/corp2020_main.pdf
https://www.taisei-sx.jp/library/pdf/2020/corp2020_main.pdf
https://www.taisei-sx.jp/library/pdf/2020/corp2020_main.pdf
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2020/200217_4835.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2020/200217_4835.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2020/200217_4835.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2020/200217_4835.html
https://www.taisei.co.jp/kokuritsu/concept.html
https://www.taisei.co.jp/kokuritsu/concept.html
https://www.taisei.co.jp/kokuritsu/concept.html
https://www.taisei-techsolu.jp/tech_center/topics/t-irobo/
https://www.taisei-techsolu.jp/tech_center/topics/t-irobo/
https://www.taisei-techsolu.jp/tech_center/topics/t-irobo/
https://www.taisei-techsolu.jp/tech_center/topics/t-irobo/
https://www.alterna.co.jp/29685/
https://www.alterna.co.jp/29685/
https://www.alterna.co.jp/29685/
https://www.maeda.co.jp/csr/sacca/cwsac/
https://www.maeda.co.jp/csr/sacca/cwsac/
https://www.maeda.co.jp/csr/sacca/cwsac/
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（閲覧日：2022年3月

31日）

SDGｓ17の目標

エコポイント制度「Me-pon」

日常生活において積極的
に環境活動に取り組む社
員とその家族を応援するこ
とを目的にした社内エコポ
イント制度

参加対象を職員だけでなく、その家族にまで広げているのが特長。参加者が取り組んだ
様々な環境活動を専用サイトに登録すると、1ポイント＝10円相当の「Me-pon」ポイント
が、環境活動別に、決められた分だけ付与される仕組み。貯まったポイントは、社員ご本
人が環境配慮製品などを選んで購入することもできる、地球に優しいしくみとなっている。

前田建設工業 ○ ●
https://www.maeda.
co.jp/csr/sacca/cw
sac/

湾岸エリアの活性化 水域・陸域の価値向上

当社の東京本店が立地し、今後臨海部のまちづくりが期待される江東区の湾岸・運河エリ
アにおいて、「イーストベイ構想」という未来像を掲げてまちづくりを進めている。このエリア
が水門に囲まれた運河や川を持つ親水性の高いエリアである特徴を活かし、東京都港湾
局の運河ルネサンス推進地区の指定も受け、水域の活用・活性化により陸域の価値向上
を目指して、様々なステークホルダーの方々と協働し実践している。

イーストベイ運ルネ（水辺のミニ実験）

竹中工務店 ○ ○ ●
https://www.takena
ka.co.jp/enviro/es_r
eport/pdf/2022/all.
pdf

生産性向上に向けたBIM活
用

生産性向上

生産現場における新たな業務スタイルとして、BIMデータを元にしたデジタルデータに基づ
くものづくりを推進している。当社は様々なステークホルダーが特定のＢＩＭソフトに縛られ
ず、国際共通フォーマットのＩＦＣによるデータ共有・連携が可能な「オープンBIM」を採用し
ている。発注者や設計事務所のみならず、協力会社までプロジェクトに関わる多くの関係
者とBIMモデルを含む最新情報をタイムリーかつ確実に共有することにより、精度の高い
確実なものづくりを実現している。現在では、BIMモデルを中心としたデータを、第三者機
関による検査やファシリティマネジメントに活用し始めており、プロセス全体での生産性向
上に取り組み、全てのステークホルダーにとっての働き方改革実現を目指している。

オープンBIM

竹中工務店 ● ○ ○
https://www.takena
ka.co.jp/enviro/es_r
eport/pdf/2023/all.
pdf

2-2-1.安全衛生
安全体感車「甕割号」

車両名は司馬温公の甕割り
の逸話に由来し、どんなに貴
重なものでも人の命には代
えられないという「人命尊重」
の理念のもと、甕割号の運
用を通じて技能労働者に直
接教育を行い、労働災害ゼ
ロを目指す

建設技能労働者に対する
安全教育の強化・高度化

荷室の側面が上下に開閉するウィングボディーの11tトラックをベースに、労働災害をリア
ルに体験できる「体感装置」や仮想空間で災害を疑似体験できる「VR装置」を荷室内に装
備。リアル体感装置は、挟まれ、感電、酸欠、飛来落下、ぶら下がりなど11種類、VR装置
は、墜落、転倒、車両事故、転落などを疑似体験できる約12種類のコンテンツを用意して
いる。
教育対象は主に作業所で働く技能労働者で、年間の受講者数は延べ2,400名を予定して
いる。

清水建設 ● ○

https://www.shimz.c
o.jp/company/about
/news-
release/2022/2022
002.html

安全・品質最優先
「五洋スタンダード（ペンタ・
スタンダード）」

労働災害防止・品質マネジ
メント活動「五洋スタンダー
ド（ペンタ・スタンダード）」を
国内外で展開

安全・品質最優先の労働災害防止・品質マネジメント活動を「五洋スタンダード（ペンタ・ス
タンダード）」と位置づけ、国内外でその展開を図り、協力会社と一体となった労働災害防
止活動を実施している。
具体的な取組み例：
五洋建設自主規制、災害防止活動（3・3・3運動等）、特別安全日（3/30）、安全大会（毎月
1日）、安全週間（準備期間：6/1～30、本週間：7/1～7）等の海外展開

五洋建設 ● ○ ○ ○ ○
https://www.penta-
ocean.co.jp/compan
y/csr/report/2022/
pdf/2022_11.pdf

トンネル出来形・監視UGV
無人化による安全性確保、
品質管理

トンネルの掘削面・吹付けコンクリート面の出来形測定と作業の監視を遠隔操作によって
行う「出来形・監視UGV」を開発。人が切羽や重機に近づくことなく、安全性を確保したまま
定量的な出来形測定や、作業の監視による品質管理が可能。

大林組 ● ○
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20221017_1.h
tml

https://www.maeda.co.jp/csr/sacca/cwsac/
https://www.maeda.co.jp/csr/sacca/cwsac/
https://www.maeda.co.jp/csr/sacca/cwsac/
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2022/2022002.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2022/2022002.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2022/2022002.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2022/2022002.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2022/2022002.html
https://www.penta-ocean.co.jp/company/csr/report/2022/pdf/2022_11.pdf
https://www.penta-ocean.co.jp/company/csr/report/2022/pdf/2022_11.pdf
https://www.penta-ocean.co.jp/company/csr/report/2022/pdf/2022_11.pdf
https://www.penta-ocean.co.jp/company/csr/report/2022/pdf/2022_11.pdf
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221017_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221017_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221017_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221017_1.html
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SDGｓ17の目標

暑さ指数ウォッチャー®の新
モデル「SisMil」（シスミル）

熱中症予防対策、快適な
環境づくり

建設現場で働く作業員の安全な環境整備のため、現場内の複数箇所の暑さ指数
（WBGT）を連続測定し、クラウドで一元管理。熱中症を引き起こす危険域に達すると、現
場に設置したパトライト表示やメールによる警報で作業員や管理者に危険を知らせるな
ど、リアルタイムにリスクを察知。より的確な熱中症対策が行える。

大林組､ｵｰｸ情報
ｼｽﾃﾑ

● ○
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20220510_1.h
tml

山岳トンネル工事で鋼製支
保工のひずみをワイヤレス
で計測「ハカルーター」

安全な作業環境の確保
山岳トンネル工事において、鋼製支保工のひずみをワイヤレスで計測するシステム「ハカ
ルーター®」を開発。無線計測であるため、切羽における配線作業が不要。ひずみや応力
が管理値を超え、落石の危険を察知した際には、迅速に作業員を退避させることが可能。

大林組 ● ○ ○
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20220719_3.h
tml

山岳トンネル工事ロックボル
ト遠隔打設専用機「ロボルタ
ス」（安全）

容易な遠隔操作による安
全性向上と省人化

山岳トンネル工事におけるロックボルト打設作業に必要な、削孔からモルタル注入、ロック
ボルト挿入までの一連作業を遠隔操作で行うことができるロックボルト遠隔打設専用機
「ロボルタス」を開発。安全性向上と省人化を実現。

大林組 ● ○ ○
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20221226_1.h
tml

外国人労働者向け
日本語理解度テスト

外国人労働者における日
本語の理解不足に起因す
る労働災害を削減すること

立入禁止、火気厳禁をはじめ、災害につながる危険性の高い事象を対象として、日本語
理解の必要性の高いものを２４語選別し１５か国語に翻訳している。２４語のすべてについ
てイラストまんがも加え、理解向上を図っている。これら２４語について、入場前にテストを
実施し、２４問中８問を正答必須語とし、計２０問以上正答で合格とする。不合格者は単独
作業禁止を条件として入場を許可するが、合格するまで本テストを繰り返し行う。イラスト
まんが、テスト実施のフロー、テスト用紙を㈱つくし工房のホームページで公開している。

清水建設 ● ○ ○
https://www.tukusi.
co.jp/comprehensio
n/

高年齢作業員体力測定マ
ニュアル

高年齢作業員が身体機能
の低下を自覚するととも
に、体力の維持・向上を目
指す

・身体機能測定の実施から体力維持・向上までのフロー図
・身体機能測定方法の解説
・身体機能測定実施後の結果と評価
・体力維持・向上プログラムの解説

清水建設 ● ○

現場入場車両通知システム 現場安全向上

工事車両の近接をより早く確実に誘導員に伝えるため、現場に設置した赤外線カメラで車
両のナンバープレート番号を読み取り、事前に登録した現場入場車両であることを規制帯
の誘導員へリアルタイムに通知するシステム。誘導員の安全確保と現場入場車両の管理
を容易にする。

日本道路 ● ○
https://www.nipponr
oad.co.jp/technique
/list/safety/product
06/

多様化する作業員の知識・
意識の向上

安全・衛生

労働災害を自分事として学べるVRコンテンツを製作し、作業員の知識・意識の向上教育
に活用している。実際に起こった災害事例をもとに実写で構成し、実際に体験したかのよ
うなリアルな教育が可能となり、経験の浅い作業員や若年作業員にも理解しやすい内容
となっている。

VR（バーチャルリアリティ）
を使って労働災害を疑似体験

竹中工務店 ○ ● ○ ○
https://www.takena
ka.co.jp/enviro/es_r
eport/pdf/2022/all.
pdf

https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220510_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220510_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220510_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220510_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220719_3.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220719_3.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220719_3.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220719_3.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221226_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221226_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221226_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221226_1.html
https://www.tukusi.co.jp/comprehension/
https://www.tukusi.co.jp/comprehension/
https://www.tukusi.co.jp/comprehension/
https://www.nipponroad.co.jp/technique/list/safety/product06/
https://www.nipponroad.co.jp/technique/list/safety/product06/
https://www.nipponroad.co.jp/technique/list/safety/product06/
https://www.nipponroad.co.jp/technique/list/safety/product06/
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
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（閲覧日：2022年3月

31日）

SDGｓ17の目標

新たなオフィス空間の提供 安全・衛生
コロナ禍を経験し、テレワークなど多様な働き方が普及した。「働くための空間」をテーマ
に様々なステークホルダーと対話を重ね、働く場の再構築についてまとめた。ニューノー
マル時代に求められるリアルなオフィス空間の役割をお客様とともに考え、提供する。

竹中工務店 ● ○ ○
https://www.takena
ka.co.jp/enviro/es_r
eport/pdf/2022/all.
pdf

2-2-2.ディーセントワーク・働き方改革

長時間労働の是正や柔軟な
働き方がしやすい環境整備

働く人すべてのワーク・ライ
フ・バランスを推進し、個人
が輝き、誰もがどこでも豊
かさを得られる社会の実現

日建連では、「働きやすさ」「働きがい」のある建設業界にしていくため、会員企業の「現
場」「組織」が自発的に取り組んでいる「働き方改革」に関連するユニークな活動をホーム
ページで紹介している。

【カテゴリ】
　女性活躍推進
　現場イノベーション 
　SDGS 
　職場環境改善 
　ライフワークバランス 
　新技術 
　生産性向上

日建連会員各社 ●
https://www.nikkenr
en.com/2days/work
stylelab/

テレワークの拡大
社員が業務に最適な環境
を選択できることにより、生
産性を高める。

在宅勤務制度の導入により、生活と仕事を両立する勤務体制づくりを推進。多様な人財
の活躍推進と業務効率化による生産性向上を図る。

日建連会員各社 ●

ワークスペースのアップデー
ト

クリエイティブでパフォーマ
ンスの高い業務遂行を支
える基盤の整備

・WEB会議、テレワークの増加を受けて、少人数、他拠点との連携など、多様な会議や打
ち合わせを可能とするスペースを確保（CASBEE-ウェルネスオフィスのSランクを取得）
・時間と場所にとらわれない執務環境の実現というニューノーマルにおける新しい働き方
の検討

安藤･ハザマ ●

低床式AMR（自律作業ロボッ
ト）を用いた資材自律搬送シ
ステム

省力化・作業効率化 低床式AMR（自律作業ロボット）を用いた資材自律搬送システムを開発。
大林組、（協力：
SRI International
（米））

○ ● ○
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20211011_1.h
tml

PLiBot設立
人とロボットが協働する持
続可能な社会の実現

多様なAMR（自律走行搬送ロボット）や既存設備をナビゲーションシステムを介して連携し
て動かす統合制御プラットフォームを核とした自律化・省力化ソリューションを提供する新
会社「PLiBOT（プライボット）株式会社」を設立。
PLiBOTホームページサイト：https://www.plibot.co.jp/

大林組、PLiBOT ○ ●
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20220906_1.h
tml

https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.nikkenren.com/2days/workstylelab/
https://www.nikkenren.com/2days/workstylelab/
https://www.nikkenren.com/2days/workstylelab/
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20211011_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20211011_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20211011_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20211011_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220906_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220906_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220906_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220906_1.html
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31日）

SDGｓ17の目標

オープンイノベーションにより
スマートビルプラットフォーム
「WELCS　place」（ウェルクス 
プレイス）

管理者と利用者双方の利
便性向上とビルの付加価
値向上、デジタル化

ビル管理者と利用者双方の利便性向上とビルの付加価値向上を実現するスマートビルプ
ラットフォーム「WELCS place」を開発。
「UI/UX基盤」「認証基盤」、様々なアプリケーションの連携のための「API基盤」、IoTセン
サーのデータ利用のための「共通DB基盤」、それらを支えるネットワークインフラである
「統合NW基盤」の５つの基盤サービス群で構成され、ロボット活用への対応、会議室・座
席の予約、エネルギーの見える化など、すでに選択可能な多くのサービスが実装されてい
る。

大林組､(協
力:Join 
Digital(米)､FYF､
ｾｰﾙｽﾌｫｰｽ･ｼﾞｬ
ﾊﾟﾝ､ｼﾞｮﾝｿﾝｺﾝﾄ
ﾛｰﾙｽﾞ､ﾋﾞｯﾄｷｰ､
Roby(米)､Wynd 
Technologies(米))

● ○
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20221003_1.h
tml

AKASAKA KX-Project　鹿
島トランスフォーメーション

これまで積み上げてきたバ
リューチェーンを活かしたさ
らなる独創性の高い企業
グループを目指し，本社圏
の基盤づくり

土木・建築部門の集約により生産性向上を図る「オフィス環境の変革」と，ABW推進や，部
門間および外部など社内外との結束・融合を促すコミュニケーションハブを整備する「ワー
クスタイルの変革」。

鹿島建設 ○ ●

May 2022：特集　
AKASAKA KX-
Project　鹿島トラン
スフォーメーション | 
KAJIMAダイジェスト 
| 鹿島建設株式会社

IoTを活用した建設現場の作
業者安全モニタリングシステ
ムを開発

安全で快適な作業環境を
整備

建設作業者の ⽣体情報や周囲環境（作業環境）をヘルメット取り付け型センサデバイスで
リアルタイムに監視。熱ストレスを把握することができる。計測した数値をクラウド上で解
析し、アラートを送信することで、現場監督者が適切に作業者の健康管理を⾏うことがで
きる。

戸田建設､村田
製作所

●

男性社員の育児参加推進
人が性別にとらわれず能
力を発揮できる社会の実
現

男性社員における仕事と家庭の両立ニーズが高まっている。社員とそのパートナーが互
いに働きながら家事や育児に関わる“ベストな共働きスタイル” を考えるフォーラムなどの
研修やセミナーを開催し、育児参画への理解促進および男性社員の育児休業取得を推
進するもの。

戸田建設､清水
建設､五洋建設、
NTT西日本､大和
ﾊｳｽ工業､ﾘｺｰ

●

これからの働き方を実現す
る「SHIMZ CREATIVE 
FIELD」

ニューノーマルにおける新
しい働き方

SHIMZ CREATIVE FIELDは、コロナ感染症のパンデミックを契機に、時間と場所を選ばな
い多様な働き方が進むなか、個人や組織のパフォーマンスの低下や帰属意識の希薄化
が懸念されるが、あたかも一つのオフィスにいるような感覚で一体感をもって仕事ができ
る“仮想”空間を創出。

清水建設 ○ ●

https://www.shimz.c
o.jp/company/about
/news-
release/2021/2021
020.html

ワークライフバランスによる
多様な働き方の推進

多様な働き方の実現

2017年にスタートしたワークライフバランス(WLB)向上活動は、社長を委員長とする「抜本
的全社生産性向上によるWLB向上委員会」の下で、多様性を尊重しながら、生産性向上
と「働きがい」や「やりがい」を高めることを目的としている。喫緊の課題として、作業所の4
週8閉所や2024年4月から建設業にも適用される、時間外労働の上限規制に照準を合わ
せて、活動を継続している。2021年は、時間管理意識のモードチェンジを目的に、社長メッ
セージと規制適用までの時間外上限目標のステップ計画を発信した。その実現の土台と
なる生産性向上のための竹中新生産システムやBIMを推進するとともに、作業所の働き
方改革推進体制を強化して負荷軽減施策を進めている。そうした活動の進捗や効果は、
社長が直接社員と対話を行うWLBダイアログで把握して次の施策につないでいる。

WLBダイアログの様子

竹中工務店 ● ○ ○ ○
https://www.takena
ka.co.jp/enviro/es_r
eport/pdf/2022/all.
pdf

https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221003_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221003_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221003_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221003_1.html
https://www.kajima.co.jp/news/digest/may_2022/feature/index.html
https://www.kajima.co.jp/news/digest/may_2022/feature/index.html
https://www.kajima.co.jp/news/digest/may_2022/feature/index.html
https://www.kajima.co.jp/news/digest/may_2022/feature/index.html
https://www.kajima.co.jp/news/digest/may_2022/feature/index.html
https://www.kajima.co.jp/news/digest/may_2022/feature/index.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2021/2021020.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2021/2021020.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2021/2021020.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2021/2021020.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2021/2021020.html
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/
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（閲覧日：2022年3月

31日）

SDGｓ17の目標

BIM等の活用による生産性
向上

生産性向上

生産活動全般にわたる業務改革である「竹中新生産システム」やＢＩＭの展開などにより、
徹底した業務のデジタル化を進めている。それと同時に、事業に関わる全てのデータを
2021年に運用を開始した「建設デジタルプラットフォーム」へ一元的に蓄積し、ＡＩ等を用い
たデータ利活用の高度化を図ることで、事業の効率化とともに、社会とお客様への新たな
価値創造を進めていく。

建設デジタルプラットフォーム

竹中工務店 ● ○ ○
https://www.takena
ka.co.jp/enviro/es_r
eport/pdf/2022/all.
pdf

2-2-3.ダイバーシティ&インクルージョン

ダイバーシティ経営

女性、外国人、高齢者、
チャレンジド（障がい者）な
ど、多様な人材の能力を最
大限発揮させ
ることにより、イノベーショ
ンの創出等の成果につな
げる

日建連では、2019年11月に「けんせつ小町活躍推進計画 (2020～2024年)」を策定し、「女
性のみならず建設業で働く全ての人達にとって、働きやすい、働き続けたい」と思われる
環境を実現していくため、「定着」、「活躍」、「入職」という3つのテーマを定め、様々な活動
を展開中。

日建連会員各社 ● ○ https://www.nikkenr
en.com/komachi/

建設業における女性の活躍
推進

女性のエンパワーメントを
推進

・企業における女性社員比率や管理職比率、役員比率等の向上
・仕事と育児・介護等を両立できる環境の整備や、女性および社員全体を対象とした意識
改革の推進
・女性が働きやすい職場環境（建設工事現場等）の整備
・協力会社を含むハラスメント研修の推進

日建連会員各社 ●

男性社員の育児参加推進
人が性別にとらわれず能
力を発揮できる社会の実
現

男性社員における仕事と家庭の両立ニーズが高まっている。社員とそのパートナーが互
いに働きながら家事や育児に関わる“ベストな共働きスタイル” を考えるフォーラムなどの
研修やセミナーを開催し、育児参画への理解促進および男性社員の育児休業取得を推
進するもの。

日建連会員各社 ●

https://www.shimz.c
o.jp/company/about
/news-
release/2021/2020
052.html

https://www.taisei.c
o.jp/about_us/wn/2
021/210513_8203.ht
ml

パラリンアートコンペの開催
障がい者がアートで夢を叶
える世界を作る

障がい者の自立支援活動をしている一般社団法人障がい者自立推進機構と共に「水」を
テーマにしたデザインコンペを実施。受賞作品は関連施設での展示、建設現場の仮囲
い、名刺デザイン、ノベルティグッズ等に活用。

障がい者自立推
進機構､飛島建
設

●

清水建設､大成
建設

●

障がい者の活躍推進に取り
組む国際イニシアチブ「The 
Valuable 500」に加盟

一人ひとりが個性を発揮で
きる、インクルーシブな社
会の実現

「The Valuable 500」は、障がい者がビジネス・社会・経済においてその価値を発揮できる
よう、ビジネスリーダーが自社のビジネスをインクルーシブにする改革を起こすことを目的
とした国際イニシアチブ。障がいの有無に関わらず、全ての従業員がお互いを尊重し、多
様な人財によるイノベーションを創出することを目指す。

https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.nikkenren.com/komachi/
https://www.nikkenren.com/komachi/
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2021/2020052.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2021/2020052.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2021/2020052.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2021/2020052.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2021/2020052.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2021/210513_8203.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2021/210513_8203.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2021/210513_8203.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2021/210513_8203.html
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SDGｓ17の目標

可能性アートプロジェクト

障がいがあるアーティスト
が、生きがいを感じながら
創作活動を続けられる社
会の構築

凸版印刷株式会社と一般社団法人障がい者アート協会の共同取組「可能性アートプロ
ジェクト」に賛同し、建設現場の仮囲いをアーティストの作品を公開する場として提供。

障がい者ｱｰﾄ協
会､凸版印刷､安
藤･ハザマ

●

https://www.obayas
hi.co.jp/ir/upload/im
g/ir2022.pdf

https://www.taisei.c
o.jp/saiyo/special_n
eeds/html/challeng
e/

https://www.taisei-
sx.jp/social/commu
nity/culture.html#an
c5

http://www.y-
hikari.jp/pdf/9gou.pd
f

障がい者に対するインターン
シップの受け入れ

障がい者の社会参加活動
をインターンシップを通じて
支援

継続的なインターンシップ受け入れの中で、2021年度はコロナ感染予防対策に十分留意
しながら東京都立特別支援学校の高校生2名の実習も受け入れた。

ﾌｼﾞﾀ ● フジタ高環境レポー
ト2022　P34

NPO法人J-Winへ参画 女性リーダーの育成
2007年より特定非営利活動法人ジャパン・ウィメンズ・イノベーティブ・ネットワークへ入会
し、女性管理職育成に取り組みへ参画している。毎期2名ずつ輩出し、これまでに累計24
名が活動に参加している。

ﾌｼﾞﾀ ● ○ https://j-win5.jp/

語学教育の展開
当社のグローバル人材開発センターでは、これまで日本人社員を対象とした語学教育（オ
ンライン英会話など）を展開していたが、2020年度より、日本を含めた15か国の拠点で外
国籍社員を対象とした日本語教育を開始。

三井住友建設
https://www.smcon.
co.jp/corporaterepo
rt_2021/feature/02.
pdf

中学生の印象に残るのは
“話”よりも“体験” 職業体験
を通し、本気で挑戦すること
の大切さを刻みこむ

当社は保有施設である「鉄道技術研修センター」を活用し、地域の小中学生向けの職場
体験や、目の不自由な方を対象にした駅や踏切付近の危険を学ぶ講習の受け入れを
行っている。当社は、これらの活動を通じ地域の方々と交流を図りながら、建設業に対す
る理解を深めていただけるよう取り組んでいる。

矢作建設

https://www.kenset
su-
kikin.or.jp/database/
pdf/工業高校・建設
会社の取組事例集
2020～建設業の魅
力を中学生へ伝える
ために～.pdf

○
東戸塚地域活動”ひかり”「障がい者の自立に向けた実習」におけるパン販売の支援を毎
週実施。(２０２０年２月以降、コロナ感染拡大防止のため自粛）

「障がい者の自立に向けた
実習」におけるパン販売支援

障がい者の自立

●
誰もが享受できる情報バリ
アフリー社会の実現

手話通訳・UDトーク（スマートデバイスを用いて音声を文字に変換することのできる聴覚
障がい者のためのアプリケーションソフト）の活用や、エレベーター全基にもユニバーサル
点字を導入するなど、高齢者・障害者を含む誰もが 情報に平等にアクセスできる社会を
実現する。

大成建設

情報アクセスの機会均等化
大成建設､大林
組

https://www.obayashi.co.jp/ir/upload/img/ir2022.pdf
https://www.obayashi.co.jp/ir/upload/img/ir2022.pdf
https://www.obayashi.co.jp/ir/upload/img/ir2022.pdf
https://www.taisei.co.jp/saiyo/special_needs/html/challenge/
https://www.taisei.co.jp/saiyo/special_needs/html/challenge/
https://www.taisei.co.jp/saiyo/special_needs/html/challenge/
https://www.taisei.co.jp/saiyo/special_needs/html/challenge/
https://www.taisei-sx.jp/social/community/culture.html#anc5

https://www.taisei-sx.jp/social/community/culture.html#anc5

https://www.taisei-sx.jp/social/community/culture.html#anc5

https://www.taisei-sx.jp/social/community/culture.html#anc5

https://www.taisei-sx.jp/social/community/culture.html#anc5

http://www.y-hikari.jp/pdf/9gou.pdf
http://www.y-hikari.jp/pdf/9gou.pdf
http://www.y-hikari.jp/pdf/9gou.pdf
https://www.fujita.co.jp/assets/file/FujitaER2022_p27-40.pdf
https://www.fujita.co.jp/assets/file/FujitaER2022_p27-40.pdf
https://j-win5.jp/
https://www.smcon.co.jp/corporatereport_2021/feature/02.pdf
https://www.smcon.co.jp/corporatereport_2021/feature/02.pdf
https://www.smcon.co.jp/corporatereport_2021/feature/02.pdf
https://www.smcon.co.jp/corporatereport_2021/feature/02.pdf
https://www.kensetsu-kikin.or.jp/database/pdf/工業高校・建設会社の取組事例集2020～建設業の魅力を中学生へ伝えるために～.pdf
https://www.kensetsu-kikin.or.jp/database/pdf/工業高校・建設会社の取組事例集2020～建設業の魅力を中学生へ伝えるために～.pdf
https://www.kensetsu-kikin.or.jp/database/pdf/工業高校・建設会社の取組事例集2020～建設業の魅力を中学生へ伝えるために～.pdf
https://www.kensetsu-kikin.or.jp/database/pdf/工業高校・建設会社の取組事例集2020～建設業の魅力を中学生へ伝えるために～.pdf
https://www.kensetsu-kikin.or.jp/database/pdf/工業高校・建設会社の取組事例集2020～建設業の魅力を中学生へ伝えるために～.pdf
https://www.kensetsu-kikin.or.jp/database/pdf/工業高校・建設会社の取組事例集2020～建設業の魅力を中学生へ伝えるために～.pdf
https://www.kensetsu-kikin.or.jp/database/pdf/工業高校・建設会社の取組事例集2020～建設業の魅力を中学生へ伝えるために～.pdf
https://www.kensetsu-kikin.or.jp/database/pdf/工業高校・建設会社の取組事例集2020～建設業の魅力を中学生へ伝えるために～.pdf


　　　　　　　　　 ・・・代表事例 ・・・・代表に類似した事例

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 参考資料

事例タイトル 目的・目標 具体的内容 参考図 実施主体

貧
困

飢
餓

保
険

教
育

ジ

ェ
ン
ダ
ー

水
・
衛
生

エ
ネ
ル
ギ
ー

経
済
成
長
と
雇
用

イ
ン
フ
ラ

、
産
業
化

、
イ
ノ
ベ
ー

シ

ョ
ン

不
平
等

持
続
可
能
な
都
市

持
続
可
能
な
消
費
と
生
産

気
候
変
動

海
洋
資
源

陸
上
資
源

平
和

実
施
手
段

URL、文献名、出典
（閲覧日：2022年3月

31日）

SDGｓ17の目標

大阪国際女子マラソンへの
協賛

大阪国際女子マラソンへの協賛活動を通じて、当社の思いや姿勢を示し、大阪の街を盛
り上げるため、女性アスリートを応援している。レースにかける選手たちの姿と、当社社員
がさまざまな困難を乗り越え、竣工というゴールに向けて建設の仕事に取り組む姿勢とが
重なり共感できたこと、大阪への貢献や女性活躍推進に力を入れていることから、今後も
大阪から世界に羽ばたく女性アスリートを応援していきたい考えである。

奥村組
OKUMURA 
CORPORATE 
REPORT 2021 P41

外国人労働者と障がい者雇
用の促進

現場における外国人労働者の受け入れを積極的に行っており、日本人を含む全入場者
数に占める外国人労働者の割合は4.8%となっている。工事現場では、外国人技能労働者
に対する配慮として、外国語で表記された新規入場者教育資料や安全看板の設置を行っ
ている。また、障がい者雇用は、現行の法定雇用率2.30%以上確保するよう雇用管理を
行っている。

奥村組
OKUMURA 
CORPORATE 
REPORT 2021 P10

オールジェンダートイレの導
入

本社屋にオールジェンダートイレを設置。
性別を問わず「誰もが働きやすい職場環境づくり」を目指して整備を進めている。

清水建設 ●
https://www.shimz.c
o.jp/company/about
/diversity/thought/

積極的な障がい者の採用 障がい者が就労できる農園型雇用の環境の創出。 鉄建建設
https://www.tekken.
co.jp/blog/000056.h
tml

全国の事業所や建設現場に
パラリンアーティストの
アート作品を展示

障がい者アート事業を行うパラリンアート（一般社団法人 障がい者自立推進機構（所在地 
: 東京都港区 代表理事 : 中井亮））のゴールドパートナーとして、「障がい者の自立支援」
を行っており、全国にある事業所や建設現場の仮囲いなどに、パラリンアートに登録して
いる障がい者アーティストが描いたアート作品を展示している。

奥村組
https://www.okumur
agumi.co.jp/newsrel
ease/2022/post-
27.html

礼拝室（プレイヤールーム）
の設置

2019年11月、本社に礼拝室（プレイヤールーム）を設置。礼拝室入り口には、ピクトグラム
を用いた案内表示を設けている。主にムスリムの方の利用を想定しているが、特定の宗
教に限定せず、祈祷・瞑想等にも利用が可能。

清水建設 ●
https://www.shimz.c
o.jp/company/about
/diversity/thought/

「みんなのトイレ」のサイン制
作を知的障がい者授産施設
へ依頼

多様な人材が働きやすい
職場環境の提供

2022年４月、多様な属性を持つ社員が働きやすい職場づくりの一環として本社・東京本店
のオフィスに、オールジェンダートイレを設置。看板は知的障がい者授産施設（大田区立く
すのき園）が制作。

大林組 ● ●
https://www.obayas
hi.co.jp/ir/upload/im
g/ir2022.pdf#26

https://www.shimz.co.jp/company/about/diversity/thought/
https://www.shimz.co.jp/company/about/diversity/thought/
https://www.shimz.co.jp/company/about/diversity/thought/
https://www.tekken.co.jp/blog/000056.html
https://www.tekken.co.jp/blog/000056.html
https://www.tekken.co.jp/blog/000056.html
https://www.okumuragumi.co.jp/newsrelease/2022/post-27.html
https://www.okumuragumi.co.jp/newsrelease/2022/post-27.html
https://www.okumuragumi.co.jp/newsrelease/2022/post-27.html
https://www.okumuragumi.co.jp/newsrelease/2022/post-27.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/diversity/thought/
https://www.shimz.co.jp/company/about/diversity/thought/
https://www.shimz.co.jp/company/about/diversity/thought/
https://www.obayashi.co.jp/ir/upload/img/ir2022.pdf#26
https://www.obayashi.co.jp/ir/upload/img/ir2022.pdf#26
https://www.obayashi.co.jp/ir/upload/img/ir2022.pdf#26
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SDGｓ17の目標

ユニバーサル点字「Braille 
Neue（ブレイルノイエ）」の導
入

多様な人材が働きやすい
職場環境の提供

2022年４月、多様な属性を持つ社員が働きやすい職場づくりの一環として本社・東京本店
のオフィスのエレベーター全基に、「Braille Neue（ブレイルノイエ）」という目が見える人も
見えない人も、同じ情報を共有できるユニバーサル点字を導入。設置は障がい者を雇用
するオーク・フレンドリーサービスが実施。

大林組 ●
https://www.obayas
hi.co.jp/diversity_incl
usion/torikumi.html#
number3

多様な人々の健やかで働き
がいのある環境の実現

ダイバーシティ（多様性）の
促進

当社では性別、国籍、年齢、障がいの有無などに関わらず、誰もが活躍できる職場環境
の実現を目指している。多様性の中でも女性活躍の促進・職域拡大に取り組んでおり、け
んせつ小町工事チームの活動促進など、作業所での女性活躍環境づくりを継続的に行っ
ている。育児と仕事の両立支援においては、2020年に育児・介護のための在宅勤務及び
短時間フレックスタイム制度の導入、また外勤を対象にバリアブル勤務の導入、全社員を
対象に時間単位年次有給休暇の導入など、フレキシブルな働き方を可能にした。シニア
層の豊富な経験とスキルを活かした活躍を目的とした施策を進めている。

けんせつ小町
竹中工務店 ● ●

https://www.fujita.c
o.jp/_wp/wp-
content/uploads/20
16/08/1d4bc6a4c5a
a51399abda73d973b
8349.pdf

https://www.fujita.c
o.jp/info/2252/

高精度音声ナビゲーション・
システム 「インクルーシブ・
ナビ」

外国人・障がい者の方を含
めたあらゆる人びとの活動
を支援できる都市環境の
構築と、それらを活用した
日本の「おもてなし」の進
化、バリアフリー・ストレス
フリーな街づくりの実現

ビーコンの発信電波強度に基づいた高精度な屋内測位を特徴とする屋内外音声ナビ
ゲーション・システムとIBM Cloud上で提供するWatsonの対話機能を連携し、車いす利用
者、ベビーカー利用者、視覚障がい者を含む来街者（日本語、英語）をそれぞれに適した
誘導方法により目的地まで快適に案内する。

三井不動産､清
水建設､日本IBM

●

https://www.shimz.c
o.jp/company/about
/news-
release/2019/2019
020.html

「屋内農園」の新設 多様な人材の活躍

障がいのある方が仕事や職場に適応・定着してキャリア形成できるよう、個々の適応状態
に配慮した雇用条件や職場環境の整備に取り組んでいる。
2022年3月からは、株式会社スタートラインが運営する屋内農園型障がい者雇用支援
サービス「IBUKI （いぶき）」と連携し、「新たな活躍の場」を提供している。

屋内農園で働く当社の社員

竹中土木 ○ ● ○

礼拝室設置
多様性を尊重して、より気
持ち良く働ける職場環境づ
くりのため

2021年12月より、本社ビル内に礼拝室を設置している。
入口外側には、英語表示と合わせてピクトグラムを表示した。
入口内側には足洗場を設置し、 礼拝室内にはメッカのカーバ神殿の方角（真西から北３０
度の北西）を天井に表示している。
尚、ムスリムの方以外の利用も可能である。

五洋建設 ○ ●

●

特定非営利活動
法人日本視覚障
害者柔道連盟､
一般社団法人日
本身体障がい者
水泳連盟､ﾌｼﾞﾀ

障がい者パラ支援

障がい者の社会参加活動
を支援し、誰もが心豊かに
生きる社会の実現に寄与
する。

スポーツを通して障がい者の社会参加活動を支援する団体の活動に共感し、支援するた
め、JRJF（特定非営利活動法人日本視覚障害者柔道連盟）、JPSF（一般社団法人日本
身体障がい者水泳連盟）とオフィシャルパートナー契約を締結した。
2016年8月　JPSFとオフィシャルパートナー契約。
2019年4月　JBJFとオフィシャルパートナー契約。

https://www.obayashi.co.jp/diversity_inclusion/torikumi.html#number3
https://www.obayashi.co.jp/diversity_inclusion/torikumi.html#number3
https://www.obayashi.co.jp/diversity_inclusion/torikumi.html#number3
https://www.obayashi.co.jp/diversity_inclusion/torikumi.html#number3
https://www.fujita.co.jp/_wp/wp-content/uploads/2016/08/1d4bc6a4c5aa51399abda73d973b8349.pdf
https://www.fujita.co.jp/_wp/wp-content/uploads/2016/08/1d4bc6a4c5aa51399abda73d973b8349.pdf
https://www.fujita.co.jp/_wp/wp-content/uploads/2016/08/1d4bc6a4c5aa51399abda73d973b8349.pdf
https://www.fujita.co.jp/_wp/wp-content/uploads/2016/08/1d4bc6a4c5aa51399abda73d973b8349.pdf
https://www.fujita.co.jp/_wp/wp-content/uploads/2016/08/1d4bc6a4c5aa51399abda73d973b8349.pdf
https://www.fujita.co.jp/_wp/wp-content/uploads/2016/08/1d4bc6a4c5aa51399abda73d973b8349.pdf
https://www.fujita.co.jp/info/2252/
https://www.fujita.co.jp/info/2252/
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2019/2019020.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2019/2019020.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2019/2019020.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2019/2019020.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2019/2019020.html
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SDGｓ17の目標

2-2-4.担い手確保・人材育成

大林組林友会教育訓練校 技能労働者の確保と育成

・協力会社の技能労働者の育成と次世代への技能伝承を目的に、教育訓練校を開校
（同教育訓練校は厚生労働者の制度を活用した職業訓練実施広域団体）
・カリキュラムとして、31日間の若年育成コース（とび・鉄筋・型枠）や、４日間の建設技能
スキルアップコース（短期CAD習得）などがあり、多数の修了者を輩出している。

大林組、大林組
林友会連合会

● ○ ○ http://www.kunrenk
o.com/introduce

理工チャレンジ（リコチャレ）
支援

女性が様々な分野にチャレ
ンジしていくことにより、多
様な視点や発想が加わり、
活力ある生き生きとした社
会を実現する。

内閣府男女共同参画局や大学、団体、企業が、理工系分野で活躍する女性からのメッ
セージを紹介したり、職場体験などを実施して、女子中高生・女子学生が、理工系分野に
興味・関心を持ち、将来の自分をしっかりイメージして進路選択（チャレンジ）することを応
援する取り組み。

安藤･ハザマ､大
林組､大成建設

●

「理工チャレンジ（リコチャ
レ）」へ参画

建設業では少ない女性就
業者を増加させるため、女
子学生の理工系分野の進
路選択を促進する

職場見学・仕事体験・女性技術者や研究者との交流の場を提供し、女子中高生・女子学
生の理工系分野への進路選択を促進している。

ﾌｼﾞﾀ ● ○ フジタ高環境レポー
ト2022　P39

STML教育支援

内閣府男女共同参画局、文部科学省総合教育政策局、一般社団法人日本経済団体連
合会が推進する「理工チャレンジ（リコチャレ）～女子小中高生の理工系分野への選択
～」の取り組みに賛同し、2015年より「夏のリコチャレ～理工系のお仕事体感しよう！～」
に参加している。

大成建設
https://www.taisei-
sx.jp/social/commu
nity/culture.html#an
c14

けんせつ小町（建設業で働く
すべての女性の愛称）

建設業に携わるすべての
人が働きやすく、働き続け
たいと思われる環境づくり

女性にとっても働きやすく、働き続けられる建設業を目的に活動がスタートしたが、 現在
では、みんなが働きやすい、働き続けたい建設業の実現を目的に活動。
HPを通じて小中高生や女子学生を対象とした建設業の職種や体験談の紹介および現場
見学会を開催。また、女性が活躍する工事チームや職場環境での快適向上の工夫など
優良事例を発信。さらに、建設業をもっと知りたくなる様々な動画を配信し、建設業の魅力
を広く紹介。

日建連会員各社 ●

中学生の印象に残るのは
“話”よりも“体験” 職業体験
を通し、本気で挑戦すること
の大切さを刻みこむ

当社は保有施設である「鉄道技術研修センター」を活用し、地域の小中学生向けの職場
体験や、目の不自由な方を対象にした駅や踏切付近の危険を学ぶ講習の受け入れを
行っている。当社は、これらの活動を通じ地域の方々と交流を図りながら、建設業に対す
る理解を深めていただけるよう取り組んでいる。

矢作建設

https://www.kenset
su-
kikin.or.jp/database/
pdf/工業高校・建設
会社の取組事例集
2020～建設業の魅
力を中学生へ伝える
ために～.pdf

https://www.penta-
ocean.co.jp/compan
y/csr/society/visit/
index.html

https://www.penta-
ocean.co.jp/compan
y/csr/society/inter
n/index.html

国内外において、現場や技
術研究所での見学会や研修
受け入れ等を継続的に実施

未知のものへの好奇心を
持って頂くため
建設業の魅力や職業を
知って頂くため
実際の現場を肌で感じて頂
くため

国内外において、現場や技術研究所での見学会や研修受け入れ等を継続的に実施して
いる。幼稚園児、児童、生徒、学生、そして教員等、対象者に合わせた活動を行っている。
未知のものへの好奇心を持って頂くきっかけとして、建設業の魅力や職業を知って頂く機
会として、そして実際の現場を肌で感じて頂く機会として重要な活動と認識している。

五洋建設 ● 〇

https://www.obayashi.co.jp/ir/upload/img/ir2022.pdf#page=34
https://www.obayashi.co.jp/ir/upload/img/ir2022.pdf#page=34
https://www.fujita.co.jp/assets/file/FujitaER2022_p27-40.pdf
https://www.fujita.co.jp/assets/file/FujitaER2022_p27-40.pdf
https://www.taisei-sx.jp/social/community/culture.html#anc14
https://www.taisei-sx.jp/social/community/culture.html#anc14
https://www.taisei-sx.jp/social/community/culture.html#anc14
https://www.taisei-sx.jp/social/community/culture.html#anc14
https://www.kensetsu-kikin.or.jp/database/pdf/工業高校・建設会社の取組事例集2020～建設業の魅力を中学生へ伝えるために～.pdf
https://www.kensetsu-kikin.or.jp/database/pdf/工業高校・建設会社の取組事例集2020～建設業の魅力を中学生へ伝えるために～.pdf
https://www.kensetsu-kikin.or.jp/database/pdf/工業高校・建設会社の取組事例集2020～建設業の魅力を中学生へ伝えるために～.pdf
https://www.kensetsu-kikin.or.jp/database/pdf/工業高校・建設会社の取組事例集2020～建設業の魅力を中学生へ伝えるために～.pdf
https://www.kensetsu-kikin.or.jp/database/pdf/工業高校・建設会社の取組事例集2020～建設業の魅力を中学生へ伝えるために～.pdf
https://www.kensetsu-kikin.or.jp/database/pdf/工業高校・建設会社の取組事例集2020～建設業の魅力を中学生へ伝えるために～.pdf
https://www.kensetsu-kikin.or.jp/database/pdf/工業高校・建設会社の取組事例集2020～建設業の魅力を中学生へ伝えるために～.pdf
https://www.kensetsu-kikin.or.jp/database/pdf/工業高校・建設会社の取組事例集2020～建設業の魅力を中学生へ伝えるために～.pdf
https://www.penta-ocean.co.jp/company/csr/society/visit/index.html
https://www.penta-ocean.co.jp/company/csr/society/visit/index.html
https://www.penta-ocean.co.jp/company/csr/society/visit/index.html
https://www.penta-ocean.co.jp/company/csr/society/visit/index.html
https://www.penta-ocean.co.jp/company/csr/society/intern/index.html
https://www.penta-ocean.co.jp/company/csr/society/intern/index.html
https://www.penta-ocean.co.jp/company/csr/society/intern/index.html
https://www.penta-ocean.co.jp/company/csr/society/intern/index.html
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（閲覧日：2022年3月

31日）

SDGｓ17の目標

建設業の魅了を次世代に伝
える公開講座「シミズオープ
ンアカデミー」

全国の青少年や一般の方々を対象とした、無料の公開講座を開設。建設に関する興味・
関心をより深めていただけるよう、多彩なプログラムを通じて専門家が分かりやすく解説を
行っている。

清水建設 ●
https://www.shimz.c
o.jp/company/csr/s
oa/

地元学生や地域住民を対象
とした現場見学会の開催

建設工事への理解を深めて頂くため、地元学生や地域住民、大学生を対象とした全国の
工事所での現場見学会を実施している。また、大学生には就業体験機会であるインター
ンシップの受け入れも継続して実施している。

奥村組
OKUMURA 
CORPORATE 
REPORT 2021 P42

地元小中学校に対する出前
授業

地元小中学校に対する、職業講話、体験学習などの出前授業。 本間組
https://www.honma
gumi.co.jp/company
/sdgs/

小・中学生向けキャリア教育
教材「おしごと年鑑2022」に
協賛

将来を担う小中学生の建
設業への関心を高める

将来を担う小・中学生の建設業への関心を高めるため、朝日新聞社が発行するキャリア
教育教材「おしごと年鑑2022」に協賛している。「おしごと年鑑」は、朝日新聞社が進める
キャリア教育支援プロジェクト「おしごとはくぶつかん」の事業として発行される、企業や団
体の仕事を分かりやすく解説した教材。2016年の創刊より、毎年全国の小中学校、教育
委員会、こども食堂などに寄贈されている。

朝日新聞社､協
賛:ﾌｼﾞﾀ他

● ○ https://www.fujita.c
o.jp/info/11625/

専門学校学生を対象とした
奨学金制度に協賛

建設業界で将来活躍する人材を育むことに役立ててもらうため、学費を免除する奨学金
制度に協賛している。

東亜建設工業
https://ssl.asano.ac.
jp/scholarship/

「大成建設外国人留学⽣奨
学金」制度の設立

日本との懸け橋として活躍
する次世代建設技術者の
人材育成

国内の大学に在籍する私費外国人留学生に向けた奨学金制度を2017年9月に設立。
2022年度は、第四期生としてマレーシア人留学生1名、ベトナム人留学生4名、インドネシ
ア人留学生1名が選ばれ、奨学金を支給。

大成建設
https://www.taisei-
sx.jp/social/commu
nity/culture.html#an
c2

フジタ次世代建設技術共同
研究講座の設置

先端技術の研究開発の促
進、および広島大学スマー
トシティコンソーシアムとの
連携により地方創生を図る

広島⼤学⼤学院先進理工系科学研究科に講座を設置し、微生物を活用したコンクリート
構造物の施工、地盤改良などの先端技術の研究開発を行っている。
共同研究による効率的な先端技術の研究開発の推進と、フジタと広島大学スマートシティ
共創コンソーシアムとの連携による相乗効果の実現を目指す。

広島大学･ﾌｼﾞﾀ ○ ●

https://www.fujita.c
o.jp/_wp/wp-
content/uploads/20
22/06/20220630_R
elease.pdf

「安藤ハザマひとづくり財団」
設立

・協力会社の担い手確保施策に対する支援を実施 安藤･ハザマ
https://www.ad-
hzm-zaidan.or.jp/

https://www.shimz.co.jp/company/csr/soa/
https://www.shimz.co.jp/company/csr/soa/
https://www.shimz.co.jp/company/csr/soa/
https://www.honmagumi.co.jp/company/sdgs/
https://www.honmagumi.co.jp/company/sdgs/
https://www.honmagumi.co.jp/company/sdgs/
https://www.fujita.co.jp/info/11625/
https://www.fujita.co.jp/info/11625/
https://ssl.asano.ac.jp/scholarship/
https://ssl.asano.ac.jp/scholarship/
https://www.taisei-sx.jp/social/community/culture.html#anc2
https://www.taisei-sx.jp/social/community/culture.html#anc2
https://www.taisei-sx.jp/social/community/culture.html#anc2
https://www.taisei-sx.jp/social/community/culture.html#anc2
https://www.fujita.co.jp/_wp/wp-content/uploads/2022/06/20220630_Release.pdf
https://www.fujita.co.jp/_wp/wp-content/uploads/2022/06/20220630_Release.pdf
https://www.fujita.co.jp/_wp/wp-content/uploads/2022/06/20220630_Release.pdf
https://www.fujita.co.jp/_wp/wp-content/uploads/2022/06/20220630_Release.pdf
https://www.fujita.co.jp/_wp/wp-content/uploads/2022/06/20220630_Release.pdf
https://www.ad-hzm-zaidan.or.jp/
https://www.ad-hzm-zaidan.or.jp/
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（閲覧日：2022年3月

31日）

SDGｓ17の目標

次世代に向けた人材育成へ
の取り組み

当社入社時に職務遂行能力に応じた階層ごとの研修や、各職種に求められる専門的知
識の習得を目的とした職種別研修や安全衛生教育、法務研修などを実施している。入社
時研修では、建設技能者の育成施設である富士教育訓練センターにて技能体験実習を
実施しており、安全、品質、工程管理等の施工管理能力の向上を図るとともに、同期社員
同士のつながりを深める機会を設けている。

奥村組
OKUMURA 
CORPORATE 
REPORT 2021 P45-
46

海外主要拠点において、グ
ローバル人事制度を導入・
運用

外国人職員のエンゲージメ
ント向上

2017年度から国際部門の主要拠点であるシンガポールと香港の外国人職員を対象とした
人事評価制度を導入し、2018年7月からは等級・報酬制度も導入した。
目標達成の動機づけと人材開発の促進、上司・部下とのコミュニケーション促進を図り、
目標達成に対して適切にインセンティブを持たせ、報酬に国際部門の業績や評価を反映
させることで、外国人職員のエンゲージメントを高めている。

五洋建設 ● ○
https://www.penta-
ocean.co.jp/compan
y/csr/report/2022/
pdf/2022_11.pdf

「鹿島パートナーカレッジ」
技術者や技能労働者、経
営幹部を計画的に育成・確
保

協力会社組織である鹿島事業協同組合と連携し、協力会社の人材育成を目的とした「鹿
島パートナーカレッジ」を設立。
　本カレッジでは、将来の鹿島マイスターや経営幹部の候補者を対象に、自身の職種や
担当工事だけでなく、現場や会社、さらには建設業界全体を俯瞰できる幅広い視野とリー
ダーシップを有する人材を育成する。

鹿島建設 ○ ● ○

協力会社の人材育
成を目的とした「鹿
島パートナーカレッ
ジ」を設立| プレスリ
リース | 鹿島建設株
式会社 (kajima.co.jp)

技能労働者の教育・訓練施
設「清水匠技塾」

技能労働者の確保・育成

建設技能労働者の高齢化が進む中、工事現場の生産体制を維持していくためには、新規
入職者の確保とともに、適応・定着を図るための継続的な教育・訓練が不可欠であり、協
力会社組織「兼喜会（かねきかい）」と連携して、技能労働者の入職促進、入職後の教育・
訓練の取組みを強化・拡充していくため、専用施設として建設・運営している。

清水建設 ●

https://www.shimz.c
o.jp/company/about
/news-
release/2020/2020
016.html

後継経営者研修 後継経営者の育成・教育
大林組林友会（協力会社組織）から推薦を受けた次期後継者を対象に、経営者に必要と
される能⼒や⼈材育成の重要性について学ぶ機会を設ける。

大林組､大林組
林友会連合会

● ○ ○
https://www.obayas
hi.co.jp/ir/upload/im
g/ir2022.pdf#page=3
4

高校向け探究教材「100年を
創造するチカラ」

次世代教育 高校の「総合的な探究の時間」に活用できる教材を無償提供。 鹿島建設 ●

高校向け探究教材
「100年を創造するチ
カラ」 | サステナビリ
ティ | 鹿島建設株式
会社 (kajima.co.jp)

戸田みらい基金を設立

建設産業の未来を支える
「担い手」の育成に向けた
各種支援事業を通じて、産
業全体の発展に貢献する

・若手技能者の採用や育成に資する活動に対する助成
・建設に関する教育振興に係る助成事業
・女性技能者の継続就労に対する助成
・外国人技能実習生の受け入れに係る助成

戸田建設 ● 戸田みらい基金（戸
田建設）

前田建設と一緒に工事を行
う協力会社「TEAMーZ」（前
友会）

建設技能者の人材を確保
し、育成していくことが、建
設産業の魅力を高め、品
質の高い社会基盤の整備
に繋がる

前田建設のWEBサイトにて協力会社の求人情報、職場環境、福利厚生等を発信すること
で担い手確保支援を進め、工事施工に必要となる公的資格の取得支援や勉強会の開
催、グループの工事現場における実績と技術力を評価する表彰制度や勤務実績に応じた
支給金制度によって人材育成支援を進めている。

前田建設工業 ● ○ https://team-z.jp/

https://www.penta-ocean.co.jp/company/csr/report/2022/pdf/2022_11.pdf
https://www.penta-ocean.co.jp/company/csr/report/2022/pdf/2022_11.pdf
https://www.penta-ocean.co.jp/company/csr/report/2022/pdf/2022_11.pdf
https://www.penta-ocean.co.jp/company/csr/report/2022/pdf/2022_11.pdf
https://www.kajima.co.jp/news/press/202010/27m1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/202010/27m1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/202010/27m1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/202010/27m1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/202010/27m1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/202010/27m1-j.htm
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2020/2020016.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2020/2020016.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2020/2020016.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2020/2020016.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2020/2020016.html
https://www.obayashi.co.jp/ir/upload/img/ir2022.pdf#page=34
https://www.obayashi.co.jp/ir/upload/img/ir2022.pdf#page=34
https://www.obayashi.co.jp/ir/upload/img/ir2022.pdf#page=34
https://www.obayashi.co.jp/ir/upload/img/ir2022.pdf#page=34
https://www.kajima.co.jp/sustainability/social_contribution/program/high_school_100/index.html
https://www.kajima.co.jp/sustainability/social_contribution/program/high_school_100/index.html
https://www.kajima.co.jp/sustainability/social_contribution/program/high_school_100/index.html
https://www.kajima.co.jp/sustainability/social_contribution/program/high_school_100/index.html
https://www.kajima.co.jp/sustainability/social_contribution/program/high_school_100/index.html
https://www.toda-mirai.or.jp/
https://www.toda-mirai.or.jp/
https://team-z.jp/
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31日）

SDGｓ17の目標

ウェルネス建築の推進
心身の健康と豊かな生活
環境の確保

人が健康になる空間を目指して、ウェルネス建築を推進している。竹中工務店の新入社
員が共同生活をする「深江竹友寮」の建替えでは、シェアリビングを中心とした交流の誘
発、自然を取り込み、寮生の心身の健康と豊かな生活を支える環境を実現し、集合住宅と
しては日本初となるWELL認証「Silver」ランクの認証を取得した。

竹中工務店竹友寮

竹中工務店 ● ○ ○ ○
https://www.takena
ka.co.jp/enviro/es_r
eport/pdf/2022/all.
pdf

小学生対象の建築を学ぶ
ワークショップの開催

社会貢献活動の推進

茨城県の水戸市新市民会館等施設建築物新築工事作業所で、TAKENAKAキッズプログ
ラム「たてもの探検隊」を開催した。これは、建設中の作業所に地域の小学生を招き、建
物の特徴を見て触れて感じてもらう体験型の企画で、今回は、やぐら広場の空間を構成
する「燃エンウッド®」に着目して、木を使用する背景や伝統的な木組みの仕組みを学んで
もらった。参加した小学生からは、「木や見学した建物についてもっと知りたくなった」とい
う嬉しい感想をいただいた。 木組み模型で、木をつなぐ仕組みを学ぶ

竹中工務店 ● ○ ○
https://www.takena
ka.co.jp/enviro/es_r
eport/pdf/2022/all.
pdf

https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
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2.建設業のあるべき姿

2-3.技術開発

建設機械の遠隔自動制御に
よる月面作業

宇宙開発（遠隔操作と自動
制御の協調による遠隔施
工システムの実現）

将来、月面に基地を作ることを目指して1000キロ離れたところにある建設機械を遠隔操作
で動かす実験を行った。、さらに離れた場所での遠隔操作も今後、試すことにしている。

国立研究開発法
人宇宙航空研究
開発機構
(JAXA)､鹿島建
設

●
https://www.jaxa.jp/
press/2021/05/202
10518-1_j.html

Shimz デジタルゼネコン

リアルなものづくりの知恵
と先端デジタル技術によ
り、ものづくりをデジタルで
行い、リアルな空間とデジ
タルな空間・サービスを提
供

①ものづくりをデジタル：プロジェクトの上流から下流まで一貫したデータ連携体制を構築
し、デジタルなものづくりを目指す。②デジタルな空間・サービスを提供：都市や建物のデ
ジタルツイン活用によるサービスを提供し、顧客の資産価値向上や運営管理の効率化、
利用者の利便性や安全・安心の向上に貢献。③ものづくりを支えるデジタル：従業員がい
つでもどこでも安全に業務を実行。

清水建設 ○ ● ○ ○

https://www.shimz.c
o.jp/company/about
/news-
release/2021/2021
023.html

微生物燃料電池（MFC)を」応
用したCO2変換セルによるメ

タン生成

底質浄化で得られた電力
で直接CO2をメタンに変換

し、従来のCO2変換に必要

な外部エネルギーや光エ
ネルギーを削減又は不要
化

MFCで構築した発電微生物菌相を用いた底質浄化型アノード（負極）と、CO2をメタンに変

換する微生物（メタン生成菌）を植種したカソード（正極）槽を統合したCO2変換セルによ

り、装置内に発生した電流のうち50%近くをCO2からのメタン変換に利用することができる。

また、CO2をメタンに変換するカソードの微生物にはメタン生成古細菌のほか、ジオバク

ターなどの発電微生物が関わっていることを明らかにした。

西松建設 ○ ● ○ ○ ○
https://www.nishima
tsu.co.jp/news/202
0/mfcco2co2.html

スタートアップ企業への出資

小型海水淡水化装置によ
る水事業の普及拡大によ
り、水源確保が困難な工事
現場や船舶および離島で
の活用などが目的。今後
はインフラ整備が成長に追
いつかない新興国への展
開により、SDGsへの貢献
を目指す。

2019年3月に海水淡水化装置を製造販売するワイズグローバルビジョン（株）（沖縄県うる
ま市）に出資。（第三者割当増資引受）
同社の海水淡水化装置の活用により、近隣の海や河川から工事用水の調達が可能 とな
り、主に沿岸・山間部での土木工事で、運搬コストの削減などのメリットが期待 できる（当
社作業所で試行中）。

戸田建設 ●

建設ロボットの業界連携 ロボットの技術開発

当社は他社に呼びかけ、業界3社による技術連携「建設RX※プロジェクト」の活動を開始
した。技術連携の基本合意書に基づき、技術開発や相互利用を積極的に進めるととも
に、こうした取り組みを広く業界全体に働きかけていくことにより、建設業が抱える諸課題
の解決に尽力し、社会に貢献する。
※RX：ロボティクス トランスフォーメーション。デジタル変革（DX）になぞらえ、ロボット変革
（Robotics Transformation）の意

竹中工務店
鹿島
清水建設

● ○ ○
https://www.takena
ka.co.jp/enviro/es_r
eport/pdf/2022/all.
pdf

スーパー台風も想定できる
数値風洞「Kazamidori®」を開
発

風による影響の数値シュミ
レーション

当社は、時々刻々と大きく変化する風が建物に与える影響を数値シミュレーションで高精
度に予測する数値風洞「Kazamidori®」を開発した。数値風洞「Kazamidori」は、風の強さや
流れをコンピュータ上で予測、可視化し、風荷重（建物が風から受ける力）や風速を評価
することで、建築と屋外の風に関する様々な問題を解決する。

竹中工務店 ○ ●
https://www.takena
ka.co.jp/news/2020
/09/02/index.html

SDGｓ17の目標
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SDGｓ17の目標

https://www.penta-
ocean.co.jp/busines
s/tech/civil/oceani
c/vblock.html

https://www.penta-
ocean.co.jp/busines
s/tech/civil/oceani
c/keyelement.html

https://www.penta-
ocean.co.jp/busines
s/project/pj_story/2
020/34.html

リアルタイム現場管理システ
ム「3D K-Field」

スマートシティにおける空
間情報データ連携基盤の
構築

建設現場における資機材の位置や稼働状況、人の位置やバイタル情報等をリアルタイム
に3次元で表示する「3D K-Field」を、HICityの施設運営ツールとして導入した。本システム
を施設のデジタルツインとして活用し、各施設や自律走行バスの混雑状況ならびに施設
管理スタッフやサービスロボットの稼働状況を把握することで、来場者の満足度の向上や
合理的な施設管理・運営を目指す。

鹿島建設 ●
https://www.kajima.
co.jp/news/press/2
02010/28a1-j.htm

月や火星に住むための人工
重力施設に関する共同研究

人類の宇宙進出に向けた
課題解決

以下3つの構想の実現に向けた研究。
ⅰ．月・火星での生活基盤となる人工重力居住施設「ルナグラス・マーズグラス」
ⅱ．宇宙に縮小生態系を移転するためのコンセプト「コアバイオーム」
ⅲ．惑星間を移動する人工重力交通システム「ヘキサトラック」

京都大学、鹿島
建設

●

https://www.kyoto-
u.ac.jp/sites/default
/files/inline-
files/220706-press-
682b4f3f4eb849d5c
49ee9e4dc899a59.p
df

2-3-1.i-Construction

建設機械を無人制御できる
システム（i-Construction推
進）

労働力不足の解消や生産
性向上

GPS等の位置情報が届かないトンネル坑内での無人建設機械の自動運転を国内で初め
て実現。建設機械の周辺環境を示す地図作成と自己位置推定を3次元で同時に行う
SLAM技術を活用した位置情報取得技術「T-iDraw Map」の開発・導入により、随時位置情
報を取得でき、施工現場の周辺環境変化に的確に対応した自動運転が可能。

大成建設 ●
https://www.taisei.c
o.jp/about_us/wn/2
021/210611_8304.ht
ml

無人情報化施工システム
災害から人々の生命や生
活、財産を守りたい

無人化施工によるブルドーザ排土板制御システム。GPSによる無人測量システムや３次
元バックホウ誘導システム、転圧・敷均し管理システムを開発、導入して無人情報化施工
システム。

熊谷組 ○ ●
https://www.kumaga
igumi.co.jp/tech/dis
aster/disaster/01.ht
ml

3Dプリンターによる建屋建設 工期短縮および省力化
セメント系材料を用いた3Dプリンターによる建築物として、国内初の建築基準法に基づく
国土交通大臣の認定を取得した構造形式を用いた「（仮称）3Dプリンター実証棟」を建設。

大林組 ●
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20220610_1.h
tml

〇
（
安

心

安

全

な

労

働

環

境

）

●

最終継手部をプレキャスト化した「Vブロック工法」と、その接合原理を応用した「キーエレ
メント工法」によって、沈埋トンネル工事の施工性と安全性が大幅に向上した。
キーエレメント工法は、東京港海の森トンネルにも採用された。
同トンネルは、中央防波堤地区の開発に伴う交通量の増大に対応し、円滑な物流を確保
するため、有明側とを結ぶ主動線として整備されたものである。

五洋建設 ○ ○
沈埋トンネル工法
（Vブロック工法、キーエレメ
ント工法）

沈埋トンネル工事における
施工安全性、工期短縮に
貢献
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SDGｓ17の目標

ビジュアル工程管理システ
ム「プロミエ」

・マルチ画面化によるプロ
ジェクト内の複数の工事の
一元管理
・業務の効率化と生産性向
上

BIMモデルを活用して建設プロジェクト全体の工事別進捗をリアルタイムで管理できるビ
ジュアルプロジェクト管理システム「プロミエ」を開発。

大林組 ●
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20220516_1.h
tml

大規模土工事の無人化施工
（福島県飯館村）

作業環境の劇的な改善や
建設機械との接触などによ
る事故の撲滅

建設現場の安全性と生産性の向上を目的として、土工事の無人化施工技術の開発を
行っている。2021年10月から2022年6月まで実施した福島県飯舘村における現場実証で
は、作業内容を入力・指示することで、複数台の建設機械が連動して協調運転するよう制
御する建機フリートマネジメントシステム（建機FMS）を構築し、3台の建設機械を自動・自
律運転で連携させた盛土工事を実施した。

大林組 ○ ●
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20220422_1.h
tml

建築設計の初期段階の作業
を効率化「AiCorb」

AIを活用した迅速な設計提
案による
・顧客満足度のさらなる向
上
・業務効率化を通した設計
者の新たな働き方の実現

SRI Internationalと共同で、スケッチや3Dモデルからさまざまなファサードデザインを提案
できるAI技術AiCorb（アイコルブ）を開発。

大林組、SRI 
International
（米）、Hypar（米）

●
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20220301_3.h
tml

クレーンの遠隔操縦・自律運
転

生産性・安全性の向上
AIによって最適な運搬ルートを自動生成し、そのルートに沿って自律で運転する「クレーン
自律運転システム」を開発。遠隔地のパソコンやタブレットで作業を指示することでクレー
ンは自律運転する為、場所を問わず操作が可能。

大林組 ●
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20210930_2.h
tml

山岳トンネル統合システム
「OTISM」（オーティズム）

安全性向上・省人化・品質
向上

山岳トンネルの施工における生産性の飛躍的向上を目指した山岳トンネル統合システム
「OTISM」を構築。掘削作業の安全性向上・省人化、覆工の品質向上・省力化、計測・評価
による意思決定の合理化を統合的に実現。

大林組 ○ ● ○
https://www.obayas
hi.co.jp/tunnelworld
/system/mountain/

MR施工管理アプリ
「holonica」（ホロニカ）

円滑な情報共有と業務を
効率化による生産性向上
と高度な施工管理の実現

MR技術を活用し、実際の施工場所にBIMデータを重ね合わせて表示することで、施工管
理業務を効率化するアプリ「holonica」を開発。

大林組 ●
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20210419_2.h
tml

建設機械の自動運転を核と
した次世代建設生産システ
ム「A4CSEL（クワッドアクセ
ル）」

生産性と安全性の飛躍的
に向上

作業指示を送ることで、自動化された建設機械が自律・自動運転を行い、必要最小限の
人員で多数の機械を同時に稼働させることをコンセプトとした、次世代の建設生産システ
ム

鹿島建設 ● ●
A4CSEL | 技術と
サービス | 鹿島建設
株式会社 
(kajima.co.jp)

防水シート

セントル
セット

コンクリート

打 設

養 生

品質向上・省力化

分析・
解析

品質・
出来形

調査・計測評価・判断

データの
統合・可視化

意思決定の合理化
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https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220422_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220422_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220422_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220301_3.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220301_3.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220301_3.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220301_3.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20210930_2.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20210930_2.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20210930_2.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20210930_2.html
https://www.obayashi.co.jp/tunnelworld/system/mountain/
https://www.obayashi.co.jp/tunnelworld/system/mountain/
https://www.obayashi.co.jp/tunnelworld/system/mountain/
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20210419_2.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20210419_2.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20210419_2.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20210419_2.html
https://www.kajima.co.jp/tech/c_a4csel/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/c_a4csel/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/c_a4csel/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/c_a4csel/index.html
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31日）

SDGｓ17の目標

次の１００年を「ス
マート」で
https://www.kajima.
co.jp/tech/smart_fu
ture_vision/

建築分野の現在地
https://www.kajima.
co.jp/news/digest/j
ul_2020/feature/02
/index.html

T-iDigital® Field 
デジタルツインで建設現場を
進化させる

映像やIoTデータの活用で
現場管理の省力化・効率
化を図る

カメラ映像やIoT機器で得られたデジタルデータを用いて、施工状況をリアルタイムに可視
化し、工事関係者間で情報共有できる現場管理システム。建設機械と作業員の位置や同
線などの情報を利用・蓄積して、効率的な施工、安全・品質管理の支援、無人化・自動化
施工のアルゴニズム作成に貢献している。

大成建設 ● ○ ○ https://www.taisei-
dx.jp/project/

カーボンリサイクルCO2地熱
発電技術

CO2を活用した革新的な地
熱発電技術の開発により
脱炭素に貢献

大成建設と地熱技術開発は、地熱によって高温状態となった地層中にCO2を圧入し、熱
媒体として循環させることで地熱資源を採熱する、熱水資源に頼らない革新的な地熱発
電の技術開発に着手する。(2021-2025予定）
（JOGMEG地熱発電技術研究開発事業「カーボンリサイクルCO2地熱発電技術」採択）

大成建設､地熱
技術開発

○ ●
https://www.taisei-
techsolu.jp/solution
/se_next/

データ利活用型ICT土工管
理システム

ICT土工データを一元的に
集約・管理。多様で膨大な
データを横断的に連携し利
活用が図れる。関係者間で
のデータ共有が容易、大幅
な管理作業の省力化と効
率化が図れる。

・データ共有プラットフォーム：取得された施工データをクラウドに自動的にアップロードし、
データ処理・活用時の省力化が図れる。
・転圧施工履歴データによる土量算出：ICT施工履歴データから土量計算し、測量せずに
短時間で盛土の進捗を把握できる。
・土砂トレーサビリティ管理システム：盛土材の土取り位置と荷下し位置や施工位置の情
報が自動的に管理され、盛土材のトレーサビリティが強化され品質向上に繋がる。

戸田建設､西松
建設､奥村組､

●
データ集約・連携・
利活用による建設現
場の生産性向上（戸
田建設）

トンネル坑内自動巡視ドロー
ンシステム

360度カメラでＶＲ空間生
成、BIM/CIMと連動した巡
視・点検を実現

非GNSS環境かつ暗所のトンネル坑内においても安全で安定した自律飛行が可能なド
ローンに搭載した360度カメラで取得した画像情報を使い、VR空間が生成できる現場モニ
タリングシステムと連携させることで建設現場の各施工段階を網羅的に記録し、BIM/CIM
と併せて施工管理情報を一元化を可能とし、巡視点検業務の効率化・高度化を図る。

　
ﾌｼﾞﾀ･ｾﾝｼﾝﾛﾎﾞﾃｨ
ｸｽ

● 　 ○ 　 　 　 　 　 　
https://www.fujita.c
o.jp/solution-
technology/11428/

ロボットアーム型木材加工機
「WOODSTAR（ウッドスター）
™」

建築分野と木材加工を繋ぐ
DX化による生産性向上

WOODSTAR は、3Dオブジェクトの読み込みに対応した独自のCAM（工作機械での加工に
必要なプログラムを作成するツール）システムとデータベースを構築し、従来の加工機で
は難しかった大型部材や複雑形状の加工を実現。

前田建設工業 ● ○ https://www.woodst
ar.jp/

〇 ●鹿島スマート生産 生産性と品質の向上
「作業の半分はロボットと」「管理の半分は遠隔で」「全てのプロセスをデジタルに」の3つ
のコアコンセプトのもと、建築⼯事にかかわるあらゆる⽣産プロセスを変⾰する。先端
ICT・各種ロボットの活用と現場管理手法の革新で、生産性と品質の向上を図る。

鹿島建設

https://www.kajima.co.jp/tech/smart_future_vision/
https://www.kajima.co.jp/tech/smart_future_vision/
https://www.kajima.co.jp/tech/smart_future_vision/
https://www.kajima.co.jp/tech/smart_future_vision/
https://www.kajima.co.jp/tech/smart_future_vision/
https://www.kajima.co.jp/news/digest/jul_2020/feature/02/index.html
https://www.kajima.co.jp/news/digest/jul_2020/feature/02/index.html
https://www.kajima.co.jp/news/digest/jul_2020/feature/02/index.html
https://www.kajima.co.jp/news/digest/jul_2020/feature/02/index.html
https://www.kajima.co.jp/news/digest/jul_2020/feature/02/index.html
https://www.taisei-dx.jp/project/
https://www.taisei-dx.jp/project/
https://www.taisei-techsolu.jp/solution/se_next/
https://www.taisei-techsolu.jp/solution/se_next/
https://www.taisei-techsolu.jp/solution/se_next/
https://www.toda.co.jp/news/2021/20210331_002915.html
https://www.toda.co.jp/news/2021/20210331_002915.html
https://www.toda.co.jp/news/2021/20210331_002915.html
https://www.toda.co.jp/news/2021/20210331_002915.html
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/11428/
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/11428/
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/11428/
https://www.woodstar.jp/
https://www.woodstar.jp/
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31日）

SDGｓ17の目標

位置認識技術を建設工事に
適用した「位置プラス®」シ

リーズの外販
技術開発

当社は、全国の建設会社と協力会社を対象に、建設現場で働く職員・作業員等の業務時
間削減、生産性向上に貢献するアプリ「位置プラス®」シリーズの外販を本格化させる。当
社は、2019年６月にグループ会社の朝日興産（社長：岡田恒明）を通じ、レンタル会社１社
を窓口とする本シリーズの外販を開始。この度、新たに２社のレンタル会社が窓口として
加わり、全国の建設現場に向けた更に強固な販売・サービス体制を構築した。外販を本
格化させるのは、職員や高所作業車の位置を探索できる「位置プラス®探」（2016年開
発）、撮影した写真の位置をデジタル図面上に自動で紐付けできる「位置プラス®写」
（2017年開発）、高所作業車の予約管理を行える「高車予約」（2018年開発）の3つのアプ
リで、これまで当社の手掛ける建設現場にも適用してきた。

竹中工務店 ○ ● ○ ○ ○
https://www.takena
ka.co.jp/news/2020
/03/02/index.html

高度なエネルギーマネジメン
ト

エネルギーマネジメント

当社が独自開発した「I.SEM®（アイセム）」は、再生可能エネルギーの有効活用や、電力
逼迫などの社会ニーズにも対応する、主に中小規模ビルを対象としたエネルギーマネジメ
ントシステムで、建物に設置された太陽光発電や蓄電池、電気自動車の充放電装置など
の分散型電源をはじめ、空調・照明設備も含めて統合制御するシステムである。

竹中工務店 ● ○ ○
https://www.takena
ka.co.jp/solution/en
vironment/isem/

水中歩行式捨石均し機
「SEADOM-7」

港湾工事などの基礎捨石
マウンドの均し作業を、安
全、効率的かつ高精度に
実施

本機は、8脚歩行式水中作業ロボットであり、波浪の影響を受けにくく、海象条件の悪い海
域においても高い稼働率が期待できる。
当社は、潜水士による捨石均し作業の省人化および施工能力の向上に対応するため、水
中歩行式捨石均し機の第1号機を1986年に建造して以来、これまでに5機建造し、実績を
積み重ねてきた。
本機はレーキ装置と重錘による締固め装置を有し（世界初）、ICTを活用して自動化施工
を可能にした。

五洋建設

〇

（
安

心

安

全

な

労

働

環

境

）

● ○
https://www.penta-
ocean.co.jp/news/2
022/220912.html

山岳トンネル工事における
防水シート溶着作業の自動

化

山岳トンネル工事における
防水工の生産性・安全性
向上に貢献

本システムでは、足場台車に取り付けたガイドレール上の溶着機が移動しながら防水
シートを自動で溶着する。
自動溶着部本体に組み込んだシーソー、スライド、回転の構造およびバランサーによっ
て、溶着機が溶着ラインのよれやたわみに沿ってバランスを取りながら前後左右上下に
移動することで、自動溶着を実現した。
溶着ローラーの上部にシート固定治具を取り付けることで、しわを残したままシートが溶着
ローラー内に取り込まれることを防止している。

五洋建設、大栄
工機の共同開発

〇

（
安

心

安

全

な

労

働

環

境

）

●
https://www.penta-
ocean.co.jp/news/2
023/230206.html

PC床版製作に鉄筋組立自
動化システム「Robotaras®

Ⅱ」を導入

担い手不足の解消と作業
負担の軽減、生産性向上

ロボットを活用した鉄筋組立自動化システム「Robotaras®Ⅱ（ロボタラス®Ⅱ／ROBOT 
Arm Rebar Assembly System Ⅱ）」を、自社の能登川工場（滋賀県）で製作するプレキャス
トPC床版の鉄筋供給・配置・結束作業に導入。本システムの導入は、鉄道構造物の軌道
スラブ製造に続くもので、鉄筋組立を85％自動化することにより3倍の生産性向上を実
現。

三井住友建設 ●
https://www.smcon.
co.jp/topics/2021/0
9031300/

リアルタイム鉄筋出来形自
動検測システム「ラクカメラ

®」

作業性の向上、省人化・省
力化、生産性の向上

ラクカメラは、デプスカメラを搭載したタブレット端末にて配置された鉄筋を撮影するだけ
で、鉄筋径や配筋間隔を自動検測するシステム。本システムは、取得した写真および検
測結果をデータとして記録し、同時に検査用写真および帳票を自動作成する。

三井住友建設 ●
https://www.smcon.
co.jp/service/rac-
camera/

https://www.takenaka.co.jp/news/2020/03/02/index.html
https://www.takenaka.co.jp/news/2020/03/02/index.html
https://www.takenaka.co.jp/news/2020/03/02/index.html
https://www.takenaka.co.jp/solution/environment/isem/
https://www.takenaka.co.jp/solution/environment/isem/
https://www.takenaka.co.jp/solution/environment/isem/
https://www.penta-ocean.co.jp/news/2022/220912.html
https://www.penta-ocean.co.jp/news/2022/220912.html
https://www.penta-ocean.co.jp/news/2022/220912.html
https://www.penta-ocean.co.jp/news/2023/230206.html
https://www.penta-ocean.co.jp/news/2023/230206.html
https://www.penta-ocean.co.jp/news/2023/230206.html
https://www.smcon.co.jp/topics/2021/09031300/
https://www.smcon.co.jp/topics/2021/09031300/
https://www.smcon.co.jp/topics/2021/09031300/
https://www.smcon.co.jp/service/rac-camera/
https://www.smcon.co.jp/service/rac-camera/
https://www.smcon.co.jp/service/rac-camera/
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SDGｓ17の目標

山岳トンネルの安全対策・省
エネ制御システム「TUNNEL 

EYE」

IoTにより山岳トンネル工事
の安全管理の向上と省エ
ネ制御を両立させるエネル
ギー・マネジメント・システ
ム

本システムでは、トンネル内のセンサー機器類からの情報をIoTの仕組みを用いて収集
し、入坑者や工事車両の検知と電気機器の稼働状態、作業環境濃度等の組み合わせに
よって、工事照明と換気ファンを適した状態に自動制御することにより、効率的な省エネ制
御が実施できる。また、収集された情報の可視化により、安全管理の向上と施工管理の
効率化が図れる。

錢高組 ● ○ ○
https://www.zenitak
a.co.jp/tech/tech45
.html

PC橋梁施工管理システム

自動計測技術を活用し各
種施工管理の作業を自動
化・効率化することで管理
業務の省力化と生産性向
上を図る

本技術は①橋面自動測量、②自動計測による緊張管理システム、③PCグラウト一元管
理システムからなり、従来多くの人手を要していた測量や計測、記録といった施工管理の
作業を自動化・効率化することで、管理業務の省力化と生産性向上を図っている。実際に
本技術を適用した作業所では、現場の作業時間の削減のみならず、デスクワークも大幅
に削減可能であることが確認され、生産性向上効果が実証された。

錢高組 ● ○

https://www.zenitak
a.co.jp/news/2022/
tech-
service/221104-
jidoukeisoku.html

2-3-2.環境負荷の少ない施工技術

工事車両管理支援システム
「FUTRAL」（フュートラル）

周辺環境の保全と現場作
業の円滑化

大規模開発プロジェクトにおいて、工事車両の建設現場への入退場予定や走行記録を可
視化し、渋滞の防止や現場作業の円滑化に貢献する工事車両管理支援システムを開
発。
工事車両の位置や走行記録などをダッシュボードで一元的に確認。市販のシステム上で
行う工事車両の入退場予約、位置や移動状況の把握、メッセージの送受信などのデータ
をダッシュボード上で集約・加工することで、工事車両管理に必要な情報を表示し、工事
管理者は、「FUTRAL」を通じて複数現場の入退場予定を確認しながら、通行ルートごとに
渋滞発生を回避するための調整や指示が可能。また、複数の施工会社で一つのプロジェ
クトを管理する場合は、入退場予定に関するデータを、各社のシステムから必要な項目を
出力することで連携が可能。

大林組 ● ○
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20220606_1.h
tml

高耐久な土系舗装「オークク
レーR」

景観と環境負荷低減（ヒー
トアイランド現象の緩和）に
配慮した道路整備

土の含水状態の影響を受けずに高い強度を発揮するポリマー混和材のレジバインダーを
用いることで、舗装材の強度を向上させ、高耐久で路面が荒れにくい土系舗装オークク
レーRを開発。軽交通道路にも適用できるため、景観と環境負荷低減に配慮した道路整
備が可能。保水性があるため、夏場の路面温度の上昇を一般のアスファルト舗装に比べ
て最大18℃抑制でき、ヒートアイランド現象を緩和。

大林組､大林道
路､三光

○ ●
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20210715_2.h
tml

コンクリート打設時の先送り
モルタルが不要な「ノンモル
タル工法」

環境負荷の低減、コスト削
減と生産性向上

コンクリート打設時の先送りモルタルが不要になる「ノンモルタル工法」を開発。先送りモ
ルタルを使わないため、モルタルの材料費や、廃棄モルタルの回収・保管、産業廃棄物と
しての処分費用が全て不要に。廃棄モルタルの削減により脱炭素化にも貢献。

大林組､ｴｺｽﾃｨｯｸ ○ ○ ●
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20220920_1.h
tml

アイスクリート®工法
（液化CO2凍結工法）

自然冷媒を用いた地球環
境に優しい地盤凍結工法

鹿島とケミカルグラウト（鹿島グループ会社）が開発したICECRETE（アイスクリート）工法
は、新たな自然冷媒として一次冷媒にアンモニア（NH3）、二次冷媒に液化炭酸ガス
（CO2）を用いた地球環境に優しい地盤凍結工法。
従来品の冷媒は何か？　どういう点で環境負荷が低減できるのか追記が必要

鹿島建設､ｹﾐｶﾙ
ｸﾞﾗｳﾄ

○ ●

対策技術（環境／凍
結） | 地盤改良・液
状化対策技術 | 鹿
島建設株式会社 
(kajima.co.jp)

「TUNNEL EYE」のシステム構成

PC橋梁施工管理システムの概要

https://www.zenitaka.co.jp/tech/tech45.html
https://www.zenitaka.co.jp/tech/tech45.html
https://www.zenitaka.co.jp/tech/tech45.html
https://www.zenitaka.co.jp/news/2022/tech-service/221104-jidoukeisoku.html
https://www.zenitaka.co.jp/news/2022/tech-service/221104-jidoukeisoku.html
https://www.zenitaka.co.jp/news/2022/tech-service/221104-jidoukeisoku.html
https://www.zenitaka.co.jp/news/2022/tech-service/221104-jidoukeisoku.html
https://www.zenitaka.co.jp/news/2022/tech-service/221104-jidoukeisoku.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220606_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220606_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220606_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220606_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20210715_2.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20210715_2.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20210715_2.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20210715_2.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220920_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220920_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220920_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220920_1.html
https://www.kajima.co.jp/tech/c_soil_improvement/eco_freeze/index.html#!body_05
https://www.kajima.co.jp/tech/c_soil_improvement/eco_freeze/index.html#!body_05
https://www.kajima.co.jp/tech/c_soil_improvement/eco_freeze/index.html#!body_05
https://www.kajima.co.jp/tech/c_soil_improvement/eco_freeze/index.html#!body_05
https://www.kajima.co.jp/tech/c_soil_improvement/eco_freeze/index.html#!body_05
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（閲覧日：2022年3月

31日）

SDGｓ17の目標

環境配慮型解体工法「鹿島
スラッシュカット工法」

老朽化した超高層ビルを安
全かつ周辺環境に配慮し
て解体

外壁・ガラスがある建物内部で躯体をできるだけ大きく切断し、建物最上階からクレーンで
地上に吊り下ろし、小さく解体してガラを搬出する。建物をブロック状で吊り下ろすため、解
体ガラの落下や粉じんの飛散リスクを最小限に抑える。世界貿易センタービルディング既
存本館解体工事に適用した。

鹿島建設 ● ○
https://www.kajima.
co.jp/tech/wtc_kaita
i/index.html

プレキャスト部材製造に供す
る成田PC工場を再整備

生産力を増強すると同時
に、ICT・IoT活用による生
産性の向上や製品情報の
可視化・一元化、RE100の
実現による環境配慮など
次世代モデルの生産施設
を実現。

新工場建設では4つのコンセプト①RE100※2の実現、②ICT・IoTを活用したスマート化、
③生産性向上を追求した合理的生産ライン計画、④従業員が誇りを持って働きたくなる工
場の実現を掲げる。
新工場では製造能力がこれまでの年間12,000㎥から、最大26,000㎥へと倍増、最大揚重
能力も30tと大型部材の製造が可能になる。

戸田建設 ●
プレキャスト部材製
造に供する新工場
棟・新事務棟が完成
（戸田建設）

シャットファルト ヒートアイランド対策
シャットファルトはアスファルト舗装などの表面に遮熱材(太陽光を反射する特殊顔料を混
合した樹脂)を塗布することにより、路面温度の上昇を抑制する舗装。特殊顔料が太陽光
の赤外線を反射させ、舗装体の蓄熱量を減少させる。

日本道路 ○ ○ ● ○
https://www.nipponr
oad.co.jp/technique
/list/environment/p
roduct01/

プレキャストコンクリート部材
製造工場での水素蒸気ボイ
ラーの導入

プレキャストコンクリート工
場におけるCO2排出量の
削減

プレキャストコンクリート（PCa）部材を製造する自社の能登川工場（滋賀県東近江市）にお
いて、工場全体での再生可能エネルギー（太陽光）による脱炭素化への取り組みとして、
グリーン水素活用に向けたCO2排出ゼロ（運転稼働時）の水素蒸気ボイラーを建設業界
で初めて導入し、運転を開始。

三井住友建設 ○ ○ ●
https://www.smcon.
co.jp/topics/2022/1
1011300/

2-3-3.低炭素・脱炭素建材

低炭素・脱炭素コンクリート
の採用推進及び開発

上流サプライチェーン・材
料製造時のCO2削減

建設業や発注者にとって上流のサプライチェーンの一つであり、建設業における主要な材
料であるコンクリートの製造に伴うCO2の排出量削減のため、新たなコンクリートの採用推
進及び技術開発に取り組んでいる。
具体的には、再生骨材の利用、高炉スラグやフライアッシュの混合、更にはジオポリマー
溶液、炭酸カルシウム、バイオ炭など、さまざまな特殊な混和材やアミン化合物の塗布剤
によってCO2を削減・吸収する。

日建連会員各社 ● ○ ○
https://www.nikkenr
en.com/publication/
detail.html?ci=237

ローカーボンハイパフォーマ
ンスコンクリート（LHC）

N60%、BS･FAを各々20%と
し、CO2排出量を45%低減

通常のコンクリートは、結合材の全てが普通ポルトランドセメント(N) だが、LHC はN を
60％に減らして、高炉スラグ微粉末(BS)、フライアッシュ(FA)を20％ずつ加えた３成分系コ
ンクリート。

安藤･ハザマ､日
本ｻｽﾃｨﾅﾋﾞﾘﾃｨ研
究所､住友大阪ｾ
ﾒﾝﾄ

○ ○ ○ ● https://constructio
n.tiisys.com/13813/

https://www.kajima.co.jp/tech/wtc_kaitai/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/wtc_kaitai/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/wtc_kaitai/index.html
https://www.toda.co.jp/news/2022/20220128_003012.html
https://www.toda.co.jp/news/2022/20220128_003012.html
https://www.toda.co.jp/news/2022/20220128_003012.html
https://www.toda.co.jp/news/2022/20220128_003012.html
https://www.nipponroad.co.jp/technique/list/environment/product01/
https://www.nipponroad.co.jp/technique/list/environment/product01/
https://www.nipponroad.co.jp/technique/list/environment/product01/
https://www.nipponroad.co.jp/technique/list/environment/product01/
https://www.smcon.co.jp/topics/2022/11011300/
https://www.smcon.co.jp/topics/2022/11011300/
https://www.smcon.co.jp/topics/2022/11011300/
https://www.nikkenren.com/publication/detail.html?ci=237
https://www.nikkenren.com/publication/detail.html?ci=237
https://www.nikkenren.com/publication/detail.html?ci=237
https://construction.tiisys.com/13813/
https://construction.tiisys.com/13813/
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URL、文献名、出典
（閲覧日：2022年3月

31日）

SDGｓ17の目標

低炭素型BBFA高強度コンク
リート

Nの一部をBBとFAに置換
し、CO2排出量を50%低減。

主として高層建築物に適用

⾼炉セメントB種(BB)とフライアッシュ(FA)の組合せによる⾼強度仕様の低炭素型コンク
リートを開発し、2016年9⽉に⾸都圏の⽣コン⼯場と共同で⼤⾂認定を取得した。

安藤･ハザマ ○ ○ ○ ●
https://www.ad-
hzm.co.jp/solution/e
nergy_saving/detail_
01/

ECM
BSを大量使用することで、
Mと比較してCO2排出量を

60%低減

ECMコンクリートは従来の中庸熱セメントを用いたコンクリートに比べCO2排出量を60％低

減する。また、優れた温度ひび割れ抵抗性と経済性を実現する。

鹿島建設,日本建
築総合試験所,ﾃﾞ
ｲ･ｼｲ,竹中工務
店,竹本油脂,太平
洋ｾﾒﾝﾄ,日鉄住金
高炉ｾﾒﾝﾄ.日鉄住
金ｾﾒﾝﾄ

○ ○ ○ ●
https://www.kajima.
co.jp/news/press/2
01810/11c1-j.htm

CO2-SUICOM

特殊混和材をセメント代替
材料とし、コンクリートに
CO2を固定することでコンク

リート製造時のCO2排出量

0以下を実現

このコンクリートは，２つの技術から成り立っている。
● 産業副産物利用によるセメント削減
● 排気ガスに含まれるCO2 の大量固定

CO2-SUICOM は，これら2 つの技術を組み合わせることによって、コンクリート製造時に
おけるCO2 排出量を実質ゼロ以下にできる。

鹿島建設､中国
電力､電気化学
工業

○ ○ ○ ●
https://www.kajima.
co.jp/tech/c_eco/c
o2/index.html#!body
_02

環境配慮型の高強度コンク
リート

セメントの70%を産業副産
物で置換した新規開発セメ
ントを使用し、CO2排出量を

60%削減

環境配慮型の高強度コンクリート
１，産業副産物置換率70%とした新規開発ｾﾒﾝﾄ(E-VKC)使用
２，セメントの製造などで発生するCO2排出量を60%削減

３，多量の副産物置換にも拘らず高強度と優れた耐久性確保

大成建設 ○ ○ ○ ●
https://www.taisei.c
o.jp/about_us/wn/2
013/130212_3488.ht
ml

https://www.taisei.c
o.jp/ss/tech/C0076
.html

https://www.taisei.c
o.jp/about_us/wn/2
021/210112_5022.ht
ml

スラグリート

BSをBCよりもさらに多い70
～90%混合し、80%低減。現
状は、建築の非構造部材
に適用

リート配合する。

スランプの低下を抑制している。

戸田建設､西松
建設

○ ○ ○ ●
https://www.toda.co
.jp/news/2021/202
10719_002955.html

○ ○ ●○T-e Concrete
BS･FAをセメントの代わり
に使用したコンクリートで、
CO2排出量を最大80%低減

セメント等の材料製造から生コンクリートを出荷するまでの過程で、1m3あたり250～280kg
のCO2を排出する。このCO2の90％以上がセメント（ポルトランドセメント）の製造過程で排
出される。そこで、産業副産物である高炉スラグ（製鋼副成物）やフライアッシュ（石炭灰）
をセメントの代わりに使用して、CO2排出量を大幅に抑制。

大成建設､､(土
木･建築資材ﾒｰ
ｶｰ7社と研究会を
設立)

https://www.ad-hzm.co.jp/solution/energy_saving/detail_01/
https://www.ad-hzm.co.jp/solution/energy_saving/detail_01/
https://www.ad-hzm.co.jp/solution/energy_saving/detail_01/
https://www.ad-hzm.co.jp/solution/energy_saving/detail_01/
https://www.kajima.co.jp/news/press/201810/11c1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/201810/11c1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/201810/11c1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/tech/c_eco/co2/index.html#!body_02
https://www.kajima.co.jp/tech/c_eco/co2/index.html#!body_02
https://www.kajima.co.jp/tech/c_eco/co2/index.html#!body_02
https://www.kajima.co.jp/tech/c_eco/co2/index.html#!body_02
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2013/130212_3488.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2013/130212_3488.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2013/130212_3488.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2013/130212_3488.html
https://www.taisei.co.jp/ss/tech/C0076.html
https://www.taisei.co.jp/ss/tech/C0076.html
https://www.taisei.co.jp/ss/tech/C0076.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2021/210112_5022.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2021/210112_5022.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2021/210112_5022.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2021/210112_5022.html
https://www.toda.co.jp/news/2021/20210719_002955.html
https://www.toda.co.jp/news/2021/20210719_002955.html
https://www.toda.co.jp/news/2021/20210719_002955.html
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URL、文献名、出典
（閲覧日：2022年3月

31日）

SDGｓ17の目標

スーパーグリーンコンクリー
ト

Nの大部分をBS･FAを置換
してCO2排出量を大幅に削

減

・高炉スラグ微粉末などの混和材を多く含んでいるため、塩害環境下においても遮塩性能
に優れる。
・低炭素型のコンクリートは、セメントの使用量が少なく水和による発熱量も少ないため、
マスコンクリートへの使用に適している。
・プレミックスした混合セメントを適用することで手間がなく、通常のコンクリートと同様の製
造量を確保できる。

前田建設工業 ○ ○ ○ ●
https://www.maeda.
co.jp/company/gijut
u/research/2016/2
016_05.pdf

CELBIC―環境配慮型BFコ
ンクリート―

NにBSを10～70%の範囲で
混合し、CO2排出量を9～

63%削減

普通ポルトランドセメントに対して10〜70%の範囲で⾼炉スラグ微粉末を使⽤したコンク
リートである。

CELBIC研究会､
代表､長谷工ｺｰ
ﾎﾟﾚｰｼｮﾝ､他 12社

○ ○ ○ ●
https://www.haseko
.co.jp/hc/informatio
n/upload_files/2021
0322_1.pdf

低炭素コンクリート
CO2削減目標の達成

カーボンクレジットの取得

建物や構造物の建設時に発生するCO2排出量のうち，建設資材の中ではコンクリート製

造時に発生するCO2が最も大きな割合を占める。コンクリートの材料であるセメントの製法

に由来するものであり、そのセメントの一部を，産業副産物である高炉スラグに置き換え
て，CO2排出量を低減する低炭素コンクリートである。

鹿島建設 ○ ○ ○ ●
https://www.kajima.
co.jp/news/digest/a
ug_2021/feature/04
/index.html

カーボンネガティブコンクリー
ト（クリーンクリートN）

脱炭素社会の実現
2010年に開発した低炭素型コンクリート「クリーンクリート」（最大約80%CO2削減）を改良し
た、「クリーンクリートN」（最大約120%削減）を開発。

大林組 ○ ●
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20220415_1.h
tml

低炭素型コンクリート（リグニ
ンクリート）

脱炭素社会の実現
木質バイオマス（リグニン）を使用したコンクリートを開発。コンクリート中に長期間CO2を
固定することが可能。

大林組､日本製
紙､ﾌﾛｰﾘｯｸ

○ ●
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20220510_2.h
tml

残コン・戻りコンゼロとCO2削
減を建設現場で同時に実現

建設現場で発生する残コン
クリートおよび戻りコンク
リートを、建設現場内で
CO2（液化炭酸ガス）を利
用してゼロにするシステム

大規模現場では一般的に設置されている濁水処理装置に、簡易な振動式ふるいなどを
追加することで構成するもの。本システムによって、残コン・戻りコンを再利用可能な粗骨
材とCO2を吸収・固定して中和された処理土、そしてpHと濁度を下げ放流可能な水に分離
できる。さらに、一連の分離・処理過程において液化炭酸ガスを使用することで、残コン・
戻りコンのセメント分にCO2を吸収・固定させることができるため、残コン・戻りコンの削減
と同時にCO2の削減を達成できる一石二鳥のシステム。

鹿島建設 ○ ○ ○ ○ ●

残コン・戻りコンゼロ
とCO2削減を建設現
場で同時に実現 | プ
レスリリース | 鹿島
建設株式会社 
(kajima.co.jp)

既設コンクリート構造物への
大気中CO２吸収を促進する
技術
「DAC（Direct Air Capture）
コート」

既設コンクリート構造物ポ
テンシャルに着目し、大気
中のCO2の固定化を促進
させることを企図したもの

北海道大学との共同で、表層にアミン化合物を主材とした含浸剤を塗布して、コンクリート
構造物へのCO2吸収・固定化を塗布前の1.5倍以上にする技術を開発した。防食性能も有
しているため、コンクリートの中性化による鉄筋の腐食を抑制し、長寿命化にも寄与する。
2026年の実用化を目指す。

清水建設､北海
道大学

○ ●

https://www.shimz.c
o.jp/company/about
/news-
release/2022/2022
017.html

https://www.maeda.co.jp/company/gijutu/research/2016/2016_05.pdf
https://www.maeda.co.jp/company/gijutu/research/2016/2016_05.pdf
https://www.maeda.co.jp/company/gijutu/research/2016/2016_05.pdf
https://www.maeda.co.jp/company/gijutu/research/2016/2016_05.pdf
https://www.haseko.co.jp/hc/information/upload_files/20210322_1.pdf
https://www.haseko.co.jp/hc/information/upload_files/20210322_1.pdf
https://www.haseko.co.jp/hc/information/upload_files/20210322_1.pdf
https://www.haseko.co.jp/hc/information/upload_files/20210322_1.pdf
https://www.kajima.co.jp/news/digest/aug_2021/feature/04/index.html
https://www.kajima.co.jp/news/digest/aug_2021/feature/04/index.html
https://www.kajima.co.jp/news/digest/aug_2021/feature/04/index.html
https://www.kajima.co.jp/news/digest/aug_2021/feature/04/index.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220415_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220415_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220415_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220415_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220510_2.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220510_2.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220510_2.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220510_2.html
https://www.kajima.co.jp/news/press/202204/26c1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/202204/26c1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/202204/26c1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/202204/26c1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/202204/26c1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/202204/26c1-j.htm
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2022/2022017.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2022/2022017.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2022/2022017.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2022/2022017.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2022/2022017.html
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SDGｓ17の目標

バイオ炭を用いてコンクリー
ト構造物に炭素を貯留

成長過程で大気中のCO2
を吸収した木材の炭化物を
利用し、コンクリート内部に
CO2を固定

木質バイオマスを炭化した「バイオ炭」をコンクリートに混入することで、コンクリート構造
物に炭素を貯留する環境配慮型コンクリート（以下、バイオ炭コンクリート）を開発。
セメントの一部を高炉スラグで代替した低炭素セメントを併用することで、CO2の固定量が
排出量を上回るカーボンネガティブを実現可能。普通コンクリートと同等の流動性も備え、
施工現場で打設できるため、幅広いコンクリート構造物への適用が見込まれる。

清水建設 ○ ●

https://www.shimz.c
o.jp/company/about
/news-
release/2022/2022
030.html

太陽光発電舗装
道路空間の有効活用によ
る再生可能エネルギーの
創出

路面に太陽光発電パネルを埋め込むことで、道路を新たな「発電する場所」として有効活
用することが可能となる太陽光発電舗装を開発。

日本道路 ● 〇
https://www.nipponr
oad.co.jp/info/2022
/110101.html

2-3-4.土壌・地下水浄化

植物を用いた重金属汚染の
浄化「ファイトレメディエーショ
ン」

特定の金属元素を高濃度
で体内に蓄積する特殊な
植物を活用して、環境中の
重金属汚染を低減・除去す
る技術

重金属による汚染では、それが分解できない物質であるため、一般的な浄化手段として
掘削除去、土壌洗浄、不溶化処理などが実施されている。これらの方法は、コストが高く、
エネルギー消費量が大きくなる。ファイトレメディエーションを用いることにより、低コスト・
低環境負荷で土壌の重金属汚染を低減・除去する。

ﾌｼﾞﾀ ● ○ ○ 　 　 ○ 　
https://www.fujita.c
o.jp/solution-
technology/3078/

汚染地盤加温浄化システム
を開発

環境・事業活動に配慮した
土壌浄化技術

クロロエチレン類に汚染された地盤に対する原位置浄化システム「温促バイオ」により、微
生物による分解がもっとも活性化する25～30℃に地盤を加温する機能と、不均質な地盤
へ加温浄化剤を均一に注入する制御機能を両立した世界初のバイオスティミュレーション
による原位置浄化システム。
事業を継続した状態での浄化が可能なことに加え、重機での掘削除去に比べCO₂排出量
を50%以下に削減。

「温促バイオ」の概要

竹中土木
竹中工務店

○ ● ○ ○

https://www.takena
ka-
doboku.co.jp/wp-
content/uploads/30
6.pdf

https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2022/2022030.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2022/2022030.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2022/2022030.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2022/2022030.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2022/2022030.html
https://www.nipponroad.co.jp/info/2022/110101.html
https://www.nipponroad.co.jp/info/2022/110101.html
https://www.nipponroad.co.jp/info/2022/110101.html
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/3078/
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/3078/
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/3078/
https://www.takenaka-doboku.co.jp/wp-content/uploads/306.pdf
https://www.takenaka-doboku.co.jp/wp-content/uploads/306.pdf
https://www.takenaka-doboku.co.jp/wp-content/uploads/306.pdf
https://www.takenaka-doboku.co.jp/wp-content/uploads/306.pdf
https://www.takenaka-doboku.co.jp/wp-content/uploads/306.pdf
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2.建設業のあるべき姿

2-4.さらなる取組みと展開

木の魅力とものづくりの楽し
さを伝える「木育活動」

日本の森の維持・木に対する親しみや、文化への理解を深め、原体験として木に触れるこ
とで、「子どもたちの豊かな心を育てる」機会を提供する木育活動を展開。

清水建設 ● ○
https://www.shimz.c
o.jp/mokkou/activit
y/

ESD（持続可能な開発のた
めの教育）を実施
　害獣駆除された鹿の革を
無駄にしない、バッジ工作教
室

当社の社員らが、本社近隣の児童館にてESD（持続可能な開発のための教育）の一環
で、害獣駆除された鹿の革を使ったバッジ工作教室を開催し、21名がSDGsを意識した生
態系の繋がり、命の尊さを学びながら、工作を行った。

三井住友建設
https://www.smcon.
co.jp/topics/2021/1
2091300/

工匠の精神や大工道具鍛冶
の心の伝承

社会貢献活動の推進

1984年、神戸元町に「大工道具を収集・保存し、研究や展示を通じて工匠の精神や大工
道具鍛冶の心を後世に伝えていく」ための施設として開設された。2014年に新神戸駅近く
に移転し、木の香りにあふれる和風建築の博物館に、日本の伝統文化に関心がある外国
人を含め多くの見学者が訪れている。教育支援や文化の普及にも力を入れており、出張
授業、大学からの実習生の受け入れなどを行っている。 竹中大工道具館「聴竹居」展

竹中工務店 ● ○ ○ ○
https://www.takena
ka.co.jp/enviro/es_r
eport/pdf/2022/all.
pdf

2-4-1.木質建築

環境（ゼロエネ・脱炭素）・社
会に配慮した建築とサービ
スの展開

木造・木質建築の推進

当社は耐火木造技術や中高層木造技術の開発を通じて、木造・木質建築の普及と国産
木材の活用に取り組んでいる。日本で初めて木造ハイブリッド構造を採用した分譲マン
ション「プラウド神田駿河台」（14階建、2021年2月竣工）や耐火木造と木質化を採用した
12階建て高層商業ビル「HULIC &New GINZA 8」（同年10月竣工）を完成し、中高層建築
の木造・木質化を着実に進めている。

HULIC＆NEW　　GINZA8

竹中工務店 ● ○ ○
https://www.takena
ka.co.jp/enviro/es_r
eport/pdf/2022/all.
pdf

木で建ててみよう
木材の地産地消で地域経
済を循環

地域の木材を利用し、林業、木材加工業、運送業、建設業など地域経済を循環させる。大
規模木造建築物の建設には多くの地域プレイヤーが関わり、ゼネコンが技術を持った地
域の工務店や職人と協力して建てることができる。その地域に最新の木造建築技術が伝
わり、その技術が地域や企業にとっての将来の糧となる。木造建築物を使い続けるため
に不可欠なメンテナンスなどの過程も、地域の事業者が技術を発揮する機会になる。

前田建設工業 ● ○
https://kidetatetemi
you.com/tateru/arti
cle03.html

ハイブリッド木造建築物のデ
ザインイメージやCO2削減量
をその場で提示するアプリ
「WOODX」（ウッドエックス）

ハイブリッド木造の選択肢
を素早く提案

敷地形状に合わせて簡易設計したハイブリッド木造と鉄骨造を比較し、デザインイメージ
やCO2削減率、コストアップ率をその場で比較できるアプリ「WOODX」を開発。営業担当者
のタブレットに標準ソフトとして導入し、顧客からの木造建築に対する要望にタイムリーに
応えることにより、循環型資源である木材利用の拡大に向けて取り組む。

大林組､GEL ○ ● ○ ○ ○
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20220823_2.h
tml

木材をシート加工で不燃材
料とした内装用木質建材「ア
ルファティンバー」

デザイン性に富み、火災に
強い安全で安心な木質空
間の創造と木材リサイクル
の推進

木材を特殊な複合金属箔シートを張り不燃化した内装用不燃化木材アルファティンバーを
開発し、販売を開始。
防火性能を必要とするルーバーや内装の壁や天井などに利用可能。
工程が少なく従来の半分以下の工期で製造が可能、難燃剤の注入や長時間の乾燥工程
を必要としないため製造時のエネルギー消費量を削減可能。解体時には表面の複合金
属箔シートを剥がすことで木材のマテリアルリサイクルが可能。

大林組､内外ﾃｸﾉ
ｽ

○ ○ ● ○ ○
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20210408_1.h
tml

SDGｓ17の目標

https://www.shimz.co.jp/mokkou/activity/
https://www.shimz.co.jp/mokkou/activity/
https://www.shimz.co.jp/mokkou/activity/
https://www.smcon.co.jp/topics/2021/12091300/
https://www.smcon.co.jp/topics/2021/12091300/
https://www.smcon.co.jp/topics/2021/12091300/
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://kidetatetemiyou.com/tateru/article03.html
https://kidetatetemiyou.com/tateru/article03.html
https://kidetatetemiyou.com/tateru/article03.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220823_2.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220823_2.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220823_2.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220823_2.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20210408_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20210408_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20210408_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20210408_1.html
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SDGｓ17の目標

CLTユニット工法 低炭素・工期短縮

ハイブリッド木造建築の施工にCLTをユニット化することで品質向上・短工期化を実現した
「CLTユニット工法」を開発。CLTユニット工法の採用により、道路運搬規制により日本で
は難しいとされるPPVC（Prefabricated Prefi nished Volumetric Construction）の実現に近
づくだけでなく、同じ形の部屋が連続する集合住宅やホテルなど、ユニット工法が適した建
物への木材適用を後押しする。
2023年3月、本工法を採用した自社の社員寮「仙台梅田寮」が竣工。

大林組 ○ ○ ● ○ ○
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20230220_1.h
tml

日本初の高層純木造耐火建
築物「Port Plus」

高層・大規模の木造建築
の実現による持続可能な
社会

森林資源の循環利用を適切に行い、持続可能性と魅力ある暮らしを両立する循環型社会
構築を目指し、木造・木質化建築を推進している。2022年には、主要構造部材全てを木材
とした日本初の高層純木造耐火建築物「Port Plus®」（大林組研修所）が竣工。本施設
は、1,990m³の木材を使用し、約1,652tのCO2を長期間、安定的に固定される。さらに、材
料製作から建設、解体・廃棄までのライフサイクル全体では、鉄骨造と比べて、約1,700t
（約40％）のCO2削減効果がある。

大林組 ○ ○ ● ○ ○ https://www.oyproje
ct.com/

新木造建築
木のチカラをいかす伝統と
革新

木材を最大限に生かした「鹿島の新木造技術」は、オフィスや学校、美術館、音楽ホー
ル、大空間のスポーツ施設など、あらゆるタイプの建物に適用可能。
デザイン性に優れ、地震に強い構造でありながら、新たに耐火性能も確保できる安心安
全な木造建物は、木材を使用することで、木の温もりが伝わり、癒しの空間となる。

鹿島建設 ○ ○ ○ ● ○
新木造技術 | 技術と
サービス | 鹿島建設
株式会社 
(kajima.co.jp)

中高層木造建築構法「P&UA
構法」の開発

SDGsやESG投資の拡大を
背景に中高層木造建築へ
の関心が高まる。

「GIUA」と「シアリングコッター耐力壁」の2つの技術を用いた構法。
「GIUA}：GIR(Glued-in Rod)に、鋼棒をあえて接着させないアンボンド部分を設けた接合構
法。
「シアリングコッター耐力壁」：LVLやCLT等の木質パネルを上下に並べ、パネル間に設け
た切り込みにL型に折り曲げ加工した鋼材（コッター）を組み合せ差し込んで接続した耐力
壁。

市浦ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ&ﾌﾟﾗ
ﾝﾆﾝｸﾞ､織本構造
設計､東急建設､
戸田建設､東ﾚ建
設､西松建設､長
谷工ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ､
三井住友建設

●

中高層木造建築構
法「P&UA構法」が日
本建築センターの個
別評定を取得（戸田
建設）

中高層建築の木質化

森林資源の循環利用を目指して、またCO2削減、SDGs目標達成の観点から、建築物の
木質化に注力。
様々な木質化ニーズに対応するため、木質構造をRC造や鉄骨造などに組み合わせるこ
とが可能な木質ハイブリッド技術「シミズ ハイウッド®」の開発を推進。高い耐震性、耐火
性を満たすとともに、意匠性、施工性、経済性に優れた建築を実現する。

清水建設 ○ ○ ● ○ ○
https://www.shimz.c
o.jp/topics/constru
ction/item25/

木材の活用と産業活性化 環境との調和

「森林グランドサイクル®への取り組み」
都市部でより多くの建物を木造化・木質化することが木材の需要を高め、日本の森林・林
業・地域を活性化する。当社は森林とまちをつなぎ、私たちの社会生活に森を取り込む
「森林グランドサイクル」を構築する活動を進めている。お客様と共に取り組むサステナブ
ルなまちづくりによって、森林グランドサイクルの循環に貢献したいと考えている。

森林グランドサイクル®

竹中工務店 ○ ○ ● ○
https://www.takena
ka.co.jp/enviro/es_r
eport/pdf/2022/all.
pdf

https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20230220_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20230220_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20230220_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20230220_1.html
https://www.oyproject.com/
https://www.oyproject.com/
https://www.kajima.co.jp/tech/mokuzou/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/mokuzou/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/mokuzou/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/mokuzou/index.html
https://www.toda.co.jp/news/2022/20221121_003148.html
https://www.toda.co.jp/news/2022/20221121_003148.html
https://www.toda.co.jp/news/2022/20221121_003148.html
https://www.toda.co.jp/news/2022/20221121_003148.html
https://www.toda.co.jp/news/2022/20221121_003148.html
https://www.shimz.co.jp/topics/construction/item25/
https://www.shimz.co.jp/topics/construction/item25/
https://www.shimz.co.jp/topics/construction/item25/
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
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SDGｓ17の目標

2-4-2.地域連携・地方創生

アグリサイエンスバレー構想

茨城県常総市との官民連
携で参画したのが、農業6
次産業化を軸とした地域社
会の未来づくり 「アグリサ
イエンスバレー」構想

多数の地権者が所有する農地を集約し大区画化すると同時に、生産・加工・流通・販売ま
で一気通貫した事業施設を整備。農業6次産業化による地域活性化を目指すまちづくりを
行う。
事業の構想段階から地域に入り、市、地権者と3者で官民連携事業（PPP協定）を結ぶと
ともに、土地区画整理事業の業務代行者としても事業を進めている。

戸田建設 ○ ●
https://www.toda.co
.jp/business/newbus
iness/

「夏秋いちご」栽培・出荷・販
売事業

地域における雇用の創出
や地域ブランドの確立

農場を夏秋いちごの栽培に適した冷涼な高地である長野県軽井沢町内の耕作放棄地に
おいて確保し、冬春いちごに劣らない香りや甘みを持つ「なつあかり」と「信大BS8-9」の2 
品種を生産。食料自給率の低下を背景とした国産農産品へのニーズや「地産地消」への
取り組みのほか、地域における雇用の創出や地域ブランドの確立などによる「地方創生」
に貢献するとともに耕作放棄地の解消など農業分野における課題の解決に努める。

奥村組 ○ ●
http://www.okumura
gumi.co.jp/newsrele
ase/data/210510.pd
f

木で建ててみよう
木材の地産地消で地域経
済を循環

地域の木材を利用し、林業、木材加工業、運送業、建設業など地域経済を循環させる。大
規模木造建築物の建設には多くの地域プレイヤーが関わり、ゼネコンが技術を持った地
域の工務店や職人と協力して建てることができる。その地域に最新の木造建築技術が伝
わり、その技術が地域や企業にとっての将来の糧となる。木造建築物を使い続けるため
に不可欠なメンテナンスなどの過程も、地域の事業者が技術を発揮する機会になる。

前田建設工業 ● ○
https://kidetatetemi
you.com/tateru/arti
cle03.html

営農型太陽光発電（ソーラー
シェアリング）

一つの土地で農業と発電
事業を同時に行なう取り組
み

清水建設が発電事業を行い、つなぐファーム（千葉エコが設立した農業法人）が農業を担
い、千葉エコが発電設備の管理運営を行うことで「アグリマネジメント」サービスを提供。発
電した電気は、清水建設グループによる小売電気事業を通じて需要家に供給を行いなが
ら、地域密着型のビジネスモデルを模索している。

清水建設､千葉ｴ
ｺ･ｴﾈﾙｷﾞｰ､つな
ぐﾌｧｰﾑ

● ○ ○ ○ ○

千葉県の若手農業
法人と清水建設が
共同で営農型太陽
光発電事業を展開 | 
企業情報 | 清水建
設 (shimz.co.jp)

家畜ふん尿由来水素を活用
した水素サプライチェーン実
証事業

バイオガスの新たな用途と
して水素利用の有効性、家
畜ふん尿による環境汚染
や廃棄物の課題解決・CO2 

排出削減

北海道河東郡鹿追町に家畜バイオマス由来の水素製造供給施設「しかおい水素ファーム
Ⓡ」を設置し、鹿追町ならびに帯広市において家畜ふん尿由来水素を活用した水素サプ
ライチェーンを実証するもの。

鹿島建設､ｴｱ･
ｳｫｰﾀｰ､日鉄
P&E､日本ｴｱｰﾌﾟﾛ
ﾀﾞｸﾂの4社共同
実施

● ○ ○ ○

鹿追町環境保全セ
ンターバイオガスプ
ラント | 仕事・産業 | 
北海道 十勝 鹿追町
のホームページ 
(shikaoi.lg.jp)

農業を通じた地方創生への
取り組み（夏秋いちご栽培・
出荷・販売事業）

2020年1月に株式会社軽井沢いちご工房を設立し、長野県軽井沢町にて夏秋いちごの栽
培・出荷を行っている。本事業を通じて、食料自給率の低下を背景とした国産農産品への
ニーズに応えたいと考えている。地産地消に取り組むとともに、地域における雇用の創出
やサマールージュを地域ブランドとして確立させることによる地方創生に貢献し、耕作放
棄地の解消など農業分野の課題解決にも努め、持続可能な社会の実現を目指す。

奥村組

OKUMURA 
CORPORATE 
REPORT 2021 P34
https://www.okumur
agumi.co.jp/newsrel
ease/data/210819.p
df

https://www.toda.co.jp/business/newbusiness/
https://www.toda.co.jp/business/newbusiness/
https://www.toda.co.jp/business/newbusiness/
http://www.okumuragumi.co.jp/newsrelease/data/210510.pdf
http://www.okumuragumi.co.jp/newsrelease/data/210510.pdf
http://www.okumuragumi.co.jp/newsrelease/data/210510.pdf
http://www.okumuragumi.co.jp/newsrelease/data/210510.pdf
https://kidetatetemiyou.com/tateru/article03.html
https://kidetatetemiyou.com/tateru/article03.html
https://kidetatetemiyou.com/tateru/article03.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2019/2019037.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2019/2019037.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2019/2019037.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2019/2019037.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2019/2019037.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2019/2019037.html
https://www.town.shikaoi.lg.jp/work/biogasplant/
https://www.town.shikaoi.lg.jp/work/biogasplant/
https://www.town.shikaoi.lg.jp/work/biogasplant/
https://www.town.shikaoi.lg.jp/work/biogasplant/
https://www.town.shikaoi.lg.jp/work/biogasplant/
https://www.town.shikaoi.lg.jp/work/biogasplant/
https://www.okumuragumi.co.jp/newsrelease/data/210819.pdf
https://www.okumuragumi.co.jp/newsrelease/data/210819.pdf
https://www.okumuragumi.co.jp/newsrelease/data/210819.pdf
https://www.okumuragumi.co.jp/newsrelease/data/210819.pdf
https://www.okumuragumi.co.jp/newsrelease/data/210819.pdf
https://www.okumuragumi.co.jp/newsrelease/data/210819.pdf
https://www.okumuragumi.co.jp/newsrelease/data/210819.pdf
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SDGｓ17の目標

越前たけふイノベーションバ
レー

2024年開業予定の北陸新
幹線・越前たけふ駅周辺の
まちづくり

越前たけふ駅周辺で「『モノづくり×先端テクノロジー×環境・エネルギー領域』において
新たな産業・事業が生み出されるまち」を目指す。主な導入施設として、製造企業のグ
ローバル生産・供給体制をけん引するマザー工場や研究開発施設、また商業施設やオー
プンイノベーションセンターを挙げ、スマートシティをつくる技術基盤として、脱炭素や次世
代移動通信システム5G/6G、MaaS（次世代移動サービス）の実証、実装の場とする。

戸田建設 ●
戸田建設が目指す
地方創生のまちづく
り（戸田建設）

スタートアップ企業を対象に
地域・社会活動解決アイデア
協創コンテストの実施

越前市版スマートシティの
具現化に向けた取り組み
の一環として、スタートアッ
プ企業から知見を得て、事
業実施計画に反映させる

地域住民や観光客にとっての「スマートな移動・交通」、そして「カーボンニュートラル」の
実現をテーマに、越前市のもつ地域資源や価値を有効に活用しつつ、地域課題や社会課
題を解決するアイデアを募集。

戸田建設 ●

フジタの築育活動

次代を担うこどもたちや若
者、そして地域住民の方々
にものづくりの楽しさ、街づ
くりの大切さ、自然環境へ
の配慮などを伝え、広めて
いく

当社は、建設業として地域社会とのコミュニケーションや自然環境への配慮、「築育」活動
などに積極的に取り組んでいる。「築育」とは、次代を担うこどもたちや若者、そして地域
住民の方々にものづくりの楽しさ、街づくりの大切さ、自然環境への配慮などを伝え、広め
ていくことを目的とした活動で、2021年度も各地でさまざまな築育活動・社会貢献活動に
取り組んだ。

ﾌｼﾞﾀ ● フジタ高環境レポー
ト2022　P39

地域と連携した脱炭素と資
源循環への取組

脱炭素社会の実現と資源
循環を通し、地域を活性化

木質バイオマス資源を活用して再生可能エネルギーを創出、発電時に発生するバイオ炭
を特殊処理し、リン吸着炭「プライムカーボン」を製造し、下水処理場からリンを回収し、肥
料および堆肥として施用することで農地への炭素貯留に取り組み、サンゴの保全にもつな
げる環境総合事業の実現を目指し、石垣市と包括連携協定を締結し、実証試験を始動し
た。

ﾌｼﾞﾀ ○ ○ ○ ● ○ ○

https://www.fujita.c
o.jp/_wp/wp-
content/uploads/20
22/11/Release2022
1107.pdf

自治体インフラの包括管理
業務委託

地域のインフラ維持管理に
おける課題解決に貢献

自治体が保有するインフラや公共施設の品質や安全性の確保とともに、業務の標準化、
効率化などを目的に、従来は所管課ごと、施設ごとに発注していた設備点検や保守管理
等の業務を包括的に集約し発注する。自治体の課題を解決するとともに、地域企業の技
術力向上や持続的な経営への寄与、住民の利用満足度向上、すなわち公共・地域・民間
の三方良しを目指す。

前田建設工業 ○ ●
https://www.maeda.
co.jp/csr/feature2/
2-2.html

農業を通じた地方創生への
取り組み（夏秋いちご栽培・
出荷・販売事業）

2020年1月に株式会社軽井沢いちご工房を設立し、長野県軽井沢町にて夏秋いちごの栽
培・出荷を行っている。本事業を通じて、食料自給率の低下を背景とした国産農産品への
ニーズに応えたいと考えている。地産地消に取り組むとともに、地域における雇用の創出
やサマールージュを地域ブランドとして確立させることによる地方創生に貢献し、耕作放
棄地の解消など農業分野の課題解決にも努め、持続可能な社会の実現を目指す。

奥村組

OKUMURA 
CORPORATE 
REPORT 2021 P34
https://www.okumur
agumi.co.jp/newsrel
ease/data/210819.p
df

多様なステークホルダーとの
協業

まちの課題への取り組み

当社が目指す「まちづくり総合エンジニアリング企業」の中核的な役割を担う組織として、
2017年10月に「まちづくり戦略室」を設置し、「MACHInnovation®（マチノベーション）」と名
付けた活動を進めてきた。多様なステークホルダーとの協業や「まち」の課題への取り組
みが形になってきており、こうした取り組みを通じて持続性のある社会への変革に貢献し
ていく。

雲南市でのワークショップ

竹中工務店 ○ ● ○
https://www.takena
ka.co.jp/enviro/es_r
eport/pdf/2022/all.
pdf

https://www.toda.co.jp/ceatec/2022/chihousousei.html
https://www.toda.co.jp/ceatec/2022/chihousousei.html
https://www.toda.co.jp/ceatec/2022/chihousousei.html
https://www.fujita.co.jp/assets/file/FujitaER2022_p27-40.pdf
https://www.fujita.co.jp/assets/file/FujitaER2022_p27-40.pdf
https://www.fujita.co.jp/_wp/wp-content/uploads/2022/11/Release20221107.pdf
https://www.fujita.co.jp/_wp/wp-content/uploads/2022/11/Release20221107.pdf
https://www.fujita.co.jp/_wp/wp-content/uploads/2022/11/Release20221107.pdf
https://www.fujita.co.jp/_wp/wp-content/uploads/2022/11/Release20221107.pdf
https://www.fujita.co.jp/_wp/wp-content/uploads/2022/11/Release20221107.pdf
https://www.maeda.co.jp/csr/feature2/2-2.html
https://www.maeda.co.jp/csr/feature2/2-2.html
https://www.maeda.co.jp/csr/feature2/2-2.html
https://www.okumuragumi.co.jp/newsrelease/data/210819.pdf
https://www.okumuragumi.co.jp/newsrelease/data/210819.pdf
https://www.okumuragumi.co.jp/newsrelease/data/210819.pdf
https://www.okumuragumi.co.jp/newsrelease/data/210819.pdf
https://www.okumuragumi.co.jp/newsrelease/data/210819.pdf
https://www.okumuragumi.co.jp/newsrelease/data/210819.pdf
https://www.okumuragumi.co.jp/newsrelease/data/210819.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
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URL、文献名、出典
（閲覧日：2022年3月

31日）

SDGｓ17の目標

持続可能な建築・まちづくり 地域課題の解決

2020年１月に当社と塩尻市は木材利用を通じた林業再生・経済循環を生み出す「森林グ
ランドサイクル®」を旗印にした連携協定を締結した。これにより、塩尻市の地域課題の解
決と、当社のまちづくり事業の創出を目指す枠組みを創った。連携事項の一つに、「歴史
的建物資源や文化資源の活用等に関すること」を掲げており、塩尻市が誇る歴史・文化
資源である奈良井宿の再生に取り組んでいる。

「BYAKU Narai」客室「百五」

竹中工務店 ○ ○ ● ○
https://www.takena
ka.co.jp/enviro/es_r
eport/pdf/2022/all.
pdf

持続可能な建築・まちづくり 地域課題の解決

大阪では御堂筋まちづくりネットワークはじめ、多くのエリアマネジメント団体に参加してま
ちづくり活動を展開している。これらの活動の評価を受け、国内の他地域でも共創が始
まった。今後は、これまでの各地域での活動で得た知見や経験を活かし、社会課題解決
を実現していく。

御堂筋での社会実験

竹中工務店 ○ ○ ● ○
https://www.takena
ka.co.jp/enviro/es_r
eport/pdf/2022/all.
pdf

持続可能な建築・まちづくり 地域課題の解決

埼玉県小川町では、以前からまちの有志による様々な活動に築約100年の石蔵が活用さ
れてきた。当社がNPO法人あかりえとともに2019年11月に小川町と締結した連携協定に
基づき、公的資金を活用してこの石蔵を改修し、まちのロビー機能とコワーキングスペー
スを兼ねた「コワーキングロビーNESTo」として再整備した。年々増加している移住者や、
コロナ禍での新たな働き方により利用ニーズが高まっていた機能がまちに誕生したこと
で、新たな関係人口や移住を促すとともに、小川町での暮らしや仕事と出会える場として
の運営が始まっている。 NESToの内部

竹中工務店 ○ ○ ● ○
https://www.takena
ka.co.jp/enviro/es_r
eport/pdf/2022/all.
pdf

JA紀の里との地域連携
協定

地域の農業振興や経済活
性化、社員や社員家族へ
の食育推進

「JA紀の里」と企業提携を締結し、直売所で取り扱う農産物や通販商品のPRポスターを
当社大阪本店の事業所・作業所や施工現場の仮囲い・外壁等へ掲示して、JA紀の里管
内産の農産物をPRする等「消費拡大活動」を展開し、地域の農業振興や経済活性化に取
り組んでいる。
また、社内販売により社員と家族に地域農産物の魅力と良好な食環境を提供するととも
に食育推進にも繋げている。 社内でのJA紀の里販売会の様子

竹中土木 ○ ○ ●

2-4-3.文化遺産の保全

重要文化財　光明寺本堂保
存修理工事修理事業の解体
工事

伝統的な技と最新技術を
融合し丁寧に解体している
施工工程を通じて、伝統建
築の伝承する

1698年建立された光明寺本堂は、鎌倉に現存する木造寺社建築で最大の規模を誇る国
の重要文化財である。解体作業工事では、伝統建築の知見を積み重ねた丁寧な大工作
業のほか、先端技術を駆使。解体前に３Dレーザースキャン（右）を実施し、今後の復旧活
動に寄与するとともに、棟梁精神を現代に受け継ぐことで文化遺産を後世に伝えている。

大成建設 ○ ○ ● 大成建設HP（掲載
準備中）

石垣修復技術による文化資
源の保護

震災で被害を受けた城の
石垣修復。次世代に継承
するための修復

・解体する前に石垣全体や個々の石材の形状を３Ｄモデル化し、シミュレーション技術を
用い、築石の配置を検討。
・崩れた石材の輪郭1つ1つをＣＡＤで描き、崩落前の複数の石垣の写真と照合しながら、
石材を組み合わせ、石材の配置を検討。

清水建設､鹿島
建設､他各社

●
https://www.shimz.c
o.jp/solution/tech29
6/index.html

歴史的建造物の保存、改
修、復元

社会にとっても大切な資産
となる建物の生涯を、より
長くより良いものにするた
めにサポートする（施設の
長寿命化）

・富岡製糸場西置繭所（にしおきまゆしょ） 保存修理
・ホテルニューグランド（横浜市）の改修
・姫路城大天守 保存修理工事

竹中工務店､清
水建設､鹿島建
設､他各社

● ●
https://www.kajima.
co.jp/tech/himeji_ca
stle/finish/index-
j.html

https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.shimz.co.jp/solution/tech296/index.html
https://www.shimz.co.jp/solution/tech296/index.html
https://www.shimz.co.jp/solution/tech296/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/himeji_castle/finish/index-j.html
https://www.kajima.co.jp/tech/himeji_castle/finish/index-j.html
https://www.kajima.co.jp/tech/himeji_castle/finish/index-j.html
https://www.kajima.co.jp/tech/himeji_castle/finish/index-j.html
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SDGｓ17の目標

鉄筋挿入による石垣補強・
計測技術（城郭石垣等を歴
史的・文化財的価値を損な
わずに補強する技術）

城郭石垣等の歴史的・文
化財的価値の高い石垣
（空積み石垣）において、そ
の価値を損なわずに応急
的に補強

石垣前面より鉄筋を挿入することで石垣の一体化および裏栗の変位を拘束することで安
定性を向上させるものである。挿入する鉄筋に予めひずみゲージを貼り付けておくこと
で、石垣内部の荷重のかかりかたの変化を知ることも可能である。

安藤･ハザマ ●
http://library.jsce.or.
jp/jsce/open/00035
/2013/68-06/68-
06-0494.pdf

国指定史跡である鳥取城跡
の内堀に架かる擬宝珠橋を
復元

事前の発掘調査で堀の中
から見つかった江戸時代
の橋脚の基部など遺構を
保存しつつ、その上に江戸
初期の創建当時の形状の
木橋を復元

鳥取市が2005年に三段階、30年にわたる鳥取城跡保存整備計画を策定し、擬宝珠橋復
元工事は第一段階である大手登城路整備の第一歩。水中梁と木橋のハイブリッド構造
で、橋脚遺構の完全保存と木造橋梁の復元を実現。木橋部では、鉋仕上げ、台持ち継ぎ
による接続、擬宝珠の表面仕上げ等の技術を継承しつつ、現代的な解析技術と工法を駆
使することで、歴史的構造物としての価値と耐震性を有する現代的な社会インフラを実現
させた。

戸田建設 ● 日建連表彰　土木賞
特別賞（戸田建設）

https://www.maeda.
co.jp/news/2022/0
4/22/5274.html

http://www.maeda.c
o.jp/works/report/g
enba/65/

熊野古道保全活動「道普請」 「道」の世界遺産保全活動

台風や大雨で参詣道の土が流されてしまうため、継続的に補修作業が必要となる。和歌
山県の世界遺産保全活動プログラムに2018年から参加し、目標11「住み続けられるまち
づくりを」のターゲット4「世界の文化遺産及び自然遺産の保護・保全の努力を強化」に貢
献している。

日本道路 ● ○
https://www.nipponr
oad.co.jp/sustainabil
ity/social/contributi
on/

伝統建築･歴史的建造物の
保存・再生・活用の推進

伝統文化の継承と価値再
創出

伝統建築･歴史的建造物は、クールジャパンの発信や地方創生の起点となる施設として
一層の社会的な役割が求められる一方、その存続が困難な状況も顕在化しています。当
社はこれまで培ってきた伝統建築の設計ソリューションを活用し、歴史的建造物の機能改
善や新用途を伴う再生を実現するコンサルティング・設計・施工にも対応しています。2020
年には京都の木屋町にあった旧立誠小学校を、「立誠ガーデン ヒューリック京都」として
再生しました。

立誠ガーデン ヒューリック京都

竹中工務店 ● ○
https://www.takena
ka.co.jp/enviro/es_r
eport/pdf/2022/all.
pdf

伝統文化の継承と価値再創
出

伝統建築･歴史的建造物の
保存・再生・活用の推進

都内現存最古の木造駅舎文化財の復原再築国立市が市民要望を受け、解体の憂き目に
あった木造駅舎を再築。4000点超の史料に基づき創建当初の意匠復原を行い、古材再
利用率約70％を達成、耐震補強・空調・展示照明などの機能向上も図った。不要古材も
家具などに再生させ、建材ロス削減により木材資源の有効活用を果たした。

旧国立駅舎再築

設計施工：竹中
工務店（2020）

● ○
https://www.takena
ka.co.jp/enviro/es_r
eport/pdf/2022/all.
pdf

●○前田建設工業

昭和初期の日本住宅建築における傑作といわれる「旧渡辺甚吉邸」を前田建設工業の研
究拠点である、ICI総合センター(茨城県取手市)内に移築。登録有形文化財として登録さ
れている。
解体にあたっては、３Dスキャン、360度カメラでの記録等を行うとともに、修復・復原にお
いては、欠損部や腐朽した個所は職人が伝統技法により繕ったり、ロボットアーム型木材
加工機「WOODSTAR」を使い、３Dデータをもとに精緻な彫刻を正確かつ高速で復原する
など、高い技術力で移築プロジェクトを推進。
様々な文化芸術関係者や地域の方々などとの多様なコミュニケーションの場として積極的
に活用していく。

旧渡辺甚吉邸移築活用プロ
ジェクト

昭和初期の洋式住宅とし
て貴重な文化的遺産を後
世に伝えるべく、動態保存
するための移築プロジェク
ト

http://library.jsce.or.jp/jsce/open/00035/2013/68-06/68-06-0494.pdf
http://library.jsce.or.jp/jsce/open/00035/2013/68-06/68-06-0494.pdf
http://library.jsce.or.jp/jsce/open/00035/2013/68-06/68-06-0494.pdf
http://library.jsce.or.jp/jsce/open/00035/2013/68-06/68-06-0494.pdf
https://www.nikkenren.com/doboku/prize/award/article/dwPHQlAyPFwddnQyacZRVBS
https://www.nikkenren.com/doboku/prize/award/article/dwPHQlAyPFwddnQyacZRVBS
https://www.maeda.co.jp/news/2022/04/22/5274.html
https://www.maeda.co.jp/news/2022/04/22/5274.html
https://www.maeda.co.jp/news/2022/04/22/5274.html
https://www.maeda.co.jp/news/2022/04/22/5274.html
http://www.maeda.co.jp/works/report/genba/65/
http://www.maeda.co.jp/works/report/genba/65/
http://www.maeda.co.jp/works/report/genba/65/
https://www.nipponroad.co.jp/sustainability/social/contribution/
https://www.nipponroad.co.jp/sustainability/social/contribution/
https://www.nipponroad.co.jp/sustainability/social/contribution/
https://www.nipponroad.co.jp/sustainability/social/contribution/
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
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SDGｓ17の目標

伝統文化の継承と価値再創
出

伝統建築･歴史的建造物の
保存・再生・活用の推進

【歴史を継承し、未来にひらく】
1932年創建の登録有形文化財を当社がマスターリースし、イノベーションを促すシェアオ
フィスに改修しました。創建時の空間性や経年の味わいに現代的な設備や家具を合わ
せ、事業とデザインと技術で建物の価値と魅力を最大限に活かす再生事例です。

堀ビル／GOOD OFFICE新橋

原設計：小林正
紹、公保敏雄

改修設計・改修
工事：竹中工務

店（2021）

● ○
https://www.takena
ka.co.jp/enviro/es_r
eport/pdf/2022/all.

pdf

重要文化財「聴竹居」(京都
府大山崎町)の保護と活用

社会貢献活動の推進

当社設計組織の黎明期に在籍後、京都大学教授となった藤井厚二が、建築環境工学の
知見を活かして建てた自邸で、昭和初期を代表する木造モダニズム建築である。現在
は、閉館し3棟(本屋・閑室・茶室)の保存修理工事が進められ、前庭を含む外構工事は
2023年春に完了する予定で、現地での一般公開を計画している。

本屋の外観

竹中工務店 ● ○ ○ ○
https://www.takena
ka.co.jp/enviro/es_r
eport/pdf/2022/all.
pdf

2-4-4.インフラ海外展開

KUMAGAI　STAR　
PROJECT

KUMAGAI STAR PROJECTは2015年から始まった「国際社会貢献としての学校建設プロ
ジェクト」。
熊谷組の海外営業拠点のあるミャンマーで、教室が足りないために義務教育を続けられ
ない子供がいる現実を知り、本業の建設業を通した社会貢献としてスタートした。

熊谷組 ● ● ● ● ●
https://www.kumaga
igumi.co.jp/csr/item
/CR2021-Web-
0908-47-53.pdf

海外インフラプロジェクト技
術者認定・表彰制度

今後の海外進出や国内外
の技術者の相互活用を促
進

海外インフラプロジェクトに従事した本邦企業の技術者の実績を認定し、特に優秀な者に
ついては表彰する制度を創設するとともに、本認定・表彰の結果を国内工事・業務の入札
時に評価する制度。

国土交通省 ● ●
https://www.mlit.go.j
p/report/press/con
tent/001386357.pdf

鉄道分野の取組

高速鉄道や都市鉄道の整
備を検討・推進している相
手国の経済・社会の発展
に寄与

・マニラ首都圏地下鉄事業（フィリピン）
・ジャカルタ都市高速鉄道東西線事業 （インドネシア）
・パナマ首都圏都市交通３号線整備計画（パナマ）
・ドバイメトロ事業（アラブ首長国連邦）
・カイロ地下鉄４号線第一期整備計画（エジプト）

建設会社､ｺﾝｻﾙﾀ
ﾝﾄ

●
https://www.jica.go.j
p/oda/project/PH-
P267/index.html

港湾分野の取組

「自由で開かれたインド太
平洋」の実現、主要な海上
輸送ルートの安定的な利
用、経済安全保障の観点

・マタバリ港開発事業（バングラデシュ）
・港湾EDI 整備計画（カンボジア）

建設会社､ｺﾝｻﾙﾀ
ﾝﾄ

●
https://www.jica.go.j
p/oda/project/BD-
P105/index.html
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SDGｓ17の目標

ケニアモンバサで継続的な
地域支援を実施

海外での施工地域におい
て、学校や地域コミュニティ
への支援

三菱商事株式会社とのコンソーシアムで建設しているケニアのモンバサ港周辺道路開発
事業において、学校や地域コミュニティへさまざまな支援を継続的に行なっている。2021
年度は、小学校へ食品・衛生用品・教育用品の寄贈、河川を横断するボートオペレーター
への安全指導と救命用具の寄贈など15の支援を行った。

三菱商事･ﾌｼﾞﾀ ○ ● ○
https://www.fujita.c
o.jp/assets/file/ER2
022.pdf

インドでの体制強化を継続

・SMCCコンストラクションインド社では300名近い現地スタッフが同社の事業を支えてい
る。コロナ禍でも現地での雇用を維持しつつ、この機に現地スタッフの技術力の向上を目
指した人材教育の更なる充実を図る。
・当社が独自開発した、飛沫抑制と熱中症対策のための「フェイスカバリングのインド全現
場への導入を進め、現場への入場時にはソーシャルディスタンスを確保するなど、日本国
内と同レベルの感染予防策を徹底した。

三井住友建設 ○ ●
https://www.smcon.
co.jp/topics/2020/0
9301300/

【和訳】
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20230110_1.h
tml

https://www.obayas
hi.co.jp/en/news/de
tail/news20230110_
1_en.html

○
インドネシア・ジャカルタで初
となる大規模下水処理場受
注

同国初の技術の適用など
による質の高いインフラ輸
出

●

大林組、JFEエン
ジニアリング、PT.
WIJAYA KARYA 
(Persero), Tbk、
PT. JAYA 
KONSTRUKSI 
MANGGALA
PRATAMA, Tbk

○

ジャカルタ特別州において初となる⼤規模下⽔処理場の建設。⼈⼝1,000 万⼈を超える
⾸都ジャカルタ特別州は、下⽔道の普及率が12％程度に留まるため、さまざまな⽔環境
問題が深刻化し、下⽔管路の普及と下⽔処理施設の整備が急務となっており、その一環
としての円借款プロジェクト。
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